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第二部　龍りゆう神じんの艦かん隊たい







――「空飛ぶ物を載のせた船」なら何でも航空母ぼ艦かんだと言うなら、〈飛竜リンドヴルム〉を載せた旧神聖帝てい国こくのガレー船でも空母なのか？　それならばむしろ「神眼提てい督とく」ステパン・ラヴァルスの艦隊こそ史上初の空母機動部隊であったと言うべきなのではないか。こう言うと逆に、そもそも「飛行機」が発明されていないとか、すべて伝説にすぎないとか言って否定する者もいるが、彼かれがやったことはまぎれもなく近代的水陸両用作戦そのものだよ――


（ダラーラ共和国海軍航空艦隊司令　Ｌ．キリロフ上級大将／談）









序章　冬の日の幻げん想そう







「ステンカ様、見えますか」

　機械的なその問いに、少年は眼帯を外して右目を開く。不自然なまでに鮮あざやかな赤い瞳ひとみに、普ふ通つうの瞳どう孔こうとは異なる文様が浮うかぶと、静かにうなずいた。

「見えているよ、『神の眼』に異常はない。この状じよう況きようなら、予定どおり作戦その一で」

　彼が小さく手を振ふって、全すべてが動き出す。







　見み渡わたす限り、世界は白かった。雲は低く、地面は雪と氷に覆おおわれ、どこまでも続くように見えた。風は〈北の守護龍〉ゼメーヴィチの息吹いぶきかと思われるほどに冷たく吹ふきすさんでいたが、これでも、真の北の大地にくらべればはるかにおだやかだ。

　雪原をゆっくりと北上する部隊にとってみれば、そんな事はなんの慰なぐさめにもなっていないだろう。

　その一行はただの旅人でもなければ、普通の軍隊でさえもなかった。雪に溶とけ込みそうな白いローブは防寒着ではなく魔道士のローブであり、引き連れている隊列の中には牛馬だけではなく、より凶きよう悪あくな巨きよ体たいをほこる「竜」がいた。

　四本の足で雪と氷を踏ふみしめながら進軍するのは、ちょっとした軍船ほどもある身体から大だい蛇じやのような長い首と尻尾しつぽを伸のばした、〈地竜リンドドラツツエ〉であった。

　そのようなものを何頭も引き連れている軍団など、この世界のどこを探しても、西の魔ま法ほう大国、神聖帝国の侵しん攻こう部隊以外にありえなかった。

　その先頭で指揮をとるのは、やはり白いローブにひときわ目立つ飾かざりをつけた、丸々と太った魔道士であった。彼はときおり、地じ吹雪ふぶきの向こうにかき消えそうになる配下の部隊を振り返かえりながらも、いささかも心配したような表情は見せなかった。

「ふふふ、なにも不慣れな海で海かい賊ぞくと決着をつけることはない。こういう時を待てば良かったのだ。ランセン卿きようもキリエ殿どのも、何な故ぜ気づかなかったのだろうなあ」

　半年前、帝国が海の制せい覇はを目もく論ろんで送り出した「雷いかずちのランセン」と「竜りゆう騎き士しキリエ」の秘宝探たん索さく艦かん隊たいは、その絶大な魔ま法ほう戦力にもかかわらず、たかが海賊に敗北を喫きつしてしまった。その結果、探し求めていた秘宝「神の眼」は、カピタン・シェーラ並びにステパン・ラヴァルスを名乗る海賊の手に落ちてしまったのだ。

　しかし、この指揮官の狙ねらいはさほど的外れでもなかった。

　この巨きよ大だいな〈大内海〉の北部は冬には凍とう結けつする。夏には底なし沼ぬまのごとく人をよせつけない湿しつ地ち帯たいも、いまなら騎き馬ばはもとより、巨大な〈地竜リンドドラツツエ〉でさえ歩ける。なにより海が凍こおり付ついてしまえば、海かい賊ぞく船せんは動くこともできない。

「何なん隻せきに増えたか知らないが、動かぬ軍船などただの的よ。けがれた怪かい物ぶつどもも、まともに戦えばどうということはない。秘宝を奪うばい取とり、ついでにこの地を征せい服ふくしてくれる」

　彼かれ等らには必勝を信じる根こん拠きよがあった。神聖帝国はもともと内陸国家、陸戦となれば魔法抜きでも強い。しかも、魔法を使えば天候さえ少しは操作できる。

　もし、疑問をさしはさむとしたら、たった一点……そうなることが解わかっていて、何な故ぜ海賊達たちは南の海域に逃にげなかったのか、ということだ。

　だが、だいたいの予想はついていた。いま狙っている敵は南の海に現れたことがない。あちらに寄る辺がないのだろう。だから逃げたくても逃げられず、人里離はなれた田舎いなかに身を潜ひそめるしかないのだ。そして帝国軍はついに、その隠かくれ家がの情報を手に入れたのだ。

　視界はどちらを向いても真っ白だったが、彼等は着実に北を目指していた。土地や風の精せい霊れいを呼び出し、方向を確かめ、針路を修正しながら。

「魔ま法ほう使つかいは道に迷わない」

　それは、この世界では常識であった。

「もうすぐ、敵集結地の真西を通過します」

　案内役の魔法使いが報告した。指揮官は自分でも確かめ、うむとうなずく。

「もう少しで風上をとれる。そのときが奴やつ等らの最後よ」

　彼等が引き連れている〈地竜リンドドラツツエ〉は、守護龍メッサーの眷けん属ぞくとしては、空を駆かけ炎ほのおを吹く〈飛竜リンドヴルム〉より下位とされており、したがって〈地竜使い〉も竜騎士より卑いやしい地位におかれている。武器が「毒」のブレスだという点も、炎や雷より印象が悪い。とはいえ、強力であることに違ちがいはない。まして、竜騎士が勝てなかった相手を自分達が倒たおしたとなれば、さぞや痛快なことになるはずだ。

　その瞬しゆん間かんが、すぐそこまで近づいていると、彼等はすでに確信していた。

　まさに、その瞬間までは。

　前兆など何もなく。いきなり足あし下もとの氷を突つき抜ぬけて、巨大な剣けんが「生はえ」た。

　それはいともあっさりと、一頭の〈地竜リンドドラツツエ〉の首を下から上へと貫かん通つうし、振り抜かれた。〈地竜リンドドラツツエ〉は血よりも先に、見た目にも毒々しい黄色い体液をあたりにまき散らして雪の上に倒れ、体液を浴びた帝国軍の兵士達は逃げる間もなく、その場で自らの喉のどをかきむしりながら息絶えた。「下」からの奇き襲しゆうによって、〈地竜リンドドラツツエ〉の毒袋が切きり裂さかれたのだ、ということに魔法使い達たちが気づくまでごくわずか、それでも隊に致ち命めい的てきな混乱をもたらすには十分だった。

「慌あわてるな、高位解げ毒どく魔ま法ほうを展開せい！」

　指揮官はとっさに印を切った。他ほかの魔法使いも後に続く。毒を使うからには、解毒、回復の魔法を用意しておくのは当然の備えであった。いくらなんでも、その備えをおこたるほどに愚おろかではない。まき散らされた毒液は色を失って無害化され、何人かの兵士は一命をとりとめた。

「しかし、今のは？」

　指揮官は「剣」が振り抜かれた痕こん跡せきの、氷上に残る亀き裂れつを不安げに眺ながめた。

「進軍を続けますか」

　副官が訊たずねる。だが、決断は躊ちゆう躇ちよされた。

「いつの間にか海氷の上を歩いていた？　地の精霊が警告してくれなかったのは何な故ぜだ？　氷の下の水中に、魔法干渉ジヤミングの使い手が槍やりを構えて潜んでいたとでも？」

　そのつぎの瞬間、指揮官の顔色が変わった。その条件をすべて満たす存在が、この海にはいる。それがまさに、今、足下に!?

「全員動くな、下に〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉が潜んでいるぞ！」

　たちまち、帝国軍の隊列をざわめきが覆った。国家守護龍メッサーに匹ひつ敵てきする〈央の守護龍〉の転生体とも言われる、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉ガングート。ランセン艦隊のもう一つの探たん索さく目標。それが海賊の味方についたというのは、本当のことだったのかと。

「探知魔法で下を探さぐれ！」

　指揮官の命令で、別の魔法使い達が一いつ斉せいにうずくまった。守護龍クラスならそれ自体が魔ま力りよくの塊かたまりだ。魔法干渉ジヤミングをかけられたとしても完全には気配は消せまい。

「しかし、こんなことをして、毒が海に注がれたら自分も苦しむとは思わなかったんでしょうか」

「毒に耐たい性せいがあるのか、あるいは龍といえども頭の出来はその程度なのか。我らが解毒魔法を使わなかったら今いま頃ごろ倒たおせていたかもしれぬな……」

　そこまで言ってから、指揮官は別の可能性に気づいた。解毒魔法が使われることまで、すべて計算ずくだとしたら？

　実のところ、帝国軍のもくろみはすでに失敗していた。〈地竜リンドドラツツエ〉はまだいるが、魔法使い達の魔力を消費してしまった。氷上に立ち往生して、そこにはもう亀裂が走っている。なにより、「敵」にはすでに部隊の位置を掴つかまれているから奇襲は成立しない。しかし、いつから気づかれていたのか……

「しまった、これが『神の眼』の力か。我々ははじめから監かん視しされていたのだ。ただちに撤てつ退たいするぞ！」

　指揮官がやっとそこに気づいたときには、もう手て遅おくれであった。なにより、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉を恐おそれるあまり、探知魔法をすべて下に向けたのが、失敗であった。

　風上から、声が響ひびいた。それは指揮官の命令をかき消して、氷原一帯に響き渡わたる甲かん高だかくて不ふ愉ゆ快かいな声だった。兵士といわず竜といわず、皆みな一いつ斉せいに耳を塞ふさいで苦しみ始める。

「〈シレーン〉の歌など、どこから……いかん」

　その歌の効果を、彼等は足下に見た。半鳥の女怪〈シレーン〉一族の、船を難破させると伝説に謳うたわれる奇き声せいは、切り込みを入れられた氷をさらにひび割れさせていた。ついに一頭の〈地竜リンドドラツツエ〉が、冷たい水しぶきをあげて転落する。

「これでは、撤退さえ出来ないではないか！」

　身動きひとつ取れなくなった帝国軍の前に、さらにだめ押おしとばかりに、よりわかりやすい絶望の使者がやってきた。

　高々と張られた帆ほに北風を一いつ杯ぱいに受け、さらに黒い髑髏されこうべの旗をはためかせて、氷の中をやってくる海賊船。いや、そのあとにまた一隻せき、二隻、あるものは帆はん船せん、あるものはガレー船と型はばらばらだが、どれも同じ旗を掲かかげている。

　動けないはずの船団も、龍と怪物の力で氷を割れば、次に凍結するまでは動けるのだ。帝国軍を釘くぎ付づけにしながら自分達だけは自由を得る、一石二鳥の作戦であった。

　先頭の海賊船コルサコフ号が軍団の前に滑すべり込んでくる。その砲ほう門もんはすでに開け放たれていた。直ちよく撃げきしなくとも氷に当たれば、軍団の足下はさらに砕くだかれるだろう。

〈シレーン〉の歌に代わって、船上にすっくと立ち上がった女海賊、彼かの女じよこそは「カピタン・シェーラ」、その甲高い声が響き渡った。それは帝国軍にとっての死し刑けい宣告に等ひとしかった。

「右う舷げん斉射、放てーっ！」

　白銀の世界に、明々と砲ほう火かの花が咲さき乱みだれた。巻き上がる粉雪の下で、竜や兵士が次々と海に呑み込まれていく。浮ふ遊ゆうの魔法が使えない者は、凍とう死しする以外の運命を選べないだろう。指揮官らは、幸さいわいにしてそれだけの力を持つ魔道士だった。

「残存兵力を集めよ、向こうから来てくれたのだ、敵てき艦かんが風下に去ったらブレスを浴びせてやれ！」

　それはたしかに、彼等にとって反はん撃げきのチャンスに思えた。ただし、コルサコフ号一隻だけが相手なら。

　続いてやって来たガレー船はそんなヒマを与あたえなかった。入いれ替かわりにすかさず砲ほう撃げきを始め、それがすむと次のカラベル船が引ひき継ついだ。

　反撃どころか、宙に浮いたままで防ぼう御ぎよの魔法を張る余よ裕ゆうさえ与えられなかった。不意に、巨大な鉄の弾たまが指揮官を直撃し、その太った肉体をあっけなく四散させた。副官はすでに海に滑り落おちて、水の霊れい〈ルサルカ〉達に引きずり込まれていった。

　終わってみれば、圧あつ倒とう的てきだった。海賊軍に一矢も報むくいることなく、帝国軍の冬季攻こう勢せいは文字通りに壊かい滅めつしてしまったのだった……







　敵部隊が壊滅したのを見届けると、少年は自らの赤い瞳をそっと眼帯で覆い、安あん堵どのため息をついた。

「よし、浮ふ上じようしていいよ。お疲つかれさま」

　すると、少年の腕うでにしがみついていた半はん裸らの少女が、むくれたように言った。

「本当にお疲れですよー。鼻先もちょっとひりひりするしー、褒ほめられるだけじゃ割に合わないのですー」

　たしかに少女の鼻先はすこし赤くなっているようだった。

「ごめん、敵がすぐ解毒魔法を使うと思ってたけど、切る瞬間だけでそんなに痛かった？　どうすればいい？」

「えと、もっと褒めてくれたらいいのですー」

　そう言って少女が腕に、とてつもなくふくよかな胸を押しつけるように抱だきついてくる。ああ、はいはいと少年が苦にが笑わらいをしたと同時に、二人は海面を割って浮上した。周りに波を蹴け立たてているのに、二人ともしぶき一つ浴びていない。

「おいステンカにガングート、何をいちゃいちゃくっついてるんだ！」

　とたんに後ろから甲高い声が投げつけられた。見なくてもそこに海賊船がいることは解っていたが、少年すなわちステンカは、律りち儀ぎに立ち上がって振り返った。すがりついている少女の体重はかかっていないかのような、軽い身のこなしだった。それも当然、そもそも少女には実体がなく、ステンカの腕はするりと通とおり抜けた。

　ステンカがいるのは、さっきまで水中に潜んでいた〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉ガングートの、ルチル水すい晶しようのような背中の上。背後にはすでに海賊船コルサコフ号を始めとする船団がいた。

　コルサコフ号の船首からステンカ達を見下ろしているのは、先刻、帝国軍への一いつ斉せい砲ほう撃げきを命じた女海賊、カピタン・シェーラであった。いつものように、ほぼ男装と言って良い海賊スタイルに身を固め、さらに分厚い外がい套とうを肩かたに掛かけていた。

　船さえも凍り付く極ごつ寒かんの季節だから、当然だ。もちろん他の乗組員や、ステンカ自身も毛皮の外套などで寒さをしのいでいる。

「仕方ないだろ、『神の眼』では水中の彼女に細かい指示まではできないんだから、僕ぼくがついてないと」

「そうなのですー」

　非実体の少女も屈くつ託たくの無い笑え顔がおで続く。彼女こそは龍の化け身しん、アバターであった。こうしないと、ステンカ達と直接話すことができないのだ。

　それはもちろんシェーラも解っているはずのことだ。にもかかわらず、シェーラはむきになって怒ど鳴なった。

「仲間がみんな見てるのに示しがつかないだろが！　だいたい、いくら実体がなくたってその格好はどうなんだ、見てるこっちが寒くなるわ！」

「そこは、否定しがたい、かな」

　ステンカはやや頬ほおを赤らめて、ガングートの分身である少女をちらりと横目で眺めた。アバター自身は寒さを感じないので、服を着る必要もない。これを役得、という態度をとれるほどには、ステンカは図太い神経をしていないのだが、シェーラは納なつ得とくしがたいとばかりに眉まゆをつり上げた。

「とにかく、作戦が終わったからにはこっちに戻もどってこい！　このあとどうするかも決めなきゃならねーんだろ」







[image: ]







「解ってる、解ってる。縄なわばしごを投げてくれ」

　ステンカが返事をすると、唐とう突とつに甲かん板ぱんからほぼ垂直に、何かが跳とび上あがった。

　何かは最初から解っていた。直後、ステンカの目の前に、黒い服と白いエプロンをつけた、ガングート以上に生気に欠ける少女が降り立った。

「ロープなど必要ありません。ステンカ様のご用はすべて私が」

　うやうやしく礼をされて、ステンカはむしろ苦笑いを浮かべる。

「ノーチェが何でもできるとしても、できれば万一に備えて魔力は温存しておきたいと思ってたんだけどな」

「問題ありません。敵は全ぜん滅めつ、周辺気象状じよう況きよう把は握あく済み。弾だん道どう飛行を三回以上必要とする可能性はほぼゼロです」

　ごく機械的に返事をするこの少女は実際に機械であり、ステンカが手に入れた秘宝「神の眼」――多数の偵てい察さつユニット「プローブ」を駆く使しし世界を文字通りの「神の視点」で見せてくれる「早期警けい戒かい索さく敵てき管制」システム――を集中制せい御ぎよする自動人形なのだ。

「ものごとに絶対はないよ、ノーチェ」

　そう諭さとしながらも、ステンカは自動人形ノーチェに身を委ゆだね、ガングートの分身に「あとで、船のほうに」と告げた。ガングートは「はーい」と手を振り、ノーチェはステンカを抱かかえて大たい砲ほうの弾のように宙に跳び上がった。一いつ瞬しゆんの後、ステンカはもう海賊船の甲板上に立っていた。出で迎むかえたシェーラと、そのすぐ後ろに控ひかえる副長はそろってまだ、しかめ面をしていた。

「勝ったというのにその顔はないだろう」

　ステンカが問うと、シェーラは、

「そりゃ勝ったのは嬉うれしいさ、けど、お前がそんなだと、どうにも、女の子に頼たより切りに見えて、その、なあ」

　とあいまいに言葉を濁にごした。

「実際、彼女達のおかげで勝ってるんだから、いいだろ？」

　ステンカは謙けん遜そんしたつもりなのかどうか。さらに続けて

「もちろん、君のおかげでもあるけど」

　と言って微笑ほほえんだ。シェーラが一瞬、ひるんだと言うべきか気を緩ゆるめた次の瞬間

「だから、示しも君がつけてくれればいいと思うんだけどな。君は海賊勇士シェーラなんだから」

　などとのたまう。

「そんなわけに行くか！　ほら、他の船長達も移乗してくる。作戦会議やるぞ、なめられるような態度はとるな。お前こそ、軍師ステパン・ラヴァルスなんだろ！」

　シェーラは憤ふん然ぜんとステンカの襟えり首くびをつかんで、船せん尾び楼ろうへと引きずっていった。ノーチェは無言であとから付いていく。舷げんの外を見るとなるほど、後続の船から手こぎのボートが向かってくる。

　前年に魔道士ランセン率いる神聖帝てい国こく艦かん隊たいを撃げき破はしてのち、奪い取った元敵旗き艦かんのガレー船を手始めとして、ステンカとシェーラ達は次々と味方を増やしてきた。あるときは他の海賊を助けて仲間とし、あるときは闇やみ市場で新たな船を買い入れ、敵から解放した奴ど隷れいにも志願者がいれば、乗りくんでもらっている。

　相次ぐ勝利の過程で、ステンカが名乗ったのが「ステパン・ラヴァルス」――数百年前にノーチェを作った「ラヴァルス錬れん金きん術じゆつ工こう房ぼう」の正当後こう継けい者しやたるべく、祖先から借りた名であった。それはすでに、ある種の名声を得つつある。

「そうだね。それに、そろそろ氷が溶けた後のことも考えないとね」

　ステンカはそうつぶやくと、船長室に入るなり再びその赤い瞳を解放した。

「だろう？　さて、まずはどこに行く？」

　呼応するように、シェーラも海図を広げて、片眼鏡をかけた。




　神聖帝国軍が、西岸にあった「ラヴァルスの落人おちゆうど村」……ステンカの故郷を滅ほろぼしてのち、三年目の春が来る。

　北の海に船の姿が戻ってくる季節。再び、略りやく奪だつと海戦の舞ぶ台たいが待っている。

　むろん彼等はまだ、それがこの後果てしなく続く「龍神大戦」の入り口にすぎないことに、気づいてはいなかった。







第一章　春の祭典







　氷が溶け、大航海の季節が訪おとずれるとき、それは海かい賊ぞく達たちの季節でもあった。

　とくに北東海域の多島海には、ひんぱんに海賊船が押し寄よせるようになっていた。あきらかに昨年より増えたその理由は、そこに伝説の「宝島」が本当にあったという噂うわさ話ばなしが、冬の間に広まったためであろう。

　もちろん、見つかった直後に噴ふん火かで沈しずんだという話も一緒に広まったはずだが、都合の良いことしか信じないのか、それともなにか落ち穂ぼ拾いができるとでも思っているのか、今この瞬間も一隻の海賊船が西風を受けて多島海を疾しつ走そうしていく。

　むろん、この海域を守備範はん囲いとする東岸諸しよ侯こう国連合の有力貴族、ボレロフ辺境伯はくの警けい備び艦隊も、海賊対策でせわしなく出しゆつ撃げきを繰り返していた。今回も、三角帆だけを持った軽快なガレー船が隊列を組んで、海賊の行く手を遮さえぎろうとしている。

　小型のガレー船は、乗せている大砲の数は少ないが、風に逆らって突とつ撃げきすることができる。艦かん首しゆの水面下には、大砲以上に恐るべき破は壊かい力りよくを秘ひめた衝角が潜んでおり、これで体当たりをくらわせれば敵船は浸しん水すい、沈ちん没ぼつするのだ。そうはさせじと海賊船は船首を北に向けて、大砲の砲ほう列れつで迎むかえ撃うとうとした。

　だが、まだ少し残る流氷が邪じや魔まして思うように位置を決められないようだった。それに対して、ボレロフ艦隊はあきらかに場慣れしていた。大砲の死角となる船首側から横隊を組んで突っ込んでいく。ついに、先頭のガレー船が海賊船の横腹に体当たりした。

　角度は浅い。衝角は舷げん側そくを突き抜けなかった。だからといって、海賊も安堵などしなかっただろう。双そう方ほうの船から、同時に号令が下った。内容もまた、まったく同じ。

「白兵戦だ、かかれーっ！」

　ここで先に切り込みをかけたのはボレロフ艦隊のほうだ。攻こう撃げき側がわなのだから当然。鉤かぎ縄なわを次々と海賊船に向かって投げつける。

　海賊も長銃マスケツトや弓矢をもって、突とつ入にゆうを阻はばもうとする。伯はく爵しやく軍の銃兵も、味方を援えん護ごするために射しや撃げきを始める。早くも、甲板上に血しぶきが飛び始める。

　少年は、待っていた。ひととおりの射撃が終わって、初弾が尽つきる瞬間を。このころの銃はどれも先込め式の単発銃だ、隙すきはかならず出来る。

「突撃ーっ！」

　少年は自ら率そつ先せんして叫さけび、ロープを足場にして一気に、海賊船へと跳ちよう躍やくした。片手には装そう填てん済みの短銃ピストル、もう一方には手慣れた斧おの。敵てき陣じんのど真ん中に飛び込んだ彼は、前転して着地の衝しよう撃げきを受け流すと、まず目の前の敵に向けて、至近距きよ離りから斧をたたき込んだ。海賊の脳天から血しぶきが勢いよく噴ふき出だす。振り向むきざま、最初に目に入った敵の弓兵に、後ろから短銃ピストルの弾をお見み舞まいした。乱戦が始まったら長銃マスケツトは脅きよう威いにならない。むしろ手軽に次を撃てる弓のほうが後続の味方にとって邪魔になる、そう、経験から知っていた。

　もちろん、その一発で彼自身の銃も空になる。再装填などという面めん倒どうなことはしない。引き金にひっかけた指を支点にくるりと回転させると、グリップの先せん端たんは槌つち矛ほこのような鈍どん器きになっていた。まだ少し熱い銃じゆう身しんを握にぎりしめて、それを三人目の敵の、振り下ろしてきた刀を横よこ殴なぐりに払はらいのけるのに使う。南方風の新月刀シミターはあっけなく折れ、海賊は目をむいた。刀が安物だったとしても、こんなことをやってのけるには相応の膂りよ力りよくか、技わざが必要なはずだった。

　少年士官が持っていたのは、その両方だった。再び片手の斧が唸うなると、海賊は顎あごを割られて吹っ飛んでいく。

　一瞬にして三人を血祭りに上げた少年士官の奮戦に、海賊ともあろう者達は恐れをなしたか、守りの手が緩んだ。

「いまだ、ラスラーン隊長に続け！」

　警備艦のほうで鬨ときの声こえが上がり、ボレロフ軍の海兵隊が次々と乗り移ってきた。

　そう、単身、血路を開いたこの勇ゆう猛もうなる少年士官こそ、前年この海で海賊に捕とらわれ、宝島噴火の後ボレロフ伯に拾われた、あのラスラーンにほかならなかった。屈くつ強きようであった肉体はさらに鍛きたえられ、いまや警備艦隊の海兵隊でも指折りの闘とう士しと見なされていた。

「くそ、全員、甲板に上がれ。一人として生かして帰すな」

　海賊の首領らしきひげ面づらの男が刀を振り回まわしながら叫んだ。砲ほう甲かん板ぱんの水夫達も、手に手に得物をもって上がってくる。

　だが、それはもっと重大な隙をつくることになった。大砲が撃たれないのならば、他の警備艦も近づいてこられるのだ。

　衝角攻こう撃げきがつごう三度、繰り返され、そのつど海賊船は大きく揺ゆれた。海賊船長がバランスをくずし、慌てる。

「無む駄だだ、この船は浸水する。終わりだ！」

　ラスラーンは宣告すると、揺れをものともせず、船長に向かって突とつ進しんしていった。

「こしゃくな！　このドラティ、そう簡単にあきらめはせん」

　海賊船長ドラティは、部下のものよりは分厚い青せい竜りゆう刀とうとでも言うべき刀を振り回して、ラスラーンの挑ちよう戦せんを受けた。刃は渡わたりは斧よりも長い。まともに斬きり合あうにはいささか不利なように見えるが、ラスラーンはかまわなかった。その太た刀ち筋すじに、斧頭を合わせて弾はじき、受け流す。とはいえ、さすがにいきなり折ることはできなかった。

　まともに斬り合うには分が悪いと見たか、ラスラーンはいきなり、片手の短銃ピストルを敵に向けて投げつけた。ドラティがそれを避さけるか剣で受け止めるかする隙に懐ふところに飛び込み、両手持ちにした斧による全力の一いち撃げきをかけるつもりだ。

　敵も然さる者もの、その程度では惑まどわされなかった。さっと首を傾げただけで短銃ピストルをかわし、ラスラーンの斬撃を刀で受け止めた。

「甘あまいわ、小こ僧ぞう！」

「そうかな」

「そうとも」

　力の均きん衡こうを崩くずそうと、ドラティ船長はラスラーンの膝ひざに向けて右足を振り上げようとした。だが、次の瞬間、膝を折ったのはドラティのほうだった。

　彼の足には、いつの間にどこから射られたのか、一本の矢が刺ささっていたのだ。

「いつから一対一の決けつ闘とうだと思っていた？」

　ラスラーンはほくそ笑えみながら、ドラティを甲板上に押し倒した。馬乗りになって、自分の膝ひざを当あてて敵の右みぎ腕うでを踏みつけた。青竜刀を握る手がゆるみ、ラスラーンの斧がついに敵の耳のすぐ横に叩たたきつけられる。
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「警備艦隊海兵第一小隊長、ラスラーン・ボレロフが問う。貴様、コルサコフ号はカピタン・シェーラの仲間か」

「ち、違う。俺おれは南のアラストフから来たばかりだ。そいつの噂うわさは聞いているが、まだ会ったことはない。本当だ」

　ドラティは早口にまくし立てた。まるで命いのち乞ごいのようであり、実際ラスラーンにはそう聞こえた。だとしても、逆効果だった。

「関係ないのか。なら用は無い。海賊は死ね」

　ラスラーンは無む慈じ悲ひにそう言い切ると、斧を再び持ち上げた。どう見ても、今度は顔面に振り下ろすつもりだ。さしもの海賊も悲鳴を上げかけた。

　だが結果的には、ドラティの首は飛ばなかった。

「よしてくれねえか、そいつはお前一人の獲え物ものじゃないんだ」

　ラスラーンの背後から現れた弓兵が、構えた鏃やじりを、物ぶつ騒そうにもラスラーンの頬に向けてにやついていた。服装からして同じ海兵隊員なのに、味方を三白眼で睨にらみつけてくる。二人の間にはとうてい仲間同士とは思えない緊張感が漂ただよっていた。

「また貴様か、ガスパル。指図されるいわれはないと何度言ったらわかる」

「うるせえ、さっきの矢は誰だれのだと思ってやがる」

「ああ、貴様なら俺に恩を売ろうとするに決まっていたからな」

「解ってたら首は譲ゆずれよ。だいたいな、てめえは伯はく爵しやく家けの居い候そうろう、俺様は子し爵しやく家直系だぞ、タメ口利ける立場か、ああ？」

「身分など関係ない。友の墓所を汚よごす奴やつは一人残らず殺す」

　ラスラーンは殺意のこもった視線をガスパルにも向ける。このままでは同どう士し討うちを始めかねない剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが漂い出した、その合間に、ドラティはラスラーンの下から這はい出そうともがいた。あと一歩で、左手が青竜刀にとどくかと思われたとき、すかさず斧と鏃、両方の切っ先がドラティの目の前に突きつけられた。

　ドラティ船長はとっさに、とっておきの命乞いの言葉を吐はき出した。

「ま、待ってくれ。シェーラ一党に興味があるんだろう。会ったことはないが、会う予定はあった、その場所を教えるから助けてくれ！」

「何だと？」

　ラスラーンが目の色を変えた。

「それみろ、早まらなくて良かったじゃねえか」

　ガスパルが嫌いや味みをこめて言うが、ラスラーンの耳には届いていないようだった。




　東岸諸侯国連合屈くつ指しの海軍国ボレロフ伯爵領、その象しよう徴ちようともいえる大きな岬みさき、またの名を「ラヴェル半島」は、灯台と要よう塞さいをもって侵しん入にゆうしてくる外敵に備えるのみならず、流氷の南下もある程度、押さえていた。ラスラーン達が乗っていた小型ガレー船はそんな時期に備えて配備されていたものだが、帰り着いてみれば港はすでに、ほとんど開かれていた。

　沖おき合あいにはボレロフ艦かん隊たい旗き艦かん、四本マストの大型帆船「クラウディオ」号が、早くも出港準備を整えていた。となるとその持ち主も、腰こしを上げているかもしれない。

　ガレー船隊はその巨体を横目に、要よう塞さい砲ほうの射程内を通って警備隊専用の船着き場へ向かった。大型帆船と違い、直接桟さん橋ばしにつけやすいのも櫂かい走そうの利点で、性能が見み劣おとりしはじめたとはいえ、どこの海軍もまだ手放しきれない理由のひとつでもある。

　船が港に帰り着くと、ラスラーンは上陸の先頭に立った。誇ほこらしげに捕ほ虜りよとなったドラティ船長を引き立てる。部下の歓かん声せいが飛び交かう中、堂々と凱がい旋せんしているのに、ラスラーンの顔はあまり晴れやかではなかった。

　艦隊の持ち主、ボレロフ辺境伯もまた、すこし難しい顔をして、要塞の窓からその様子を見下ろしていた。

「また、賞金首は彼のものですね」

　司令官の執しつ務む室しつでもある天守には、ボレロフのほかにもう一人いた。司祭服をまとい、貴重品の眼鏡をかけた若い美女だ。秘書とでも言うべき立場にあるが、ボレロフが雇やとったのではない。連合の盟主、アレコ大公国から送りこまれてきたのだ。

　要するにお目付役、だとボレロフは思っている。

「気になるかね、キージェ君」

　ボレロフは秘書にかまをかけてみた。彼女はいともあっさりと答えた。

「もちろん。貴公が何故、あのものを取り立てたのかも含ふくめて」

「彼が賞金首だけではなく、海賊に奪われた秘宝をも探り当あてる。そう期待しているのではないかね」

　ラスラーンが拾われたときの言葉は、ボレロフが隠そうとしても無駄であった。その日のうちに彼女に知られたし、ならば当然、アレコにも伝わっただろう。

　宝島が実在し、旧支配者ラヴァルス家の秘宝「神の眼」が発見されたのみならず、海賊、あるいは仮想敵国たる神聖帝国いずれかの手に渡った――となれば、現支配者アレコ家も、その守護龍ゼメーヴィチも無関心ではいられない。

　キージェは答えなかった。ボレロフが何か言う前に、伝令が来客を告げた。誰が来たのかは想像がついていたので、ボレロフは当たり前のように通した。

　最初に報告に現れたのは、やはりラスラーンであった。

「ご苦労。また、無む茶ちやをしたようだな」

　ボレロフが投げかけた言葉に、ラスラーンは苦笑混じりながら形だけはうやうやしく頭を下げた。

「海賊の頭目を一人、生いけ捕どりにしました」

「手配されていた者か。領民の船は無事なのだな」

　ラスラーンはしかし、ボレロフの問いからはずれた答えを返した。

「カピタン・シェーラの一味ではないが、後日会う約束を取り付けていたそうです。簡単に口を割りました。やつらがいつ現れるか、つかめます」

「そうか、それで、やつらは余の領海に現れるのか？」

「……例によって、微び妙みようなところを選んだようです」

　ラスラーンも微妙に苦い顔をする。彼かれ自身もかつて痛い目に遭あわされた時期があるが、諸侯国連合は一枚岩ではない。お互たがいの権益にうるさく、他所の軍船が入ってくると追おい払おうとする。事実、ボレロフだってそうするのだ。といって海面に線が引いてあるわけもないから、境界はあいまいだ。したがって海賊は、その隙すき間まを縫ぬうようにのらりくらりと逃げ回ることができる。

「それでは手の出しようがないな」

　ボレロフの言葉に、ラスラーンは納得していなかった。それは顔を見れば誰にでも解った。その理由も、ボレロフには解っているはずだった。

「……いつまでもそんなことでは、海賊にも神聖帝てい国こくにも、なめられるだけです」

　宝島はよりによって、ボレロフの守備範囲に、魔法によって隠されていた。それを巡めぐって、海賊と神聖帝国艦隊がまさに土足で踏み込んできてから、一年と経たっていない。しかも帝国軍は正式な宣戦もなしに、ボレロフの船を二隻も沈めてくれた。断固たる態度を示さねばならない。むしろこちらから帝国に宣戦してもばちは当たらないと、ラスラーンは常つね日ひ頃ごろから言っているのだ。

「それはそのとおりだろうが、今は仕方が無い。お前が勇猛な士官に育ってくれたのは嬉しいが、わが領地とそこに出入りする船を守るのが警備艦隊の使命だ」

　言われるまでもなく。ラスラーンもそれは理解しているし、感謝もしているはずだった。だがそれでも、彼を突き動うごかしている情動は別のところにあり、それは拾われた時からなにひとつ変わっていなかった。

　自分の人生からすべてを奪った神聖帝国。そして最後に、たった一人残された友を奪った女海かい賊ぞくシェーラ一党。その二つを討ち滅ぼすために、ラスラーンは今日まで生きてきた。荒あらくれ者ぞろいで知られる海兵隊を志願したのも、自らの手で敵の親玉に引導を渡すためだ。海域警備についているのも、彼等がいつか再び侵入してくるものと思っているからだ。たとえ縁えんの無い他の海賊であっても容よう赦しやする理由にならない。ラスラーンは、その友ステンカが宝島とともに沈んだと信じている。彼の墓所を荒あらす者はやはり敵だ。

　逆に言えば、諸侯国連合側が宝島跡あとを調べようなどと言い出せば、この危険な若者はいまや養父となったボレロフ自身にも牙きばをむく恐れさえあった。ボレロフが、彼とキージェの間に面倒が起きないよう気を遣つかう理由もそこにある。

「それよりも、こちら発の春航路第一便がもうすぐ出発する。その護衛につけるため、冬季編制を解散、海兵隊の配置換えを行う。部下に伝えて、待機させよ」

　ボレロフは困ったような顔をしながら、命令を与えてラスラーンを下がらせた。これで一息つけるかと思われたのもつかの間、入れ替わりに、ガスパルがやって来た。

「貴公の用件も、想像はついている」

　渋い顔のボレロフに、ガスパルは不敵かつ品の悪い笑みを浮うかべつつも、礼の作法だけはさらりと決めてから、ずばりと言った。

「なら話は早い。あのバカは今回も一人で突っ込んでいきやがった。さっさと首にしたほうがいい。俺にまで迷めい惑わくが及およんだら、親おや父じも黙だまっちゃいない」

「万が一のことがあってもやむなし、という条件で預かっているはずだが？」

　ボレロフは何度目になるかも解わからないこの問答にも、やはり心を痛めていた。この時代、軍船に乗り組む少年士官というのは、たいていは貴族が子し弟ていを鍛えるために船長や提てい督とくに預けるというものだ。場合によっては、政略結けつ婚こんや養子縁えん組ぐみの代用に行われることもある。ボレロフも、ガスパル子爵家から三男を預かってくれと頼たのまれ、応じてしまったのだ。故に、どこの出身かも判然としないラスラーンに養子と隊長の座を奪うばわれては、面おも白しろくないのも理解できる。が、それ以上に、ガスパルの態度には気になる点がある。

　ガスパルはときおりキージェに目配せを送り、キージェもそれを無視しないのだ。単なる色事ならまだしも、ほかに裏があるのではないか。ボレロフはそれをいまだ、確かめるに至っていない。

「留意はしておく。しかし、切り込み隊に勇猛さが必要なのも確かだ」

「程度によるだろう、死にたがりに付き合わされたんじゃ、こっちの身が持たない」

「それだけはない。あの男は、そんな簡単に死ぬつもりはない。そこのところだけは保証するから、安心してくれたまえ」

　そうは言いつつも、いつかガスパルとキージェがラスラーンの敵となることを、ボレロフは半ば確信しているのだった。そのとき自分がどうするかはまだ決めていないが、養子にした責任は取らねばならないだろう。ラスラーンを任務から遠ざけ、あるいはいっそ嫁よめでも世話して落ち着かせるかとボレロフは思案していた。むろんボレロフはまだ、ラスラーンの心を占せん領りようするツィンカという少女のことは知らない。

　知ったとしても何が出来たろうか。その少女はもういないのだ。




　ドラティを尋じん問もんした結果は、そんな悠ゆう長ちような未来図を吹ふき飛ばした。南方行き商船の予定航路が、「勇士の槍」北方で海賊の会合予定地点に重なるということが判明したのだ。

「勇士の槍」は、〈大内海〉の真ん中に西岸から突つき出している鋭するどい岬、というより半島だ。伝説の「央の龍りゆう」に突き立てられた槍に見えるというのが、名前の由来である。

　ボレロフ領の岬でさえ大公国の地図では半島と書かれている規模だが、「槍」は差さし渡し百レグア（約四百km）を超こえ、その沿岸を一ひと巡めぐりたどるだけでも船で三日かかるという壮そう大だいなしろものなのだ。しかも、その「穂ほ先さき」にあたる島までは浅あさ瀬せになっており、干潮時には砂州で繋つながる。船は座ざ礁しようしてしまうから、さらに東を迂う回かいせねばならない。〈大内海〉の海上交通においては、最大のチョーク・ポイントである。

　ならばこの岬に街を作ればさぞや栄えそうなものだが、実際にはだれも住んでいない。その理由は、あまりに険しい地形にある。道一本通すにもひと苦労の岩山が続き、さらには魔ま物ものの巣であると古くから囁ささやかれている。常に灯台建設が試みられているが、未いまだに成功せず、おかげで座礁する船も後を絶たない。

　その危険海域で海賊と遭そう遇ぐうすることが前もって知らされていたなら、どこの船主でも対策を考えるに決まっていた。もちろん、ボレロフもそうすることにした。

　全艦かん隊たいから腕うで利ききをかき集めて再編成し、護ご衛えい艦かんを領海外まで同行させつつ、南方の諸侯にも注意を促うながして警けい戒かいしてもらう、これしかない。

　まずは早馬を出して、陸続きの東岸諸国を南下させる。これで、船が実際に着くより一日は先に沿岸に知らせが巡るだろう。

　護衛は大おお型がた艦かん一隻とする。大だい艦かん隊たいを出すわけにもいかないし、小型艦では戦せん闘とう力りよくのみならず航海日数から言っても荷が重いからだ。

　そしてボレロフは躊ちゆう躇ちよなくラスラーンを組み入れた。動機はともかく、戦闘力と配下の人望を考えれば、外せない。ボレロフはもったいつけることなく、想定される敵がシェーラ一党であることをラスラーンに伝えた。

　それを聞いたラスラーンは、意外にもその辞令を静かに聞き、しかし、口元だけはにやりと、吊り上げたものだった。

　そして最後まで聞き終えてから、ゆっくりと整列した海兵達に振ふり返かえると、堰せきを切ったように雄お叫たけびを上げた。

「とうとうこの日が来た。勇ゆう敢かんなるクソッタレども、あの生意気な女海賊とケリをつけてやるぞ！」

「おおーっ！」

「いいぞっ」

「ひっ捕らえてマワしてやろうぜ、ワハハ！」

　どちらが海賊なのか解らない野や卑ひな怒ど号ごうが交じった、大だい歓かん声せいが巻き起こった。

　ボレロフはこれを、仕方あるまい、という思いで黙って見ていた。もともと、切り込み専門の海兵隊には荒くれ者が多かった。港町の札付きを監かん獄ごく送りにするかわりの有効利用、という側面さえあったのだ。だからこそ、彼かれ等らはラスラーンとウマが合った。もちろん、ラスラーンの前歴が血なまぐさいことにボレロフが気づいたのは、拾ってからだいぶ経ってからだが、もう遅おそい。

　秘書のキージェは龍りゆう神じんの司祭らしい潔けつ癖ぺきさを少しは持っているのか、顔をしかめていたが、文句を言うわけではなかった。いいかげん慣れてもらうほかない。

　キージェが心配していたのは、実のところ、別のことであった。

「一隻せきでよろしいのですか。このところ、シェーラ一党の勢力はふくれ上がり、海かい賊ぞく船団を成すに至っているとも聞きます」

「聞いている。先日の捕虜もそこに加わるつもりだったそうだ。だからこそ、こちらも旗艦を投入する。あれ一隻で敵艦三隻分の戦力を自負しているが、まだ不満かね」

　クラウディオ号は檣ほばしらがただ一本多いというだけの船ではない。クラスそのものが一ランク上であり、乗組員は百名を超え、砲門数も百に迫せまる。片舷の一斉射で、中型帆はん船せんを吹き飛ばすことも可能なのだ。ラスラーンに預ける海兵一個中隊の数も、海賊船コルサコフ号の全乗組員を上回る。白兵戦となった場合、一人一殺でも敵を全滅させられる計算だ。

「ですが」キージェは眼鏡のブリッジをくいと上げ、真意を隠かくすかのように続けた。

「船はともかく、龍や怪かい物ぶつを使う、という噂もありますれば」

「水妖ヴアージヤ怪鳥はいるらしいな。だが龍は、噂にすぎん」

　そう答えつつ、ボレロフはキージェの、否いな、背後にいるアレコ大公の興味がそちらに向いているのではないかと疑っていた。

　もしも、シェーラに付き従っている「龍」が伝説の〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉ガングートだという噂が本当であるなら、対たい抗こう上、〈北の守護龍〉ゼメーヴィチが動くことも十分、考えられる。

　冗じよう談だんではない、とボレロフは思っていた。国家守護龍級が三頭も押し寄せて争あらそったなら、ボレロフ領など灰かい燼じんと帰してしまうだろう。

　交易どころではない。それこそ世界の終わり、龍神大戦だ。

　それだけは避けたいと、ボレロフはひそかに思っている。ラスラーンが敵かた討きうちを果たすことでそれが回かい避ひできるなら、多少の不安などは捨て置いてかまうまい。




　それから数日後、春らしい暖かな風を帆ほに受けて、貨物船と軍艦クラウディオ号はそろって出港した。どれほどおだやかであろうとも、南風は彼等にとっては逆風にほかならなかった。







　まだ北風の残るうちに拠きよ点てんを南方に移動させ、南風に乗って折り返すというのは、北湖の船乗りならだれでも知っている長期航海プランの一つであった。

　知っていてそうしない者がいるのは、単に、南方に拠点を持っていない場合には船から出られなくなり、飢うえて死ぬという、これもわかりやすいデメリットがあったからだ。

　ステンカとて、コルサコフ号にこの計画をとらせるかどうかはかなり悩なやましい決断だった。昨年までのシェーラ達たちは、凍とう結けつする大湿しつ地ち帯たいに潜ひそんで冬をやりすごす方法をとっていたという。敵に拠点の位置をつかまれていないのなら、そのほうが無難であった。北湖の東岸は諸侯国領、西岸は神聖帝国の占領下で行き場がない。なにより、船に乗せきれない仲間をかかえていたのだから。

　だが今年は事情が違ちがった。当初の拠点は神聖帝国軍に発見されており、その後大湿地帯を転々としながらもなお、敵の追つい撃げきを繰り返し受けてきた。

　氷上の陸戦でも連戦連勝とはいうものの、ステンカは最後の追撃隊を退けて以後、とうとう全船団をもって南下することに決めた。

　西岸の多島海付近まで南下してしまえば、ステンカにとっては地の利があった。なぜならそこは、かつて宝島探しをして小こ舟ぶねで渡わたり歩あるいた海域。湾わんの奥おくまで進めば、かつて住んでいた村があるはずなのだ。

　ただし、そこは三年前から、敵の占領下にある。

「今の戦力で踏ふみ込めば、あるいは」

　との思いがステンカの胸をよぎったこともあるが、耐たえた。それを望んでいたラスラーンはもういない。宝島が沈んだときに生き別れたきりだ。おそらく生きてはいないだろうとステンカは思っている。誰も戻ってこないのに土地だけを取り返してもむなしいと、自分にそう言い聞かせている。

「気になるんなら、『神の眼』でちゃっちゃと見てくればいいだろ」

　ステンカの目が海図の一角に釘くぎ付づけになるたびに、シェーラはそう勧すすめる。

　二人が見ている海図は、昨年までのものと比べて、似て非なるものに変へん貌ぼうしていた。徒歩や船からの不完全な測量による不正確な図が、「神の眼」で見たとおりに書き直され、どんどん精密になっているのだ。

　にもかかわらず、その湾の奥は、手つかずのままだった。

「必要であれば、プローブを向かわせることは十分に可能です」

　ノーチェもまた、いつものように無表情で、しかし誰に促されたわけでもないのに自発的に言う。自動人形でありながら、やはり「気を遣う」ということができるのではないかと、ステンカには思われた。たしかに彼かの女じよの言うとおり、プローブ――「神の眼」の偵てい察さつ端たん末まつは高空を飛ぶ光球、敵に捉えられることなく地上の全すべてを見られるはずだが……

　その気になったか眼帯を一度は外しながらも、

「いや、いいんだ」

　ステンカは結局ことわって、船団の位置を示すコマを海図の上に並べなおした。多島海の一番外の島でこっそり休息をとった後、海賊船団は「勇士の槍やり」よりかなり北を、並行に、東へと向かいつつある。風向きは南から、西からと日夜変化するが、今や彼等の海賊船団は、風向きをある程度無視しても進むことができた。

　航行中の水面下を眺ながめてみれば、そこに船よりも多い、海の怪かい物ぶつ達たちの姿を見ることができるはずだ。むろん先頭は〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉ガングートだが、その後ろに〈海トカゲ竜りゆう〉達も群れて続いている。怪物達は馬車を引く馬のように、悠ゆう々ゆうと船を引くことができた。その周りには〈ルサルカ〉、〈ヴァージャ〉といった水の妖怪がついて、行き先を先導している。

　もちろん、怪物達とてタダ働きではない。しかしそれ以上に、帝国を共通の敵とする利害の一いつ致ちがあった。帝国は守護龍メッサーの眷けん属ぞくではない怪物を汚れたものとして「駆く除じよ」の対象としており、和解の余地はないのだ……だからといって、帝国の敵ならだれにでも従うわけでもない。シェーラという存在は何かが特別なのだ。

　そのシェーラが、片眼鏡の位置を直しながら意外なことを訊たずねる。

「そこまでして、まだ味方が要いるのか」

　ステンカが北湖と南湖の境界線である「勇士の槍」に近づこうとしている最大の理由は、南方からやってくる船と接せつ触しよくするためであった。

　商船を襲しゆう撃げきするつもりはない。しかし、それを追ってくる他ほかの海賊には用があった。

「君と似たような境きよう遇ぐうの海賊も、ほかにいるかもしれないだろう」

　ステンカはシェーラにそう聞き返した。もしそうなら、手を組むこともできる。なにしろシェーラ達はもとから、ただの海賊ではない。基本的に神聖帝国の船しか襲おそわない、まつろわぬ者達のレジスタンスでもあるのだ。味方が増えれば、より大規模に、大だい胆たんに、帝国の海軍を攻撃できることになる。

「似たような境遇、かあ」

　シェーラはため息をついた。そうやって今までも仲間を増やしてきたくせに、なにか反応が変だと、ステンカも思わなかったわけではない。しかし今はほかに、気にすべき事があった。

「すでに何人かの海賊船長と会う約束になっている。いまさら取り消しはできないし、稼かせぎも多少要りそうだ」

「そりゃまあ、解るけど」

　海図の上には船のコマだけでなく、沿岸の勢力図も書き足されている。冬の間、ステンカ達もただ、雪の中で耐えていただけではない。陸路が使えるようになるのは、敵だけではないのだ。こっそり斥せつ候こうを出して、どのあたりの港にどこの軍の船が何なん隻せきくらいいるのか、そして味方になってくれそうな者がいないか、探さぐりを入れている。

　氷が溶とけたら、北で稼ぐついでに会いに行く、と言ってくれた船長が何人かいること、そして神聖帝国の輸送路が南にも延びていることを、ステンカはすでにつかんでいたのである。

　実のところ、北湖西岸近くを南下するのは、もとステンカ達の村のみならず、神聖帝国の軍港地帯正面を横切る、危険なルートだった。しかし逆に言えば、獲物がたくさん出入りする海域でもあった。

　うっかり敵軍ぐん艦かんに包囲でもされれば窮きゆう地ちに陥おちいるが、ステンカがいるかぎり、その前に逃のがれることは容易と思われた。だからこそ、大胆な行動もとれる。

　なんと言っても、増えてしまった仲間を食わせ、なおかつ特定の敵しか襲わないという誓ちかいを守るつもりなら、獲物がたくさんいる海域で網あみを張る以外に、ないではないか。これは「神の眼」も海賊も関係なく、どちらかと言えばステンカの元漁村の子としての感覚であった。

「ていうか、そういうことは海賊の頭領が考えることだろう。今まで、どうやって敵を見つけてたんだ」

「失礼な。そりゃ、あたしだって航路上を張ったり偵てい察さつを出したりはしてたさ。ただ、去年までは船は一隻きりだったし、いざとなったら宝島の霧きりに隠れられたからな」

　シェーラが弁解するとおり、ステンカを捕らえたあの時までは、コルサコフ号は霧から現れ霧に消える神しん出しゆつ鬼き没ぼつの海賊船だった。それを可能としていたのは、ノーチェが隠されていたあの宝島に張られていた、魔ま法ほうの結界であった。

　その島も今は海底に没ぼつし、霧の迷めい宮きゆうは消えた。彼女等が切り札としていた「安全地帯」はすでにないのである。

　そのへんを差し引いても、シェーラのやることや態度に、海賊らしさが貫つらぬかれていないというのは、それこそ宝島の一件以来ずっと、ステンカが感じていたことである。

　もちろん、本来なら――神聖帝国の侵しん略りやくさえなかったら、海かい賊ぞく稼か業ぎようになど手を出さなかった身の上だ、ということは、聞いている。けれど、そこまでだ。

　海賊になっていなかったら何だったのか、については、まだ何も聞いていない。

　何度かそれを聞いてみようかと思ったこともある。しかし、どういうわけか、間が悪い。たとえば

「ステンカさんっ、そろそろ遊んでほしいのですー」

　突とつ然ぜん出現したガングートのアバターが、なれなれしく抱だきついてきたりとか。

「ステンカ様、そろそろプローブの制せい御ぎよをお渡しいただけないと、処理能力が飽ほう和わして脳を痛めます」

　などと、例によってむずかしいことをノーチェが言ってきたり。

「おーい。メシだよー！」

　南方生まれの褐かつ色しよく娘むすめアデライードが、遠えん慮りよ無く船長室に鍋なべをかかえて入ってきたり、それにつられるように、副長クープランや学者ドワーフのパルナッスムまでがどやどやと入ってくると、もう、詮せん索さくどころではなくなるのだ。

　ことに副長は、ステンカがシェーラになにか余計なことを言うと、かならず睨みつけてきたり、これ見よがしに丸太のような腕うでに力こぶを作って見せたりすること、捕虜だったときとたいして変わらなかった。ステンカは苦にが笑わらいしながら、右目を眼帯で覆おおった。

「なんだかんだで板に付いてきたなー、眼帯。あたしの見立ては間ま違ちがってなかった」

　人の気も知らずに、シェーラがおだてる。

「似合ってるかどうかはともかく、助かってるよ。いらないものまで見えすぎると気が休まらない」

　ステンカの眼帯は赤い瞳ひとみを隠すためだけのものではなかった。魔法金属の箔はくが縫い込まれたパルナッスム特製で、意図的に「神の眼」の情報をシャットアウトできるのだ。

「それでも慢まん性せい的てきに、脳の処理能力に負ふ荷かがかかっている状態です。緊きん急きゆう時以外は私に処理と伝達をまかせていただくことが健康のために推すい奨しようされます」

　ノーチェが言うとおり、本来「神の眼」はノーチェを中心とした情報システムである。ステンカの赤い瞳は、その受信機を焼き付けたにすぎないから、いつも自分でやっているつもりでも、実際はノーチェを経由して転送してもらっているだけなのだ。

　それでさえ、目と頭がやたらと疲つかれる。普ふ通つうに見えるものと見えるはずのないものが重なり、意味のわからない情報までが怒ど濤とうのように押し寄せてくる。元々、専用に作られた自動人形でなければ扱あつかえないようなものなのだろう。

　ガングートは、別の解かい釈しやくをしたらしい。

「そーやって、私よりいっぱい、くっつくつもりですねー!?」

「ぶはっ」

　と吹いたのは、何な故ぜかシェーラだった。

「もちろん、転送表示を使わない場合、私とステンカ様は一いつ緒しよでなければなりませんが、何か問題でも」

　しれっと答えるノーチェの言葉は、ごく機械的に聞こえてその実そうとも限らないということを、ステンカは以前から感じているが、これはどう捉えたらよいのだろう。

「発明が役に立って良かったわい。そこで次の武器だが、ここは勇士らしいのを……」

　まったく空気を読んでいないパルナッスムが、食しよく卓たくに絵図面を広げようとした。龍と秘宝の言い争いが続いてもなんなので、ステンカはこれを助け船にさせてもらい、検討を始めようと提案したのだが――騒さわぎはこれで終わりではなかった。

「伝令！　伝令！」

　甲かん高だかい声を張り上げながら飛び込んで来たのは、一羽わの大おお鴉がらすだった。誰かの転生ではないかと思われる、しゃべる化け鴉だ。湿地帯に住んでいたが、拠点が失われて以来、船と船の間で連れん絡らく役をやってもらっている。

「最さい後こう尾びのリャードフ号より報告、水平線上に〈飛竜リンドヴルム〉らしき影かげ、何かと戦せん闘とう中」

「何だって。ノーチェ、ただちに確かく認にん」

　ステンカはさっき着けたばかりの眼帯を取って、その方向に視線を飛ばした。視点は身体を離はなれ、船団を離れて海の向こうまで飛んでいき、望遠鏡でも解らない遠くの光景をくっきりと映し出す。実際にはプローブが思うままに飛んでいって、映像データを転送しているのだ。それはステンカ自身とノーチェにしか見えないが、いまや誰だれ一人ひとり、疑う者はなかった。

「たしかに〈飛竜リンドヴルム〉、竜りゆう騎き士しがいる。一騎きだ。戦っている相手はなにがしか、空飛ぶ怪物だろう、鳥のような翼つばさがついているが動きが速くてわからない」

「となると、またニーナの同族かもしれんな」

　シェーラがそう考えるのも当然だ。昨年の秋まで、仲間に〈シレーン〉族はニーナ一人だった。だがその後、帝国軍に追われた同族の群れを発見し、仲間に加えている。彼女達の力がなければ、歌声で氷を割ることなどできなかった。

「騎き士しだけじゃないな、船が近くに居る。黒竜旗、帆はん走そう快速船一、西より東進」

　ノーチェに任せると面めん倒どうな数字が羅ら列れつされるので、ステンカは自分で情報を読み取った。これがおそらく、竜騎士の母ぼ艦かんだろう。

「一騎ならやれるか。他に敵は」

「敵の周囲に護衛はないようだ」

「よし、野や郎ろうども、配置につけ！」

　シェーラが号令を出すと、副長やパルナッスムも応と答え、船長室を飛びだしていった。




　合戦準備発令と同時に、海賊船団は一斉に帆を畳たたみ始めた。四角い横帆を畳んで三角帆だけで操船することは、風下以外に針路を向けるときにはよくある。そうすると普通なら速度は落ちるが、この船団にはそれを補う手段があった。帆の操作から解放された掌しよう帆はん員のうち、長身で美形のエルフ達は、こんどは舷げん側そくに駆かけ寄り、水面に向かって妖よう精せいの言葉で何かを叫さけぶのだ。すると青ざめた女の姿をした水の霊れい〈ルサルカ〉達がその指示どおりに、水面下の〈海トカゲ竜〉達を誘さそう。一見、たいした知能もなさそうなトカゲの群れは〈ルサルカ〉の魔ま力りよくに導かれて、船を引く手た綱づなに自らくらいつき、引っ張り始める。まさに馬車に繋がれた馬のように、怪物達は風に逆らって船を引いていった。

　先頭のコルサコフ号自身は、もっと簡単だ。ただステンカが一言、ガングートのアバターに「また、頼むよ」と言えばそれですんだ。ガングートは「またですかー」と口では言っても、拒きよ否ひしたことはない。

　ランセンとの戦いが終わった後、最初は冗談で言っていた「船になってもらう」という案を実行に移したのは、冬にも敵てき襲しゆうがあると覚かく悟ごしてからだ。北風と氷という制約を逆手にとるくらいでないと反はん撃げきできない。やれることは、何でもやるほかなかった。

　幸さいわいガングートも〈海トカゲ竜〉も、神聖帝国率いる「西の守護龍メッサー」の眷属が相手なら協力してくれる。言い方を変えると、ほかの理由では協力してくれない。

　後ろのほうにいるリャードフ号など、元・他の海賊達は、神聖帝国以外の船を襲わないことに時折不満を唱えるが、なにしろ主導権がこちらにあるので、これも拒否できない。そのかわり、彼等を満足させるためには、帝国の船ならば見つけ次し第だい片かた端はしから襲撃しなければならなくなっていた。

　そうしたやりくりもステンカにとっては悩みの種だが、今、目の前に敵が現れた以上、すぐに切きり替かえて、「いかに敵てき艦かんをぶんどって勝つか」に集中しなければならない。

「神の眼」の視点を敵軍船の上空に移動させ、敵の針路を監かん視し下に置く。敵がガレー船か、帆船か、砲ほう門もん数はいくつでどちらに向いているか。そうしたことがわかれば、こちらは先手を打って敵の死角をつき、こちらからは撃うち放題となる角度で接近できるというものだ。これも帆走のみに頼たよっていたら難しい。風向きが邪じや魔まをすることもあるからだ。上手回しタツキングの名手でも、風上に直進することはできない。

　撃げき沈ちんするだけならもっと簡単だろう。しかし、彼等は海賊なのだ。

「ニーナ、仲間を何人かつれて威い力りよく偵てい察さつに飛べ」

　ステンカの意向を察して、シェーラがマスト上に向かって叫ぶ。魔ま法ほう使つかいのローブは「神の眼」から見えるが、どんな魔法を使ってくるかは、つついてみないと解らない。

　帆が畳まれたあとの帆ほ桁げたの上は、木の枝に小鳥が群れて止まるがごとく、翼と鋭いかぎ爪づめをもった美女の怪物――〈シレーン〉達の止まり木と化していた。はるかな昔、内海の船乗りに恐おそれられた妖よう魔まの島がまるごと船上に引っ越してきたかのようであり、事実そのとおりだった。

「了りよう解かいにゃーっ！」

　中でももっとも顔なじみのニーナが、カモメのような翼をさっと広げて飛び立つと、三羽ばかりが続いた。

　これも、仲間が増えた時点でステンカが思い付いたフォーメーションだった。二羽一組を基本にすれば、万が一、切り札の「歌」を使って一方が力ちから尽つきても、もう一羽が連れ帰ることができる。二組いれば、竜騎士を退けて戻もどってくるだけの時間も稼げるだろう。

　それより、彼女達もまた帝国を憎にくむ者。任務を忘れて手て当あたり次し第だい敵に襲いかからないよう自制させるほうが、よほど難しかった。いまのところ、おとなしく言うとおりにしてくれるのはニーナだけなので、あとは彼女にまかせるほかない。

　船への対処は、大たい砲ほうの射程に入るまではこれでよい。略りやく奪だつか、もしまた奴ど隷れいでも乗せていたなら解放するのが目的だから、手て空すきの水夫には砲ほう手しゆより切り込み隊に回ってもらって、接舷戦せん闘とうに備える。

　武器にいくつ魔法金属製のものを編入できるかはパルナッスム先生の腕うで次し第だい、白兵戦の指揮そのものはクープラン副長に任せておけば間違いはないだろう。そこまでステンカが気に病やむ必要はないはずだ。

　それより、彼が気にしなければならないのはもう一つの脅きよう威い、竜騎士の存在だ。

　すくなくとも一騎きいることは確認済みだが、以前戦ったランセンの旗き艦かん、今は自分達の二隻目の船「バラキレフ号」となっているガレー船は、三騎乗せていた。ならば今度も、あと二騎くらいはどこかに隠れているかもしれない。もしもいたなら、魔法金属製の弾だん丸がんは優先して対空射しや撃げき隊に回さねばならないだろう。

「ノーチェとシェーラにも持ってもらうか……？」

　魔法使いではないが魔法の素養があるらしいシェーラと、魔力で作動する自動人形ノーチェはともに、魔法の武器を持たせるにふさわしい。ステンカは少し悩んだが、やめた。シェーラには船の指揮に集中してほしいし、ノーチェを隠し球にすべき状じよう況きようでもない。

　なんといっても燧発式フリントロツク銃じゆうは一発ずつの先込め式なので、最初の弾たまとして切り札を詰つめておくべきかどうかはとても悩ましい。

　悩んでいる間にも距きよ離りが縮まり、情報が増えていく。赤い瞳に映し出される立体的な幻げん影えいと現実が重なって、ただ見ているだけでもきりきりと目の奥が痛む。

「敵甲かん板ぱん上に竜騎士の予備兵力なし、奴やつ等らには珍めずらしく完全帆走の快速船だ。正面から進路を塞ふさぎ、こちらの右う舷げん一斉射で足を止める。荷物がわからない以上、舷側を砕くだくな。各砲ほう、鎖くさり弾たまか棒弾用意。まずは帆をへし折る」

　ステンカが作戦を伝えると、シェーラは

「前からだと敵の船首楼がちと邪魔だな。横からじゃだめか」

　と言ってくる。撃つ側の指揮官としてみれば、それはそうだろう。だいいち彼女らは、並んでの撃ち合いでもひるまない度胸がある。

　ステンカはそれでも、この場は曲げなかった。

「敵は順風で航行中だ。マストに直ちよく撃げきしなくとも、帆がなくなれば止まるよ」

「そりゃ道理だ。野郎ども、いまのうちに砲ほう座ざ上げとけ、仰ぎよう角かくめ一いつ杯ぱいだ！」

　納なつ得とくしたのか、シェーラは言うとおりのことを砲ほう甲かん板ぱんの部下に命じてくれた。

　入れ替わりに今度はニーナが戻ってくる。

「見てきたにゃーっ、竜は出てこない、テッポーはほんのちょっと、魔法使いはあんまり強くないのが十人くらい、火の玉投げてきたにゃー」

　一発も食くらっていないところを見ても、攻こう撃げき力りよくはたしかにたいした事がないようだ。

「ごくろうニーナ、その程度なら、とっておきを使わずに済みそうだ。仲間と次の出番を待て」

「にゃっ」

　ニーナはすぐに帆桁の上に戻った。直接、接舷しなくても敵船に飛び移れるという点でも、〈シレーン〉達の価値は大きい。空中戦で〈飛竜リンドヴルム〉にかなわなくとも、要は適材適所というやつだ。しかし、できればもっとうまい使い方がないものか。

　すべての準備が終わるころ、計ったように、コルサコフ号の舳へ先さきは敵船の正面にさしかかろうとしていた。距離約半ベルスタ（五三三ｍ）、敵は頭を押さえられまいとして面おも舵かじを切っていたが、コルサコフ号はそれも計算に入れて先回りをしていた。

　そう、すべては計算ずく。ここまではステンカが立てた作戦のとおり。お膳ぜん立だてはすんだ。砲門を開いてからは、シェーラ達を信じて任せるのみだ。

　彼女達なら、よほど想定外のことが起きないかぎりしくじることはあるまい。

「右う舷げん斉射、放てーっ！」

　シェーラの声が海うな原ばらに響ひびき渡った。続けて、砲ほう列れつが唸うなりを上げる。

　例によってコルサコフ号の砲手達の腕は良かった。良すぎたと言ってもよい。帆に穴をあけるために放たれた砲ほう弾だんは、見事、敵の檣を直撃した。鎖弾にからみつかれた檣はめりめりとかしぎ、さらに数発のだめ押しを浴びて、あえなく倒たおれてしまったのだ。帆とともに、敵の誇ほこりとする黒竜旗が海面に落ちる。

　メッサーの旗印を憎む者達が喝かつ采さいしたのは言うまでも無い。







第二章　海かい響きよう







　軍艦クラウディオ号の航海は、順調だった。貨物船団の右う舷げんにぴったりとはりついて南下しつつ、綿密な見張りを立てて昼夜をとわず警戒しているが、ここまで海賊の襲撃はない。

「本当に来るのかあ？　あのおっさんがウソをついた可能性もあるなあ」

　ガスパルはまだ二日しか経っていないのに、もうヒマそうにしていた。鏃やじりを磨みがくのにも飽あきたようだ。

「まだ岬みさきにも着いていない。これから現れる」

　すでに既き定ていのことのように、ラスラーンは言い切った。

「来て欲ほしい、の間違いだろ」

「来て欲しくないのか。手て柄がらが欲しいくせに」

「ああそうさ、だが、伯はく爵しやくは来ないでくれと思ってるぜ」

　その点だけはガスパルに同意せざるを得ないラスラーンであった。もちろん、伯爵の立場にしてみれば荷が無事に着くにこしたことはない。

「どちらにしろ、さっさと引き返す選せん択たく肢しだけはない。海賊が出なかったとしても、伯爵は領海外のことが少しは気になっているはずだからな」

　それはラスラーン自身もそうであった。もちろん、シェーラ一行の動向は気にかかる。しかしそれ以上に、神聖帝てい国こくの侵しん攻こうがどこまで進んでいるのか、心配でならない。過去三年間全面戦争にならなかったからといって、明日ならないという保証はない。

「むしろ、伯爵はそっちのほうが気がかりなはずだぜ。仲間が増えたわりには、シェーラとやらがうちの船を襲ったことはないらしいじゃねえか。港の噂うわさじゃ、ヤツは最近、ただの海賊じゃない、海賊勇士だって名乗ってるらしい」

「知っているさ。そんなもの真に受けたのか」

「気にいらねえ、とは思うがな。なにを格好つけてやがんだと。もう一つ傑けつ作さくな噂もあるぜ。奴等、ラヴァルスの幽ゆう霊れいを蘇よみがえらせたらしい。今いま頃ごろステパン・ラヴァルスが出てきたんだとよ」

「奴等は怪かい鳥ちようを飼っていたからな、幽霊くらいはありうるが、よりによってか」

　ステパン・ラヴァルスはラスラーンにとって、もっとも名の知れた祖先の一人といえた。アレコ大公との戦い以前、草原と大河を駆け回った、まさに勇士だったと、村の教会では聞かされて育った。

　だから、その名を借りても許されるのは、今やラスラーン自身しかいないはずだ。しかし、それはかなわない。アレコ大公に与くみするボレロフのもとにあっては、自分がラヴァルスの末まつ裔えいだ、などとは口が裂さけても言えなかった。

　したがって、今、ステパン・ラヴァルスを名乗れる者はこの世に一人もいない。もしもシェーラの一党、そのだれかが騙かたっているとでもいうなら、憎しみが倍増するだけだ。

　不意に航海士の声が二人の会話を遮さえぎった。

「そこの海兵隊、ヒマなら手伝え。帆を動かす」

　風は西から吹いているが、船団が向かっている方角は南南西だ。直交よりやや風上に向かっての航海であり、帆の角度をこまめに切り替えジグザグに走る「上手回し」という操船技術が必要になる。クラウディオ号は四本マストの巨きよ船せんであるから、帆を傾かたむけるのに必要な人数も多くなる。暇ひま人じんを遊ばせておく余よ裕ゆうは無い。

「やれやれ、俺様をだれだと思ってやがる」

　ガスパルは悪態をつき、ラスラーンに「お前はさっさと行け」と顎あごで示す。身分が違うんだと言いたいのだろう。だとしても、上官が命じたなら従わねばならないはずだが。

　そのときだ。上から別の大声が投げ落とされたのは。そのため、帆の操作は変へん更こうされることになる。

「右舷前方水平線上、戦闘中とおぼしき煙けむりと船せん影えい！」

　甲板上の全員が、一斉にその声の主、見張りの掌帆員を見上げた。考えたこともほぼ同じだった。

「海かい賊ぞくか!?」

　ただちに伝令が艦長の下に走った。クラウディオ号船長アバド大たい佐さは、自ら船せん尾び楼ろう上から望遠鏡をのぞき込み、しばし思案したのち、決断した。

「各員戦闘配置！　戦闘の実情を確認、船団から遠ざけるための警備行動を発令する。面舵、砲ほう戦せん用意、海兵隊員は主甲板に集合！」

「……どうやら例の海賊、ウソはついていなかったようだな」

「さて、今日は何発ぶち込んでやるかな」

　すくなくともこれで雑用を手伝わされることはなくなった。ラスラーンとガスパルは肘ひじを突き合あわせながら、いそいそと戦闘準備に入った。

　直接襲撃を受けてから準備を始めても遅い。右舷の戦闘ということは、風に乗って東進してくれば出会ってしまう。貨物船には取とり舵かじをとらせるよう手て振ぶりで指示しつつ、その間に立ちふさがり、盾たてとなり、場合によってはこちらから積極的に排はい除じよに向かわねばなるまい。近づいていって一発ぶちかましてやるのだ。

　伯爵や船長の立場なら、これで脅威が去ってくれればよし、のはずだが、海兵隊に合戦準備が命じられるということは、「もしも」がありうるということだ。

　第一に、もしも「敵」がこちらの船団に気づき襲ってくるなら、これを万ばん難なんを排はいして打うち払はらうこと。

　第二に、もしも海賊が他の貨物船を襲っているところに通りかかったなら、護衛の任を外れない範はん囲いで海かい賊ぞく撃げき退たい、海難救助に手を貸すこと。

　優先順位ははっきりしているが、それでも第二の「もしも」が想定されているのは、海に生きる者としての道義とともに、内海におけるボレロフの地位を高めるという政治的な狙ねらいがある。

「ああ見えて功名心のあるオヤジだ」

　とガスパルは言うが。ラスラーンの見立ては違う。ボレロフ艦隊の名声が高まり、領海外でも頼りになるとの評判が広まれば、海賊も神聖帝国もボレロフ艦隊を警戒するようになる。戦いの損失以上に、抑よく止しの効果が見込めるのだ。

「食えないオヤジだというのは同意だが」

　とは思っても、口には出さない。

　なによりボレロフの「地位」が相対的に高まれば、ガスパル子し爵しやく家やその背後にいるアレコ大公家にとっても気がかりな存在になるだろう。

　面倒な「政治」のことまでは考えたくないが、そうでもしなければ、海賊や神聖帝国と戦うための権限もまた、手に入らないのだろう。

　見習おう、とラスラーンは心に決めた。この戦いで首しゆ尾び良くシェーラの首をとれたとしても、帝国軍を叩たたくのはまだ先のことだ。一いつ介かいの切り込み隊長でとどまっていてはだめだ……このときラスラーンの脳のう裏りには、将来像としての艦かん隊たい司令官、ボレロフの後を継つぐ「提てい督とく」という目標が頭をもたげていた。

「船せん影えい確かく認にん、海賊旗です！」

　見張りの声が、ラスラーンを現実に引き戻した。

「となると襲われているのはどこかの商船か。接近し、威い嚇かく射しや撃げき用意。場合によっては接舷し被ひ害がい者しや救きゆう援えんを行う！」

　船長の決断は、どうやら「もしも」の二という判断のようだ。それでいい、とラスラーンは気負った。やることは決まっている。

「右舷一番砲、撃てッ！」

　号令とともに合図の太たい鼓こが鳴らされ、そしてそれをかき消すほどの炸さく裂れつ音おんが響き渡った。

　まさに号ごう砲ほう一発、海戦の始まりが告げられた瞬しゆん間かんであった。







　帆を失って、帝国船の速度はたちまちのうちに落ちた。ここぞとばかりに海賊軍は敵の周りをぐるりと回って接近した。ようやく視界に海賊船が入ったのだろう、帝国軍も大砲を撃ち始めるが、遠い。もちろんステンカは、必中を見込めない微び妙みような距離をとってこんどは後ろに回り込むよう、シェーラに指示しているのだ。

　後続のバラキレフ号、リャードフ号には砲弾を葡ぶ萄どう弾たまに替えて援えん護ご射しや撃げきをするよう、大鴉や〈シレーン〉に伝えてもらう。これなら、うっかり船倉をぶち抜ぬいて中の荷物を台無しにすることなく、甲板上や砲門の向こうの敵兵だけを痛めつけることができる。

　むしろ、敵の士官は魔法使いに決まっていたから、その対処のほうが難問だった。どんな魔法を使うのかは、蓋ふたを開けるまでわからない。攻こう撃げき魔ま法ほうに関しては「火の玉」クラスとニーナから聞いているが、それ以外はどうか。

　味方が対人攻こう撃げきを始めてすぐ、その一いつ端たんが見えた。舷側に多数の、光る魔ま法ほう陣じんが出現し、散さん弾だんの直撃を防いだのである。帆は守れなくとも、個人防ぼう御ぎよの魔法はじゅうぶんに準備されているようだ。

「どうする、このままだと乗り込めない。魔ま法ほう弾だんで狙そ撃げきさせるか」

　シェーラは突とつ入にゆうを急ぎたいようだ。ステンカは少し待てと手を伸のばした。

「銃の射程に近づく前に向こうの砲が届く。牽けん制せいのために葡萄弾を撃ち続けさせよう。狙撃は敵の力、とくに魔力をそいでからだ」

「悠ゆう長ちようなことを言っていて、竜騎士が戻ってきたらどうする」

「それもそうだけど、だからこそ魔弾は温存しないと。ノーチェ、広域確認を手伝って」

「了解しました。広域監視プローブ情報、担当します」

　いかにあらゆるものが見えるといっても、ステンカが一人で同時に見られる情報には限界がある。こういうときは、ノーチェに頼らざるを得ない。

　ノーチェの処理自体は、さすがにステンカより早かった。

「広域監視情報更こう新しん、竜騎士一、空中の怪かい物ぶつを排除したもよう。洋上を数度旋せん回かいののちこちらに接近中。到とう達たつまであと三十秒」

　やはり来たか、とステンカが対空戦闘の指示を出そうとした直後、ノーチェが続けた。

「新たな警けい戒かい情報、戦せん闘とう艦艇一接近、方位八八、距離三、発はつ砲ぽう確かく認にん、弾だん着ちやく、今」

「その距離でっ!?」

　ノーチェが使う数字の単位は、最近ようやくステンカにもつかめてきた。計算すると海賊が使う大砲の最大射程より倍は遠い。当たるどころか届くはずもない。にもかかわらず、その砲弾は見える範囲に水柱を上げていたのだ。射程に近づくまでそう長くはかかるまい。威い嚇かくとしては十分、有効だろう。

「最さい新しん鋭えいの高性能砲だ。どこの艦だ？」

「確認。識別、赤せき龍りゆう旗き」

「諸しよ侯こう軍だって？　もう領海を出ているだろう」

　ステンカもシェーラもそろって驚おどろいた。南の海賊と会うのにこの海域を選んだのは、獲え物ものが多いだけでなく、諸侯、中でも最大級の海軍力を誇るボレロフの領海から離れているからだ。

「一番近いのはカルミナ男だん爵しやく領だが、あいつの海軍は二流だ。こんな距離で脅おどしをかける実力はないぞ」

「てことは、他の一流所にたまたま出くわした？」

「まずいな、ステンカは竜騎士対策を考えてくれ。あたしは後続の連中に、逃にげろと伝えなきゃ」

　シェーラはニーナを帆桁の上から呼び出し、伝言を頼たのんだ。これしか手がないが、竜騎士が戻ってくる前に間に合うだろうか？

「……ていうか、赤龍旗の船は、神聖帝国の船でも助けるつもりなのかな」

　ステンカは素そ朴ぼくな疑問を抱いた。

「両方、まとめて片付けるつもりなのか、それとも……」

　それから、あっ、と声を上げた。敵艦の檣ほばしらを早々に叩き折ってしまったため、今、敵は黒竜旗を掲かかげていない。はたから見れば、海賊の群れがよってたかってただ船を襲っているようにしか見えないだろう。

「だとしても、わざわざ来るか」

　ステンカが歯ぎしりしたとき、シェーラもまた同時に、歯ぎしりするほかないような返答を受け取っていた。

「リャードフ親分のお返事にゃ、テメェの指図は受けにゃーっ」

「あんのやろう、助けてやった恩も忘れやがって！」

　拳こぶしを振ふり上あげたシェーラに、ニーナが思わずうずくまった。

「ワタシが言ったんじゃないにゃーっ！」

「大変だ、竜騎士はバラキレフ号に向かった！」

「諸しよ侯こう艦かん、さらに接近します」

　コルサコフ号の上に、次々と好ましくない知らせが錯さく綜そうした。それを裏付ける映像もステンカの目の上を怒濤のように流れていく。

「……これじゃ、どうしようもない。作戦中止、後退しよう」

「はぁ？　今いま更さらそんな、引っ込みのつく状況に見えるか？」

　シェーラの反論も、わからないことはない。しかし、今はあきらかに、まずい状況なのだ。ごり押おしして好転する要素はなにもない。

　否いな、もめている余裕すらなかったのだ。見張りのエルフが叫び声を上げた。

「リャードフ号、接舷強行！」

「くそ、やりやがった」

　指示を無視されたシェーラが悪態をついた。

「あいつらを見捨てるわけにもいかん、もう、行くとこまで行くしかないんだよ」

「諸侯艦、さらに接近。まもなく射程に入ります」

　今となっては「神の眼」を使うまでもなく、接近するあらたな敵艦が、四本マストの大型戦闘艦だということが解わかった。間違いなく、一流の海軍が持つような船だ。あれなら、竜騎士と渡り合うだけの戦せん闘とう力りよくがあるかも知れない。

「せめて、あいつと竜騎士がつぶし合ってくれれば」

　その方法を模も索さくするステンカの視野の中で、巨きよ艦かんは再び発はつ砲ぽうした。片舷五十発にもおよぶ砲弾の雨が、海かい賊ぞく達たちに向かってきた。







　大量の水柱が上がるのを、クラウディオ号の乗組員は固かた唾ずをのんで見守っていた。噴き上がった白い壁かべが崩くずれ落おちたのちに彼かれ等らが見たものは、かまわず戦闘を続行する海かい賊ぞく船せんと、その舷側から飛んでくる反撃の砲ほう火かだった。

　届くはずがない、と誰だれもがたかをくくったとおり、海賊の砲弾はすべてクラウディオ号のはるか手前で海に落ちた。砲の性能が段だん違ちがいであることは、一目でわかった。

「にもかかわらず逃げないか。いい度胸と言うべきか、強ごう欲よくと言うべきか」

　アバド艦かん長ちようはほくそえむと、ラスラーンを呼び出し、望遠鏡を渡した。

「見覚えはあるか」

「手前のと接舷しているのは知らない船だが、一番奥おくに居る奴は……！」

　ラスラーンは目をこすってから、もう一度望遠鏡を覗のぞき直した。声がうわずる。

「奴等だ、コルサコフ号に間違いない！」

「当たりを引いたな」

「しかし、あっちの上に居るのは竜騎士じゃないですか」

　航海長が疑問をはさむ。いかに襲おそわれている船の檣が折れ旗が失われていようとも、竜騎士がいるとなれば帝国のものだと見なすのが自然だろう。

「なんでえ、だったら勝手に殺し合ってもらおうぜ。助ける義理はねえや」

　ガスパルがつまらなそうにつぶやくと、追従の嘲ちよう笑しようが上がった。ラスラーンはやや複雑な気分になった。そのほうが楽に仇かたきを取れるのは間違いない、しかし……

　アバド艦長はいともあっさり、結論を出した。

「見捨てる手はない。海賊が勝ったらそれを討ち取る。間に合ったならそれはそれで、帝国に恩を売れる。我々が損になることはない。突入を決行する、配置につけ！」

　そう来たか、とラスラーンはにやつく自分を自覚した。ボレロフはおそらく最初から、この海域で敵と出会った場合には見過ごすつもりはなかったのだ。

　真意はともかく、ラスラーンにとってはありがたい話だった。しかし、いま帝国のものらしき船に乗り込もうとしているのはコルサコフ号ではない。さしあたっては、あちらを排除せねばならないだろう。

　シェーラやクープラン副長は、味方に加勢すべく突っ込んで来るだろうか。来てくれなければ困る。得意の戦せん斧ぷを持つ手に自然と力がこもった。後衛を率いるガスパルが冷ややかな視線を向けてくるが、知ったことではない。

　クラウディオ号は三角帆を巧たくみに操あやつって、まず接舷しつつある二隻せきの北側に斜ななめに滑り込んだ。敵艦とは反航する形となる。射程と火力に勝まさるため、まず遠えん距きよ離りからの斉射で海賊船の反撃を封ふうじてから近づこうというわけである。コルサコフ号は帝国船をはさんで反対側、もう一隻の海賊船は竜騎士と戦いながら左さ舷げん後方に置き去りにしていった。こちらからわざわざ竜騎士に手を出す余裕はないが、向かってくれば撃ち落とすのみだ。

　左舷の砲列が火を噴ふいた。多少、帝国船に当たったかも知れないが、だれも気にしない。もしものことがあっても不ふ可か抗こう力りよくだと言い訳できる。それより、着実に海賊船の舷側に穴がうがたれた、そのことのほうが大事だ。

　敵射程外で一いつ旦たん死角に逃のがれたクラウディオ号はすぐに取り舵をとって切り返し、今度こそ追い風に乗って後ろから一気に肉にく薄はくした。これで、海賊はこちらを砲ほう撃げきで追おい払うことはできない。並んだが最後、圧あつ倒とう的てきな火力が敵艦を文字通り鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、粉ふん砕さいすることであろう。




　諸侯軍の艦が、その巨きよ体たいに似合わぬ機き敏びんな操帆で切り返してくるのを見て、ステンカは即そく座ざに「まずい」と断じた。

「このままではリャードフ号はやられる。並ばれたら一方的に破は壊かいされるぞ」

「こっちからも切り込んで加勢しよう！」

　シェーラは海賊らしいことを言うが、副長は微妙なことを答えた。

「お頭かしらに切り込めと言われれば、行きます」

　含ふくみのある言い方だと、ステンカは思った。それが上策とは思っていないのではないかと。実際、反対側から切り込んでも帝国船の上での戦いには加勢できるが、リャードフ号そのものが撃たれることに手出しはできない。

　無む理り矢や理りにでも避さけさせる、これしかない。だが、シェーラの言うことさえ聞かない連中を、どうやって？

　ステンカには一つだけ奥の手があった。しかし、できれば使いたくない。自分がそこまで一方的に仲間を操るということを、露ろ骨こつにやりたくないのだ。

　なにより、リーダーはシェーラだと言ったのは自分だ。彼かの女じよの決断を尊重したい。

　でも、今はほかに有効な手が、思い付かないのだ。

　仕方が無い、とステンカは頭をふり、そしてシェーラの頭越しに、いきなりニーナと、エルフ隊のカレルを呼び出した。

「ニーナ、仲間を二羽送ってバラキレフ号上の竜騎士を撃げき退たい、時間をかせげ。君はもう一羽と別の隊を組んで、リャードフ号の援えん護ご。僕ぼくの合図があるまで空中で待機。カレル、〈ルサルカ〉を通じてリャードフ号の下にいるトカゲ達たちを呼びつけろ。かかれ！」

　ニーナとカレルは、いきなりのステンカの剣けん幕まくに一いつ瞬しゆんきょとんとしていたが、ステンカがどんと拳を檣に叩きつけたので、血相を変えて持ち場にすっ飛んでいった。

「おい、お頭をさしおいて、なにを勝手なことを……」

　副長が予想通りの文句を言ってきたが、聞いている余裕は無かった。シェーラ達にはもちろん、このコルサコフ号を正しく動かしてもらわねばならない。

「議論しているひまはない。副長は、竜騎士が〈シレーン〉達を追ってきたら魔弾で迎げい撃げきの準備。シェーラはこの船を回頭させて、リャードフ号の脱だつ出しゆつを……いや」

　もっと早い手があった。

「ガングート！」

「はいはーい！」

　呼ぶが早いか、あの非実体の少女の豊満な姿が場ば違ちがいにもほどがある陽気な声とともに甲板上に現れた。ステンカは雰ふん囲い気きを崩さず、用件だけを伝える。

「この船を離して、こう、向こうから回り込んでくれ。あの軍ぐん艦かんの横をかすめるように飛ぶんだ。あいつら絶対に驚いて、追つい撃げきどころじゃなくなる」

「いたいこと、されませんかー？　されたら、どうしますー？」

「いくら新型砲でも、飛ぶ速さには追いつかない。けど、もしもの場合は仕方が無い、反撃してもいい。相手はゼメーヴィチの眷けん属ぞくだ」

「メッサーさんとは別の龍ですかー、ふーん」

　ガングートのアバターはなにか神しん妙みような顔をして考え込んだように見えたが、本体のほうは寝ねぼけてはいないようだ。コルサコフ号の引き綱づなを離して、その半はん透とう明めいの背を水面に現したのだ。

「乗って、くれないんですか？」

「今はちょっとね。ごめんよ」

　ステンカが答えると、ガングートはすねたような顔を最後にアバターを消し、本体はコルサコフ号を置き去りにしながら西へと泳ぎ去っていく。

　ぽかんとして成り行きを見守っていたシェーラに、ステンカは叱しつ咤たせざるを得ない。

「こっちも反転してリャードフ号とバラキレフ号の脱出を援護する。どっちと撃ちあいになるかもわからないけど、船長の腕うでの見せ所だろう」

「あ、ああ、そうだな、うん、まかせとけ。うん……いくぞ野郎ども、帆を上げろ！」

　シェーラはいささか口ごもりながらも、上手回しの航行を指示した。

　ようやく一通りの命令を出し終わったころ、まず一組の〈シレーン〉がバラキレフ号の上空に達し、竜騎士に「歌」を浴びせかけていた。一方、ニーナはリャードフ号に接近しつつあったが、その存在に気づいたか諸侯艦から長銃マスケツトの射撃を受け始めていた。

「ノーチェ、プローブを向こうに一基」

「はい」

　さすがにステンカ自身にはプローブを動かす力はない。位置につけたことだけは赤い瞳ひとみで確かく認にんすると、カレルに手振りで合図を送った。




　接舷戦闘はすでに始まりかかっていた。海賊船リャードフ号と帝国船の間には鉤かぎ縄なわがかけられ、海賊の切り込み隊が渡っていた。逆に言えば、もう下手な動きはできなかった。どちらかが諦あきらめるか全ぜん滅めつするまで、舳先を並べたままでの殴り合いが続く。

　クラウディオ号はそこに突っ込んでいった。前方右舷の砲を発砲しながらだ。海賊船の船せん尾びが破は片へんをまき散らし、舷側同士がこすれる不ふ愉ゆ快かいな音が響いた。

「白兵戦だ、鉤縄をかけろ！」

　ラスラーンが叫ぶと、次々と縄が敵船へと投げつけられた。船上の海賊達は、後ろからの攻撃にあわてふためいていた。クラウディオ号の接近はだいぶ前から見えていたはずなのに、まともに迎え撃つ用意をしていないようだ。

　それどころでは、なかったのだろう。一度相対してしまった敵に改めて背を向けることはできない。両面を向くには人数が足りない、そんなところだろうとラスラーンは見当をつけていた。もちろん、そんなことは同情する理由にならない。

　一つだけ言ってやるとしたら、その海賊船長は愚おろかだということだ。欲に目がくらんで背後の備えをおこたるような指揮官に率いられた部下こそ憐あわれだ。

「撃てーっ、撃ちまくって皆みな殺ごろしだあっ」

　野や蛮ばんなことを叫さけんだのはガスパルだった。本当にこれが貴族の直系なのかと誰もが疑うような口調だが、だれもが実際そのつもりで命令に従ったから、銃じゆう弾だんと矢の雨は容よう赦しやなく海賊達の背を襲った。時に、流ながれ弾だまが一隻向こうの帝国兵にも当たってしまったが、気にすることはない。

　長銃マスケツトの初弾が撃ち尽くされた。再装そう填てんの間に、ラスラーン達切り込み隊が立ち上がる。いよいよ出番だ。

「突とつ撃げきーっ！」

　号令が下った、まさにそのとき。動くはずのない敵海賊船が突とつ然ぜん、鉤縄を引きずって前進を始めたではないか！

「な、縄につかまれーっ！」

　すでに空中にあったラスラーンはとっさに鉤縄をつかんだ。しかし、何人かの海兵隊員は勢い余って舷を跳とび越こえ、海に落ちてしまった。二、三人ほどがあやういところで海かい賊ぞく船せんに飛び乗ったが、孤こ立りつしてしまう。そのまま居残ったのでは逆になぶり殺しだ。

　取り残されたのは味方だけではなかった。海賊の切り込み隊もまた、帝国船の上に置き去りにされたのである。海賊船が両りよう脇わきの縄を引きずっているから、今度は引っ張られた帝国船とクラウディオ号が激げき突とつしそうになる。

　同じ向きに接舷したのに、何な故ぜ海賊船だけが動けるのか、ラスラーンには解らなかった。水面の下に秘密があることまでは、このときにはまだ見み抜ぬけなかった。

　解っていたのは、そのままぶら下がっていたら危ないということだけだ。

「くそっ、落ちたら挟はさまれる」

　ラスラーンは縄の上によじ登ると、敵が斧おのをふるって縄を切り落としにかかる前に跳んだ。今までで一番の長ちよう距きよ離りを跳び越えて、転がり落ちたのは帝国船の甲板上だった。

　ひどいものだった。すでに殺さつ戮りくは半ばを過ぎていたらしく、立っている者の過半数は海賊だった。魔法使い達は固まって盾の魔ま法ほうを張り、攻撃をしのいでいるようだ。

　どちらも助けたくなどなかったが、いきがかり上、仕方があるまい。ラスラーンは最初に目に付いた海賊を容赦なく後ろから撃った。のけぞって倒れたのは見覚えのない顔だった。新顔なのかも知れないが、興味はない。それからいつものように銃を逆手に、もう一方には斧を握にぎって、当たるを幸さいわいになぎ倒しにかかる。

　そのころには、海兵隊の後続も次々と乗り移ってきていた。ラスラーンが帝国船の制圧にかかった以上は、部下が協力するのは当然とも言えた。

　一方、クラウディオ号はあくまでも海賊船を追撃するかまえだ。あちらに乗り込んでしまった味方も救出せねばならぬのだろう。

　これでは、両方の拿だ捕ほは困難かもしれない。なにより海賊の船はあと二隻いる。手っ取り早く撃げき沈ちんしてしまうほうが良さそうだが、それはアバド艦長が決めることだ。

　ラスラーンはただ、海賊と見るやとにかく刃やいばを振るうだけだった。血しぶきを振りまき、骨の砕ける手て応ごたえを覚えつつ、ただ、無む慈じ悲ひに。

　知った顔には出会わない。やはり、コルサコフ号に乗り込まねばならないか。

　だが、それどころではなく面めん倒どうなことが立て続けに二つ、三つと起こった。

　まず、せっかく海賊を始末してやろうというのに、助けられる立場のはずの帝国兵が抵てい抗こうした。船をどちらにも渡すつもりはないらしい。あるいは、海賊を狙った火の玉が、たまたま外れてラスラーンに向かってきただけなのか。すでに「雷いかずちのランセン」の雷らい鳴めい砲ほうを知っているラスラーンにしてみれば、こんなものにいまさら恐きよう怖ふなど抱いだかなかった。

　さっと身を躱かわすと、撃うった魔ま法ほう使つかいの、印を切った直後の手首を斧で払いのけた。奇き妙みような指を組んだ形のまま手首だけが後ろに飛んでいく。

「やつら、隊長を撃ちやがったぞ、許すな！」

　海兵隊員達の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おはいともたやすく切れた。甲板上はあっという間に、三つどもえの乱戦となってしまった。帝国に恩を売るどころではなくなってしまったが、これは俺のせいじゃないと、ラスラーンは己おのれに言い聞かせた。

　次に起こったのは、海かい賊ぞく船せん追つい撃げきにかかったクラウディオ号の災難だった。すぐにでも追いつくかと思われた矢先、待ち構えていたように飛来した二羽わの怪鳥が、軍艦の上に甲かん高だかくも耳みみ障ざわりな奇き声せいを投げつけたのである。掌帆員も操そう舵だ手しゆも耳を押さえてのたうちまわり、操そう舵だが乱れた。そして最後に、誰にとっても、もっとも信じがたいことがやって来た。

　風上のほうから不意に浮ふ上じようしてきた巨きよ大だいな何物かが、船や魚にはとうてい不可能と思える速度で空中に浮うかび上がり、突とつ進しんしてきたのだ。その姿は剣けんと盾のようでもあり、鎧よろいを着たカジキのようでもあり、あるいはサメの一種のようでもあり、しかし、そのすべてを足したよりも巨大にして、かつ、神こう々ごうしい姿だった。

　強しいて言うなら、これは、怪物……否。

　龍だ。

　伝説だけは聞いていても、どんな姿をしているのか見た者はないという、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉――この海に、他ほかにこれほどのものは存在しえない。

　それは鼻先に突つき出だした剣をたずさえて、クラウディオ号を追いかけるように突っ込んできた。大たい砲ほうで迎え撃つことなど、思い付いても間に合わない。いや、おそらく、船長も砲ほう手しゆも、思いつきさえしなかっただろう。

　現に、ラスラーンでさえ、そうだったのだから。

　超ちよう低てい空くうを飛来した〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉は、クラウディオ号に体当たりでもするかに見えたが、そうはならなかった。すぐ真横を通り過ぎる。その一瞬のうちにその剣を、ほんのすこし、横に一いつ閃せんしただけである。

　それで十分だった。クラウディオ号の横帆はこの一いち撃げきだけで残らず切り裂かれ、追い風と、そして龍自身が海面に叩きつける吹き下ろしの嵐あらしに巻き上げられて、役に立たなくなってしまったのだ。

「ばかな……そんなばかなことがーッ！」

　だが、現実だった。たたみかけるような怪鳥と龍の連れん係けいで、諸侯国連合最強の軍艦は、追撃もできない状じよう況きように追い込まれてしまったのだ。

　役目は終えたとばかりに海に再び潜もぐっていく龍の尾おが立てた大波にただ揺ゆられながら、ラスラーンは理り不ふ尽じんなことに身を震ふるわせていた。

「だが、何な故ぜだ。何故とどめを刺ささない」

　戦士としては、いっそ屈くつ辱じよくだった。その気になれば、奴やつ等らはクラウディオ号自体を串くし刺ざしにして海の藻も屑くずにすることも、できたのではないだろうか。

　本能のままに攻撃したなら、そうしないほうがむしろ不自然だ。だが、あれはあきらかに、海賊船を最小限の犠ぎ牲せいで救うための行動だ。

　怪物を本当に「仲間」にした、とは、こういうことか!?

　ラスラーンは慄りつ然ぜんとしながらも、反対側の舷げん側そくを振り返った。

　そこには、いつの間にかすぐ目の前まで接近してきた、海賊船コルサコフ号の姿があった。間ま違ちがいなく、一度は捕とらわれたことのある、あの船だった。

　接舷するかと思われたが、そうではなかった。ぎりぎりまで接近しながら、鉤縄はかけられない。帝国船上の、まだ生きている海賊に高い声が投げかけられた。

「離り脱だつする、飛び移れ！」

　船尾楼の上で叫んでいたのは、遠目にも見間違うはずのないカピタン・シェーラ。ラスラーンに気づいているのかいないのか、振り返る様子もない。海賊達に交じって飛び移れば首を取れる。ラスラーンは右舷に向かって駆かけだした。

　が、決意に引きしめた口元は、シェーラのすぐそばに立っている男の姿を見た瞬間、唖あ然ぜんと開け放たれ、思わず足が止まった。

　見覚えが、ある。しかし、クープランではない。

　ぱっと見、ラスラーンよりすこし小さく、華きや奢しやでさえある、くすんだ灰色の髪かみをした、同じくらいの年の少年。

　死んだはずの、友に、よく似ていた。

　生きていたのかと、最初は素す直なおにそう思った。まだ海賊に捕つかまったままなのか、と。そのおかげで、島からは逃げられたのか、と。

　だが、まとっている雰囲気が、彼かれの知る友のものとは違ちがっていた。捕らわれの身というより、完全に、海賊の姿が板に付いている。腕うで組ぐみしてすっくと立つ姿は、むしろその男のほうが船長ででもあるかのようだ。

　その男が、期せずして、振り向いた。あるいは、取り逃にがした獲物をただ、惜おしんだのかもしれない。

　顔立ちは、ますます、似ていた。

　しかし、その瞳の色は、友のものではないように見えた。

「違う。ステンカの瞳は灰色だ、あんな悪あつ鬼きのように赤くはない」

　なにより、もしもあれがステンカなら、ラスラーンのほうを向いても気づかないということはないはずだ。

　そのとき、ラスラーンの脳裏には、ガスパルでも知っていた噂うわさ話ばなしが蘇っていた。

　ステパン・ラヴァルスの亡ぼう霊れいという、噂話。

「あいつがそうなんだな。名前ばかりか、姿まで俺の大切なものを騙るというのか」

　ラスラーンはふつふつと殺意が湧わいてくるのを抑おさえきれなかった。再び飛び移ろうと試みたとき、上から〈シレーン〉の群れが飛びかかってきた。女怪達はぎゃあぎゃあとわめきながら蹴け爪づめで海兵隊員を牽制し、海賊の何人かをつかむと空中に逃げていく。

　一ひと騒さわぎ過ぎてみると、コルサコフ号は追い風に乗って、すでに手の届かない距きよ離りまで逃れていた。ラスラーンは諦めなかった。そのへんで震えていた帝てい国こくの魔法使いの首根っこをつかむと、船ふな縁べりに引きずっていって、去って行くコルサコフ号を見せた。

「おい、命が惜しかったら、得意の魔法であいつを撃ち殺ころせ！」

　魔法使いは右手を途と中ちゆうまで掲げたが、ふるふると首を横に振った。

「この距離では、届かない。大砲より遠くを撃てるものじゃない」

「役立たずめ。去年来た大将は島さえ沈しずめたぞ」

　ラスラーンは魔法使いを突き飛ばすと、すかさずそいつの手を切り落として、意い趣しゆ返しをあらかじめ封じた。キリエと戦ったときの経験とボレロフから学んだ軍事教練で、魔法兵対策はすでに身についていた。呪じゆ文もんも呪符もいらないとしても、印を防げば、回復魔法が効くまでは安全だ。その間に、首を切り落とすこともできる。
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「次に会ったときこそ、殺す」

　ラスラーンは吐はき捨すてるとコルサコフ号に背を向け、制圧の仕上げにとりかかった。




　実のところその瞬間までは、ステンカは帝国船を見ているようで、見ていなかった。赤い瞳には、もっと広域の状況が映し出されていたからだ。

　なにしろ、リャードフ号を救うだけでなく、バラキレフ号から竜りゆう騎き士しを追い立てねばならない。最悪の場合、神聖帝国と諸侯軍の双そう方ほうから挟み撃ちにあうこともあり得たのだから。同どう士し討うちを期待するには、どちらかが下手を打ってくれるか、こちらから何かをしかけるほかない。今のところ、諸侯国連合と神聖帝国は正式には交戦国ではないから、むしろ、どちらから見ても犯罪者である海賊を討とう伐ばつするために臨時で手を組むことさえあり得たのである。

　そうなったとしたら、まずガングートはやられないとしても、味方船のどちらかは守りきれない公算が大きかった。

　幸い、竜騎士は自軍の船を見捨てて飛び去ってしまった。意外といえば意外なことだった。あの船が母ぼ艦かんではなかったのだろうか。見捨てて良いようなものしか運んでいなかったのだろうか。それとも……憶おく測そくはいくらでも浮かぶが、今となっては無む駄だなことだ。

　むしろ気にするとしたら、竜騎士が飛び去った方角だろう。

　西岸では無く、ほぼ南。そのまま行くと、「勇士の槍やり」だ。

　ともあれ、おかげでステンカは味方船の退たい却きやくに全神経を集中することができた。しかし、すべてを救うことはできなかった。〈海トカゲ竜〉にリャードフ号を無理矢理引っ張らせた時点で、すでに白兵戦が始まってしまっていた。〈シレーン〉達を送りこんで空から回収したものの、一羽あたり一人しか運べない。

「割り切ったものだな。宝島のときは、一人を助けろとわめいていたくせに」

　半ば嫌いや味み、半ば賞賛の入り交じった副長の声が、ステンカにとってはかけらも嬉うれしく無かった。全員助けられたら、そのほうが良いに決まっている。

「問題ありません。ステンカ様の命令を無視して切り込んだ独断専行による被ひ害がいであり、自じ業ごう自じ得とくです」

　ノーチェはなぐさめようとしてくれているのかもしれないが、機械的に言われると、却かえって腹立たしい。

　シェーラがかつて言っていた、力が足りないとは、こういうことを言うのだろうかと少し自己嫌けん悪おしたくなる。

「ところで、結局、あの竜騎士は何と戦っておったのかのう」

　ある意味、空気を読まないパルナッスム大先生の素朴な疑問がありがたくも割り込んできた。そういえば、最初は竜騎士と怪物が戦っているのを目もく撃げきしたところから始まった戦いだった。怪物と船に関係があったのか。それが解れば、南に何があるのかも解るかもしれないし、そうでなくとも帝国の敵なら、新たな仲間にできるかも知れない。

「その怪物の墜つい落らく地点は解っている。敵てき艦かんが帆の修理を終える前に調べに行こう」

「リャードフ号の損傷次し第だいでは、トカゲに引きずってもらわないと脱だつ落らくしかねないぞ。どこか近くに修理のできるとこがなければ寄り道は無理だろ」

　シェーラが悪態をつくのも無理はない。やはり、流る浪ろうの海賊船団では、いざというとき不安が残る。さらにノーチェがだめ押しをしてくれた。

「ステンカ様、捜そう索さく目標を発見しました。方位二〇〇、距離〇・六を海流に乗って漂ひよう流りゆう中。巡じゆん航こうですと追いつきません」

「……水中のだれかに回収を頼もう。ガングートを呼び出せる？」

「言われなくてもいるのですー」

　まだ少しふてくされ気味のアバターが、甲かん板ぱん上に再び現れた。

「龍使いが荒あらすぎるのですー。いっぱい遊んでくれないと、私、すねちゃうのですう！」

「解った、解ったから。それで、拾えそう？」

「行くのは間に合うけどー、何を拾ってくるですかー？」

　海にはいろいろなものが流れているから、ただ持ってこいと言われてもそれは、困るに決まっていた。ノーチェはただ、淡たん々たんと告げた。

「漂ひよう流りゆう物ぶつは有翼、四し肢しをもつ岩山の怪物。通つう称しようは、東岸標準語グリフォン、南方方言でグリペン、西方大陸語でグライフと呼ばれています」

「……おい、おい！」

　コルサコフ号の海かい賊ぞく達は一いつ斉せいに声を上げた。

　それは、竜族以外で〈飛竜リンドヴルム〉に迫せまる力をもつ数少ない、そしてごく珍めずらしい怪物の一つであり、ガングートほどではないものの、伝説の向こう側の存在だった。

　どうしてそれが海の真ん中で竜騎士と戦っていたのか、誰にも解るわけはなかった。




　ステンカ達が思いがけない拾いものに驚いていたころ、ラスラーンらボレロフ艦隊海兵隊もまた、大きな拾いもの――拿捕した帝国船の臨検を行っていた。

　クラウディオ号に比べればそれほど巨大な船ではないが、いかんせん神聖帝国の船だ。どこに何が潜ひそんでいるかわかったものではない。荒くれ者ぞろいの海兵隊も、さすがに慎しん重ちようにランタンを下げて甲板下へと潜っていった。

　中には海賊さながらに、なにか宝でも積んでいないかと期待する者もいるようだが、ラスラーンは宝島の洞どう窟くつに入ったときのことを思い出し、あまり良い気分ではなかった。

　船の造り自体は常識的な帆はん船せんで、とくに変わったところはない。しかし、船倉の積み荷の中には、いかにも魔法の国らしいものがごろごろしていた。食料かと思って開けてみた樽たるの中には、だれが食うのかわからないトカゲやコウモリの死し骸がいが詰つまっていたり、家か畜ちくでも運んでいるのかと思われた檻おりに、〈ゴブリン〉が入れられていたり。

「うかつなところを開けるな、石になっても解けないぞ」

　と一応忠告をしなければならない。魔法使いの国だけに、〈バジリスク〉のような危険な怪物を運んでいたとしてもおかしくはないのだ。

　もっとも、そうした特とく殊しゆな荷物は目を引くものの、実際に一番たくさん積まれているのは普ふ通つうの食料や、木材などであった。

「何のための輸送だ。こんなもの、どこででも買える」

　ラスラーンは首をひねった。あるいはボレロフなら洞どう察さつできるのだろうか、とも。

「そういうのを読むのは、あいつも得意だったが、くそ」

　つい先刻の赤い瞳の男を思い出してしまい、ラスラーンは乱暴に、次の船室の扉とびらを蹴け飛とばした。

「ひゃっ！」

　扉の向こうから、おびえたような声が漏もれたのを、ラスラーンは聞き逃さなかった。

「誰か、いるのか？」

　敵の生き残りが潜んでいる可能性もある。斧をかまえて、ランタンを顔から遠めにかざしながら、間を置いてすばやく踏み込む。

　そこに、魔法使いや怪物は、いなかった。かわりに、声にふさわしく、この場にふさわしくない、小こ柄がらな少女がうずくまっていた。

　照らし出されたその姿に、ラスラーンはつい、そこがまだ敵地だということを忘れて、立ち尽くした。先に動いたのは、少女のほうだった。

「お兄……ちゃん？」

　限りなく銀に近い灰色の長い髪と、長いスカートをたなびかせて、少女はラスラーンに向かって叫びながら飛びつき……腰こしに、しがみついた。

「ツィンカ……か？」

　ラスラーンは、記き憶おくの中の少女の名をつぶやいた。かつて淡あわい恋こい心ごころを抱いた相手、帝国に殺された娘むすめ、復ふく讐しゆうの根源――なんという日だろう。祖先の名を騙かたる、親友の偽にせ物ものを目撃した直後、こんどはその妹と再会する、とは。

　否。

　そうだ、ツィンカはあくまで、ステンカの妹だ。自分のことは、兄とは呼ばない。ラスラーンはゆっくりと、自分に抱きついて離はなれない少女を見下ろした。

　彼女もまたゆっくりと、ラスラーンを見上げた。

「ちがうよ、リューシカのこと、忘れちゃったの？」

　それからようやく、彼女、リューシカは、照らし出されるラスラーンの顔を確かめて、勘かん違ちがいに気づいたようだった。

「……誰？　お兄ちゃんは、どこ？」

　ラスラーンは答えられず、ただ、ようやく船室の奥まで見み渡わたすことができた。

　老ろう若にやく男なん女によ、かまわず乱雑に詰め込まれた人々。中には、輸送中に力ちから尽つきたまま放置されたとおぼしき遺体もあった。

　まるで、適当な村ごとまとめてひとつ、つかみ取って放り込んだような。

　いや、実際に、そうなのだろう。ラスラーンは思い出していた。あの日、自分達の村に起きたことを。あれ以来二度と会えなくなった人達のことを。

「どこに連れて行くつもりだったんだ、あいつら」

　ラスラーンはいつしか、リューシカと名乗るツィンカそっくりな少女の背を、力強く抱きしめていた。







第三章　翼のある使者







「勇士の槍」は険しい岩山だから道が作れず、通ることが出来ない……普通に地面を歩くしか能の無い一いつ般ぱん人じんなら、そのとおりだろう。

　歩けなければ、歩かなければ良い。この世にはそれができる、選ばれた人間が存在するのだ。

　たとえば、〈飛竜リンドヴルム〉にまたがり、さっそうと飛んでいく。選ばれし民たみの国でもさらに選ばれた者だけが可能となる、もっとも誇ほこらしい移動手段である、はずだ。

　岩山の上に築かれた石造りの塔とうに、神聖帝国衛門将キリエ・グロッサムと配下の二騎きが降り立ったとき、出で迎むかえた城主の表情は愛あい想そ笑わらいに満ちていたが、期待したほどの栄えい誉よとは思っていないように見えた。

「これは、これは。内海遠えん征せい隊たい司令みずからのご登場とは」

　へりくだってはいるものの、竜騎士の威い厳げんに畏い怖ふしている様子はない。城にも一人、竜騎士が配属されているので、見慣れているのだろうか。

　それだけではないような気が、キリエにはしていたのも事実だが。

「挨あい拶さつはよい。進しん捗ちよく状じよう況きようはどうか」

　キリエは竜から降りるなり、不ぶ躾しつけに問いただした。城主は魔法位階では下の者のはずだが、あきらかに気分を害したようだ。

「橋きよう頭とう堡ほはこのとおり、現状でも竜りゆう騎き士し小隊の駐ちゆう留りゆうは可能。地下の魔ま法ほう陣じんは出来ておりますが、大物の建材は陸路頼だのみですからな、思うようにいきませんわ。連隊と重じゆう爆ばく竜りゆうの受け入れ準備は、もう少しかかります」

「すべて転移魔法でまかなえないのか」

「無む茶ちやを言わないでいただきたい。なにより橋を確保するのが一苦労でしてな、結局、道は要いりますわ。それとも、竜で運んでいただけますかな」

　城主が塔の壁の外を手で示した。いまさら見るまでもなく、城の立地条件は、空中から一望したばかりだ。

　周りは見渡すかぎり海。背後にのみ浅あさ瀬せを挟んで岩山が迫っている。あちらの突とつ端たんにも石造りの城じよう壁へきが築かれつつあるが、間をつなぐ道はない。

　岩山の麓ふもとはそのまま海面に突き刺さるような断だん崖がいとなっており、急ごしらえの船着き場から岩いわ肌はだに足場が直接、打ち付けられていた。

　どう見てもまだ準備段階だ。逆に、敵に見つかってもあまりに険しく、攻せめあぐねるだろうが。

「欺ぎ瞞まんは効いているだろうな」

　荷運びなど騎士の仕事ではない、と言いたいのをこらえて、キリエは別のことを訊たずねた。城主は本気でやらせる気はなかったと見えて素直に答えた。

「いまのところ、沖おきを通る船に向けてはただの灯台工事の幻まぼろしを見せております。大規模輸送のあるときには、霧きりの結界を張ります」

「元の住人は？」

「手を焼きましたが、ようやく追い立てたところで……わざわざ来て頂いてなんですが、お手を煩わずらわせることもなく済みましたわい、わはは」

　城主は高笑いしているが、遠回しに、キリエをあてにしていないとも聞こえる言い方であった。

「失礼な。建設隊の分際で」

　お付きの二騎の一人、女騎士アイネが悪態をつくが、もう一人の女騎士クライネがたしなめる。キリエは二人をちらりと振り向き、冷ややかな視線を向けた。

　神聖帝国本国の処しよ遇ぐうとしては、キリエは昇しよう格かくしたことになっている。しかし、実際のところは前年の戦いで海賊に敗北、上官である「雷のランセン」を戦死させるという失態を犯している。事情通ならばそのことを知っていて、敬意にも陰かげりが出るとしても致いたし方かたない。中でもクライネは竜騎士の栄光の歴史上ごくわずかな、被ひ撃げき墜ついの不ふ名めい誉よを背せ負おっている。大口が叩たたける立場ではないことは解っているから、黙だまって耐たえているのだろう。

「おほん、それで、ここの騎士と次の輸送船は今どこにいるのかね」

「……はて、そういえば、そろそろ来るはずなのですが」

　その直後である。騎士が戻もどってきて、輸送船が襲おそわれたことを告げたのは。

　城主の面めん目ぼくがたちまちにして潰つぶれ、キリエは主導権をとりもどすことができたが、さい先の良い着任式とは言いがたかった。

「まあよい。この『グリプスシャンツェ』の城、命に替かえても完成させ、メッサー様に捧ささげようぞ。さすれば、名めい誉よなどすぐに返ってくる」

　キリエは山に沈み行く夕日、そのはるか彼方かなたに君臨する守護龍に誓ちかった。







　クラウディオ号は「槍」を越えることなく交易船団を見送り、拿捕した帝国船を曳えい航こうして帰路についた。帆を直すのに一晩かかったとはいえ、帰りは順風となり、二日の後にはもう、ラヴェル岬みさき要よう塞さいの沖を回っていた。

　岬からの狼煙のろしで、戦果のあることはすぐにボレロフにも伝わったから、港へはいつものように自ら出迎えに現れると思われた。

　ところがそれどころではなく、ボレロフ伯はく爵しやくは逆に短たん艇ていを出して、自ら乗り込んできたのである。これにはラスラーンも驚おどろいた。

「よほどの宝を引っ張ってきた、とでも思ったのか」

　ガスパルは適当なことを言いつつ、ラスラーンに向けては嫌味を足すのを忘れなかった。

「そいつが一番の宝だって見せたら、ひっくり返るだろうな」

「ふざけるな」

　ラスラーンはすごんで見せたが、すぐそばに少女がくっついたままなので、格好はつかなかった。

　リューシカは愛あい称しようで、本名はリュドミラ・ソナチネと名乗った。年はラスラーンより四つばかり下。「あのとき」のツィンカとほぼ同じ、まるで時を止めておいたように見えた。むろん、どう訊ねてもあの村の者ではなかったので、ただの他人のそら似ということになるが、ラスラーンとしては無む下げにもできなかった。

　なんと言ってもまずいのは、クラウディオ号に連れ帰ったとたん、海兵隊の乱暴者達が獣けものの目でリューシカを見たことだ。リューシカはおびえて、ラスラーンの背に隠かくれた。海兵は下品な声でラスラーンに言った。

「隊長、いいの拾ったじゃないですか。独ひとり占じめはいけませんぜ」

　次の瞬しゆん間かん、ラスラーンは部下の顔面に拳こぶしをめり込ませていた。そのまま無言であたりを睨にらみつけ、誰だれも刃は向むかってこないことをたしかめた。

　以来、リューシカはラスラーンにくっついて片時も離れない。むろん、その様子を乗組員達は遠巻きにしながらひやかすが、すぐそばでぬけぬけと憎にくまれ口ぐちをたたくのは、ガスパルだけになっていた。

　船に詰め込まれていたにもかかわらず、リューシカは海を見たことがないらしかった。ラスラーンが甲板に連れ出したとき、初めて彼かの女じよは顔をほころばせたように見えた。

　不満をため込んだ海兵隊にしてみれば、ほほえましいと言えるものではなかったが、ラスラーンは放っておくほかなかった。

「そういうときは、他の戦利品を分け前にくれてやるんだよ。そうすりゃおとなしくなるってもんだ。何にもわかっちゃいねえな、やはり人の上に立つのは俺おれのような男だ」

　ガスパルは自画自賛する。いよいよもって海賊と大差ないが、そういうものなのかも知れなかった。

　ステンカと二人でやっていたころは、損得勘かん定じようも二人で一組、どちらのほうが分け前が多いとかでもめたことはなかった。そのせいだろうか、まだそういうところが解っていない。いずれにしろ、ラスラーンは他の積み荷には興味がなかったので、勝手に分配してもらってまったく不都合は感じなかった。

　ところが、いよいよボレロフが訪おとずれたとき、まず訊ねられたのがその、積み荷の内容だったから、まずいことになった。

　もちろん、ボレロフもまたリューシカには気づいたが、そのこと自体にはさほど驚かなかった。海賊退治の過程で女子供が助け出されることは、そんなに珍しいことではないのだという。ただし、それがラスラーンにくっついて離れないという点には、眉まゆをぴくりと動かしたが、後回しにした。

　拿捕された船が帝てい国こく籍せきであることは、前もって伝でん書しよ鳩ばとが要よう塞さいに送られていたので、ボレロフはすでに知っていた。その上で改めて、何を運んでいる船が、どこに向かう途と上じようで海賊に襲われたのか、詳くわしいことを知りたがっていた。

　ガスパルとアバド艦長は、すでに分け前を配ってしまった、食料にも手を付けてしまったと悪びれもせずに報告したが、ボレロフはそれを問題にはしなかった。配る前に何がどれだけ積まれていたかを気にしていた。

　規律という点ではそれもどうかと、ラスラーンには思えたものだが、おそらくは考えがあってのことだろう。

　海賊と違って、略りやく奪だつに夢中だったわりには戦利品の記録はそこそこ、整っていた。もちろん細部は計算が合わないのでキージェは問題だという。

「帝国から返へん還かん要求があったら、どうするのですか」

「あるとも思えないし、痛むようなものは処分したといって船だけ返しても体面は繕つくろえる。もし中身を要求してきたら、この子らをどこから連れてきて、どこに連れていくつもりだったのか問いつめればいい」

　そこでようやくボレロフは、リューシカの存在に注意を払はらったように見えた。

　さすがにもう、ラスラーンにも事情が見えてきた。ボレロフは、あの海域で帝国がなにをやっていたのかに興味があるのだ。海賊のことが二の次になるくらいには。

「君は何か聞いていないのかな。どこのもので、どこに行くのか」

　ボレロフの態度はごく優やさしかったが、リューシカはまだ警けい戒かいしているのか、答えない。

「……私が、預かりましょうか。まだ落ち着いていないのでしょう」

　キージェが名乗り出て手をさしのべる。しかし、リューシカはよけいにおびえたように、ラスラーンの陰に隠れてしまった。キージェの笑え顔がおがぴしっと音をたてて凍こおったように感じられた。クスクスと失しつ笑しようを漏らしたガスパルに、キージェはきっと眉をつり上げたが、それはよけいに子供を怖こわがらせるだろうとはラスラーンも思わざるをえない。

「帝国の竜よりゃ怖くないから安心しろ。それより風ふ呂ろにくらい入れてもらえ。それとも俺にやらせる気か」

　ラスラーンはさほど深刻でもなく、軽い冗じよう談だん程度のつもりだったのだが、リューシカはびっくりしたようにいきなり手を離し、丸く見開いた目で見上げてきた。

「お兄ちゃん、やらしー」

「んなっ」

　ラスラーンが絶句すると、とたんにガスパルが大声をあげて笑いだした。すぐに、隊員達も加わって爆ばく笑しようの渦うずが巻きおこる。

　もし、まったく別の女の子からであったら、そんなことを言われてもラスラーンは気にもとめなかっただろう。だがそうするには、リューシカはあまりにも、ツィンカに似ていた。

　リューシカ自身も、そうは言いながらラスラーンから離れようとしない。

　軍略よりも面倒なことになったと、ラスラーンは思った。どう言って、引き離そうか。いや、そもそもそうするべきなのか？

　本物のツィンカは、そんなことを言う子だったろうかと記憶を探さぐって、ラスラーンは不自然に黙っている。

「それより、海賊のことはもういいのかよ。俺達たちはとんでもないもの見ちまったぜ。とくに、あんたが興味を持ちそうなのをな」

　自分に注目を集めたいのか、ここぞとばかりにガスパルが切り出した。ラスラーンもアバドも、いずれ言うはずのことを、しかも露ろ骨こつに、キージェのほうに向けて。

「出たぜ、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉。ありゃ間違いなく伝説のアイツで、海賊とつるんでるってのも本当だった。どうするね？」

　キージェは無言で眼鏡のブリッジをくいと押し上げた。その表情はレンズの反射に隠れていたが、寒気のするようなものだったと、ラスラーンには思えた。







　逆に、船を奪うばい損そこねたため積み荷が気になって仕方が無いのが、海かい賊ぞく達である。それはもちろん、逃にがした魚は大きい、の心理で、あと一歩で財宝の山が手に入るハズだった、ということにされがちなのだが……

「仕方が無い、仲間のほうが大事だ。しゃくだが、お前の決断のおかげだってのは皆みな認めてる。なのにどうして、肝かん心じんのお前がそんな不満そうにしてるんだ」

　士官室で、不思議そうに訊ねてきたのは副長だった。ステンカは首をかしげながら

「あの船、もったいないとは違う意味で気になって。あれ、どこ行きだと思います？」

　ステンカはもともと海賊ではない。一歩引いた視点で副長に尋たずねる。副長もまた、シェーラ同様、海賊になる前が色々わけありなのは解っていたが、こちらはおおむね軍人だったに違いないと、ステンカは察している。それも傭よう兵へい隊長か騎士、そういった階級のものだ。だから、ただの洋上強ごう盗とうよりは高い視点を持っているだろう。

「作戦に必要なら、そういうことは、お嬢じよう、もとい、お頭かしらと話せ」

　副長がそう言うのはあくまでリーダーを立てるという配はい慮りよなのだろうが、肝心のシェーラは引き上げられたグリフォンの様子を見に行っている。

　なにしろ相手は最強クラスの野生の魔ま獣じゆう。暴れられたら並の人間では太た刀ち打うちできないが、魔ま法ほうの素養があればどうにかなるかもしれない。そこでステンカはシェーラとノーチェとガングート、さらにパルナッスムら妖よう精せい達を交代でつけることにした。

　なによりカレルらエルフ達は、多少、回復系の魔法が使える。

「よりによって、あの三人を一いつ緒しよにするかね」

　とパルナッスムからは言われたが、ステンカとしてはただの適材適所のつもりである。ノーチェがいれば自分はいなくとも様子は見えるのだし、そもそも、三人の仲がとくに悪いとはまったく、思えなかった。

　むしろどうにかしなければならなさそうなのは、増えた仲間、なんといってもリャードフ号の乗組員とか、それを助けたときにくっついてきてしまった警けい備び艦隊の捕ほ虜りよの処遇だろう。敵艦の射程外にのがれてすぐ、ニーナ達を送りこんで船上を鎮ちん圧あつしたが、今度は余計な虐ぎやく待たいをしないようクギをささねばならなかった。諸しよ侯こう軍の士官なら貴族の可能性が高いから、海賊的には、人ひと質じちとしての価値がある。しかしそれ以上に、どこの候があの海域まで進出してきたのか、ステンカは知りたかった。

　戻ってきたニーナの報告はかなり意表をついていた。

「ボレロフ伯爵って、ずっと北のほうの候だろう？」

　なにしろ宝島が沈んだとき、駆けつけてきたのが「最も寄より」だったボレロフ艦隊ではなかったか。あの海域からここまで、帆船で逆風なら三日以上かかってもおかしくない。とうてい領海内とは言えない。

　詳しいことを聞こうと思ったが、ニーナの人間語能力がいまひとつ微び妙みようだったため、それ以上のことは直接会って聞くしかなさそうだった。そのためには安全地帯であちらの船に乗り移るほかあるまい。グリフォンの件が済めば、ノーチェを送りこむこともできるのだが……

「つまり、ボレロフのおっさんがそこまでするような理由と、帝国の積み荷に関係があるんじゃないかって思ってるんだな？」

　副長の指し摘てきは正しかった。ステンカが考えあぐねているのは、それだ。

「単に、そうまでして守らなきゃならない船が近くにいた、ってだけなら簡単だけど」

　ステンカはあのとき、クラウディオ号が護衛していた交易船を見ていない。作戦に必要な索さく敵てき範はん囲いから外れていたためだ。

「どちらかと言えば、我々の動きが感づかれたんじゃないか。予定してたドラティ船長達と会えないのも、やつらがドジってつかまったのかもしれない」

　副長の指摘は実は当たっていたのだが、本人もそれをさほど重大とは考えず、話を最初に戻した。

「どうしても気になるというなら、あの帝国船がどこから、何考えて護衛もなしに来たか、だな。向きからすれば、出てきた港はあそこかも知れん。例の……お前のとこ」

「やっぱり、そうなっちゃうか」

　ステンカはうなだれた。つい村から目をそらしていたが、帝国がわざわざ占せん領りようしたからには、軍港に利用しているに決まっている。そこに出入りする船はみな、なんらかの役目を持っている。前年のランセン艦隊だって、あそこから出港したのかもしれない。

　三年前に帝国軍の手に落ちた西岸地帯は、大まかにいって「勇士の槍」の北二カ所と言われている。「槍」を回る航路で南に運ぶようなものが何かあったろうか。

「うちは、ただの漁村だったよ。わざわざ船で送り出すようなものがあったかなあ」

「とくに無いとすりゃ、内陸のほうから持ってきたか、意外なものか」

「それが南方には無い？　いや、そもそも占せん領りよう地ちを結んでいると決めつける理由もないんだな。護衛がなかった、というより、あの竜騎士が船に載のっていたのではない、としたら……あっ」

　ステンカはある可能性に思い当たった。竜騎士が船を見捨てて逃げたにしろ、護衛ではないと決まったわけではない。

「あの竜騎士の拠きよ点てんが近くのどこかにあって、その援えん護ごが見込めるから、護衛もついてない輸送船を安心して走らせていたって考えたほうが合理的だよね」

「俺もひとつ、思い付いたぞ。どこからでも調達できて、船でよく運ばれる荷物がある……人間、奴ど隷れいの売買だ。帝国の占領地のどこからでも出しゆつ荷かできる」

「普ふ遍へん的てきな価値があるから、どこから来たかにはあんまり意味が無いってことか。占領地から南に輸出してるのかな。けど、うちにいるアデライードとかは以前、逆に南から連れてこられた上で捕まったんだよね？」

　褐かつ色しよくの肌はだの少女が語った境きよう遇ぐうを思い出すと、帝国と南方諸国では、需じゆ要ようと供給の関係が逆であるような気がする。副長もその違い和わ感かんは認めていた。

「うむ、だから最初、言わなかった。証しよう拠こもない」

「……今、新たに必要としているところがあったら、どうだろう」

　ステンカの思考がそこまで達したとき、ノーチェからの情報転送が割り込んできた。

「どうした？」

　赤い瞳ひとみに、映像が回ってくる。コルサコフ号の船倉、かつてステンカとラスラーンも放り込まれたあの場所に、グリフォンの黒々とした身体が横たわっていた。

　それが首をもたげ、嘴くちばしを開いてあたりを威い嚇かくしている様子が見えた。

　二人はただちに作戦会議を中止、武器をとって船倉に走った。




　目覚めたグリフォンはあたりを一いち瞥べつして一声吼ほえると、体調を確かめるように翼を一度、羽はばたこうとした。しかしその翼は〈シレーン〉達のものに比べても数倍大きく、まさにカモメと大おお鷲わしの比をそのまま拡大したほどもあるため、天てん井じようや荷物に当たってしまうし、周りにいた者があわてて逃げ惑うはめにもなる。

「落ち着け、あたし達は敵じゃない、って言っても言葉わかるのか。大先生、妖よう精せい語ならどうだ」

　シェーラが進み出てなだめるものの、相手があまりにも珍しい存在なので、どう接するのが正解なのかわからないようだ。しかし、前例はある。〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉だって、そもそも実在さえ疑われたような未知の存在だったが、それでも仲間にできたのだ。シェーラがガングートのアバターを振り返ったのは、それを思い出したからだったのかも知れないし、別の意味があったのかもしれない。

　ガングート本人は別の意味にとったのだろうか。シェーラの脇わきをすり抜ぬけて前に出ると、じっとグリフォンを見上げて一言

「おはよおー」

　と、寝ねぼけたような声で言った。もちろん標準語で。

　グリフォンはきょとんとした。鷲わしというよりハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような。次の瞬間には、もう四肢と顎あごを床ゆかに着けて、おとなしくなっていた。

　ステンカ達が船倉に着いたのは、その後のことだった。むろんノーチェのおかげで、その過程は見えていたものの、実際に肉眼で見ていると、なんとも奇き妙みような光景に見えた。ガングートが「よしよし」とグリフォンの頭を撫なでているのは、アバターの霊密度を上げて触さわっているのだろうか。シェーラは横から、おあずけを食った犬みたいな目をしてそれを眺ながめている。なにか想定外の行いき違ちがいがあったらしい。

　ステンカと副長は、いきなり勢いをそがれて呆ぼう然ぜんとするよりなかった。

「えと……」

「問題は解決しました」

　ごく冷静にノーチェが報告してくれるが、そんなものは、見れば分かった。

「ていうか、あっちは知り合いか何か？」

　ステンカが見る限り、ガングートとグリフォンは知り合いというより、どう見ても少女が飼い犬をしつけているようにしか見えないわけだが。

　いっそ気持ちよさそうに撫でられていたグリフォンだったが、ステンカ達に気づき、とくに武器を持っているのを見とがめたか、再び首を持ち上げ、威嚇してきた。

「貴様等ら、我に仇あだなすつもりか！」

　脅おどし文もん句くがあまりにもしっかりとした標準語だったもので、最初ステンカにはそれがグリフォンの声だと解らなかったほどだ。高めだが妙みように渋しぶい男声だった。
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　ステンカはとっさに、どう応ずるか、あらかじめ考えておいた対策を思い出そうとした。友好的か敵対的か、言葉が通じるか通じないか、知性が高いか低いか、いろいろ考えておいたのだが、すべてはガングートの

「めっ」

　の一言で、ご破算となった。ガングートはステンカのそばまで瞬しゆん時じにアバターを移動させると、腕うでに抱だきついて言い放った。

「この方が私の運命の人なのですー、いじめちゃダメですよー！」

「何とぉー!?」

　グリフォンが驚くのはまだ解るが、なんでシェーラまでが口をあんぐりと開けてこっちを見つめているのか、ステンカには解らなかった。彼女はガングートを仲間にしたとき、一緒にいたはずだが。

「ていうか、知り合いなら最初にそう言ってくれよ！」

　ステンカは力ちから一いつ杯ぱいガングートに突っ込んだが、やはり太古から生きている龍は感覚がずれていた。

「知り合いじゃないですよ？　ていうか、巨きよ大だいな龍は基本ぼっちだって言ったじゃないですか。例外はもちろん、ありますけどー」

　ガングートは虚きよ像ぞうをもじもじさせる。誰が教えたのだろう、こんな仕草。龍が本体でやるところを想像すると少し恐おそろしい。大波の一つや二つ起きそうだ。

「では、こちらの方とはどういう関係で？」

「知り合いでなくとも、まとった魔ま力りよくでどこの眷けん属ぞくか、どちらが上位かくらい一いつ瞬しゆんでわかるわい。まして〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉様ともなれば……しかるに、何な故ぜその〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉様が人間ごときに屈くつしているのか？」

　グリフォンが自ら説明してくれた。どうやら知能も相当なものらしい。ステンカは斧おのを床に置いた。

「それは違う。彼女は僕ぼくらの仲間になってくれた。屈したわけじゃない」

「わからんな」

「話すと長くなるけど、それは君を追いかけ回していた〈飛竜リンドヴルム〉とも関係があることでね。まず、僕らはあいつらとは敵対している者だ。だから君の敵じゃない」

「理り屈くつがすこしおかしい気もするが、そういうことなら、まあ良い」

　グリフォンは再びおとなしくなった。どうやらただ知能が高いというより、論理に強いように、ステンカには思われた。こうなると、下手なごまかしや感情に訴うつたえる話術ではだめだ。となれば、まずやることは一つ。

　ステンカは、聞き役に徹てつして相手にしゃべらせることにしたのだった。




　ステンカにも縁えんの深い古文書「ラヴァルス年代記」にも異本があるように、〈大内海〉に関する伝説は数多い。〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉にしてからが、倒たおされたとも封ふう印いんされたとも言われていた。中には〈大内海〉そのものが、龍のなれの果てだというものさえある。「勇士の槍やり」半島の名も、このバージョンに由来している。

　ガングート本人がその〈大内海〉を泳いでいる現状ではどの伝説も眉にツバをつけて聞かねばなるまいが、問題はその「勇士の槍」こそが、このグリフォンの住すみ処かだったという話だ。なにしろただでさえ人が近付けないので、「魔ま物ものの巣」だと言われても確かめようがなかったのだ。

　グリフォン本人も、最初から岬に住んでいたわけではない。

　この手の希少な怪かい物ぶつの例に漏れず、彼かれの生まれた時期ははっきりしない。ただ、はるか昔には西南部の大陸に住んでいたという。したがって呼び名もあちら風の「グリペン」のほうがなじみがあるというので、以後ステンカ達もそう呼ぶこととなった。

〈南の守護龍〉ドラケンとは縁があったというが、そちらの眷属というわけでもないらしい。〈大内海〉へは、引っ越してきたというより、魔法で召しよう喚かんされた記憶がおぼろげにあるそうだ。この海に自分より格上の存在が眠ねむっていることには、すぐに気づいた。

　とくにそれを守れと命じられた覚えはないが、その地に居着いた以上、安あん寧ねいを乱す者が近づくことを許す気にはならなかったという。

　だとしても、そもそも誰も近づいてこないので、自じ慢まんの爪つめを振るう必要に迫せまられることはあまりなかった。たまに実力行使に出たときだけ、魔物の巣という噂うわさに裏付けを与あたえることになった。南西岸の一部の人々は魔物がグリペンだという説に自信を持っていたそうで、彼かれ等らは岬の先にある陸りく繋けい島とうを土地の言葉で「グリプスシャンツェ」、グリペンの巣と呼んでいたという――これは後日、南方出身の海賊に聞いた話。

　その「グリプスシャンツェ」に、初めて、まとまった数の「敵」が現れたのが、実に三年前。すなわち、ステンカ達の村が襲われた、あの時とほぼ同時期である。

　言うまでも無く、神聖帝てい国こく軍の魔道士達だ。

　最初彼等は、この地に灯台を作るのだと言っていた。これまでにもそういう人間は何度か来たが、グリペンと「交こう渉しよう」しようと魔ま法ほう使つかいを連れてきたのは、初めてのことだった。グリペンは拒きよ否ひした。すると彼等は〈守護龍〉メッサーの名を出してきた。

　ここは他ほかの龍の土地だ、と言うと、彼等はだからこそ、と答えた。いよいよ、敵対は確定的となった。

　帝国軍はこれまでの人間とはやり方が違った。なにしろ彼等は無理して険しい道を上ってこなくても良かった。最初の魔道士一人が岩山にたどり着き、魔ま法ほう陣じんを展開すると、転移魔法で後から何人もやってきて、岬の上に小さな砦とりでを作ってしまった。

　グリペンは強力な魔獣ではあるが、炎ほのおのブレスのような特とく殊しゆ能力はない。砦ができてしまったら、中の魔法使いを襲うのは至難である。

　そして準備が整うと、彼等は「グリプスシャンツェ」そのものを奪いに来た。グリペンは岩山の洞どう窟くつを根城に戦い続けたが、しまいに彼等は竜りゆう騎き士しを呼び寄せた。

〈飛竜リンドヴルム〉一頭とグリペンの戦せん闘とう力りよくはだいたい互ご角かくだが、グリペンには味方はいない。とうとう追い立てられ、それでも敵は見み逃のがしてくれず海の上で空中戦となり、ついには撃げき墜ついされてしまった。

　ステンカが「神の眼」で見たのは、その瞬間だったのだ。




　話を呑み込んだあと、最初におかしいと言い出したのはシェーラである。

「あの島の沖は何なん隻せきもの船が行き来している。帝国がそんな大それた事をしているなら、誰も見ていないってのは、どういうことだ？」

　何をねぼけたことを、とパルナッスムが突っ込む。

「そりゃあ、相手は魔法使いの帝国だからな、身を隠す魔法くらい、いくらでもあるんじゃないのか。こっちだって宝島に隠れていたんだし」

「宝島を隠したのは伝説級の錬れん金きん術じゆつ師しだぞ。そのレベルの敵がいるってことか？」

「死後もなお何百年ていうレベルと、さしあたりの間だけ、だったらだいぶん違うのかもしれんぞ」

「いや、ランセンみたいなのがあと何人いるか解らないんだし、敵が強いと見込んでおいたほうがいいと思うけど。気になるのはどうしてそこまでして、あそこに砦なんか作ろうとしてるのかだ」

　ステンカは海図を船室のテーブルに広げた。コルサコフ号はまだ岬の南に抜けたことがないので、肝心の「槍」周辺の精密な観察はしていない。緻ち密みつに書き直されているのは、まだ北側の一部だけだ。

　シェーラはそれこそ、何を今いま更さらとばかりに言った。

「そりゃあ、あそこに砦を作れば、南北を行き来する船にちょっかい出せるだろ」

「大たい砲ほうはもとより、攻こう撃げき魔ま法ほうでも水平線の陰にまでは届かないんじゃないか？」

　砦の高さが解れば、どこまで見通せるかも計算できる。直進でなく雷かみなりを落とす攻撃魔法を使うにしても、見えないものには当てられない。その向こうにも航路はある。

　ステンカの指摘に、シェーラは片眼鏡をかけて、海図を「むむむ」と唸うなりながらのぞき込んだ。わかっている限り「槍」と「グリプスシャンツェ」の海岸は切り立った断崖ばかりだ。だいいち船での出入りが容易なら、誰かがとっくに灯台を建てている。

「すると、あれか。あいつら海に不慣れだから、どうしても灯台を作って味方の難破を防ぎたかったとか、そういう理由か」

　海かい賊ぞくが言うと説得力があった。なにしろ、神聖帝国が三年かかっても〈大内海〉征せい服ふくに着手できない理由の一つは、海軍力の低さにあるとも言われている。もともと内陸国だった彼等は航海そのものを苦手としていて、強力な魔法軍団も海戦では活かし切れていないのだ。だからこそ、海賊という手段でのレジスタンスが通用した。ステンカ達の知らないところで、勝手に難破した帝国船が何隻あっても、驚くに値しないように思われた。

　が、ステンカはすぐに、それもおかしいと気がついた。

「待って。シェーラは魔法の素質があったから、怪物や精せい霊れいと仲良くなれたと思ってたんだけど」

「ん、ああ、そういう面はあったんだろうね」

　シェーラはてれくさそうに鼻をかいたが、ステンカは続けた。

「実際には魔法そのものは使えないシェーラでさえ、妖精の言葉がわかる。まして本物の魔法使いは道に迷うことさえ無いって話だろ。灯台がなくたって難破なんかしない。冬に来た連中を罠わなにはめるのに、ガングートの干かん渉しようが必要だっただろ」

「あ？　そういえば、そうか」

　なにしろコルサコフ号自身が、精せい霊れい達たちの手伝いで海路なき海を根城にしていたのだ。同じ事が帝国軍にはできないと決めつける理由は無い。

「だから、グリペンと戦ってまでここに砦をつくる理由は灯台じゃない」

「例の竜騎士もここを根城にしていて、砦を守っているんならつじつまは合うが、それにしちゃけっこう遠くまでしつこく追ってきたもんだな」

　副長がつぶやくと、ステンカははっとしてコンパスを取り出し、グリペンを拾った位置と「グリプスシャンツェ」までの距きよ離りを測った。

　そしてぐるりと回す。船で一日かかる海かい峡きようも、竜騎士が飛べば半日もかからない。それが、はたして対岸まで届くのかどうか。

「海図が不正確で、いまひとつよく、解らないな」

　針の先は対岸まで届くかに思われた。微妙なところだ。

「つまり、やつらの狙ねらいは対岸の港街ってことか？」

　シェーラが片眼鏡を調整しながら、コンパスの針先を注視する。

「届くとすれば、その可能性もあるけど。そもそも竜騎士が本当はどこまで飛べるのか、だれか確かめたのか？」

　全員が一いつ斉せいに、首を横に振った。ステンカはため息をつかざるを得ない。

「一度全部、正確に測る必要があるなあ。ところで、グリペンやニーナは、竜より遠くまで飛べると思う？」

　そろそろステンカが考えていることが解ったのだろう、一同は今度は顔を見合わせた。どうやら、船団を立て直す間にやっておくことが、また増えたようだった。







　リューシカら帝国船の虜りよ囚しゆうは、ひととき、ボレロフ領内に留め置かれることとなった。どうやら皆、西の平原の民たみであったらしい。大国の領土となっていない小国や遊牧民の地が海の東西にはばらばらに散らばっているのだが、ひとたび大国が侵しん攻こうすれば、途上にあるそれらの国は呑み込まれてしまう。住んでいた者は恭きよう順じゆんするか、戦って滅ほろぼされるか、あるいは捕虜となったのち奴隷として、ときには売られる。

　今回はどうやら最後のケースと思われたが、積み荷の記録と当事者の証言から、ボレロフは別の仮説を立てていた。

「木材と食料と人間、すなわち労働力。そして魔法に使うと思われる薬の原料。これが揃そろっていたということは、ただの売り物では無い。魔法使い達が、どこかで何かを建設していると考えるのがもっとも合理的だ」

　伯はく爵しやく邸ていの自室でその結論を伝えられたとき、ラスラーンはボレロフの洞どう察さつ力りよくをさすがと認めつつ、どこに何ができようがまだ他人事のように思っていた。その積み出しに使われたのが自分の故郷だと知ると、はらわたが煮にえくりかえるような憤いきどおりを覚えるが、出自をごまかしている立場上、口に出来ない。

「お兄ちゃん、怖い顔してる」

　言葉に出来なくとも表情に出ていたのか、リューシカが顔をしかめる。

　いろいろ言い聞かせて身を清めさせはしたものの、リューシカはラスラーンから離はなれようとしなかった。いずれにしろ他の虜囚の人々と同じく、帰るにも帰れないので、処遇が決まるまでは置いておくしかない。

　もちろん中には「売っちまえば？」とか「うちのガレー船漕こがせよう」とかいう意見もあるわけだが、実際には、ボレロフ伯はくは奴隷貿易に手を出していない。

　単に良港を持っているというだけでは、東岸諸侯最良の警備艦隊所有者という評判は勝ち得ない。捕とらわれてもそう、酷ひどいことはされないと、海賊からさえも信用されるというのは、よほどのことなのだ。

　それはラスラーン自身が一番良く知っている。売り飛ばされるどころか、養子にさえしてもらったのだから。ただしそれも、驚きよう異い的てきな回復を遂とげたのち、言われたとおり志願に駆かけつけた自分の執しゆう念ねんが実ったのであって、伯爵が誰にでも幸運を振ふりまいて歩いているわけではないだろうということくらい悟さとっていた。

　リューシカまで引き取ってくれるということは、ないだろう。良くてもせいぜい、キージェの教会に引き取られるくらいが関の山だ。秘書というより「ゼメーヴィチの巫女みこ」であるキージェは、リューシカを敬けい虔けんなアレコ大公家の僕に育ててしまうだろう。

　これはこれで、面おも白しろくなかった。

　というより、そもそもどうしてそこまで自分が心配せねばならないのか。ツィンカとは別人だということは、もう理屈では解っているのにだ。

　人の気も知らず、ボレロフはラスラーンに宿題を出した。現状、帝国が何を企たくらんでいるか、その可能性を考えよ、と。

「伯爵は、それが他人事では無いと考えておられるのか。だが、海賊はどうするのです。いつ目の前に現れるかわからないのは、そちらの方でしょう」

　ラスラーンはそう反論したが、ボレロフは首を横に振った。

「海賊対策一いつ般ぱんということなら、今まで通り警備を続ける。ただ、シェーラ一党に関しては、特別の対策が必要なのかどうか」

「何故そんなことを」

「今回も、襲おそわれていたのは帝国の船だ。噂と合がつ致ちする。あの女が我わが方の船を襲わないというのなら、こちらも追い回す必要はなくなる」

「しかし」

「逆に考えてみなさい。彼女を追い回して倒したとき、得をするのは誰かね？」

　ボレロフの問いに、ラスラーンは唸った。

　シェーラと帝国が敵同士なのは確かだ。自分だって宝島での戦いでは、つい海賊に肩かた入いれしていたではないか。

　あのあと、宝が見つかろうと見つかるまいと、ステンカと二人ともが助かっていたなら、いっそすすんで海賊に身を投じていたかもしれない。どうせ港町では危ない橋を渡って暮らしていたのだ。

　だが、そうはならなかった……

　ラスラーンの脳のう裏りに、赤い目の海賊の姿がフラッシュバックして、思わず頭を押さえる。いや、そんなはずはない。ステンカみたいな奴やつが一人で海賊に身を投じるはずはないし、彼等が「味方」だというなら、怪物を差し向けてくるはずがない。

（俺に気づかないはずはない。気づけば襲ってくるはずがない）

　そう思い直す。そうだ、ボレロフへの反論は簡単だ。襲われた船ならあるではないか。自分達の旗き艦かんクラウディオ号が。

　ボレロフはただ、「頭でも打ったか」と様子を案じて、部屋に戻もどしてくれただけだった。仕方なく、言われたとおりのことを考えて、いやなことは忘れようと努める。

　資材のリストはもらった。机に広げてつらつらと眺めて見ればボレロフと同じく、何か大きなものを作っている、ということまではすぐに想像がつく。しかし、どこで何を、何のために――いくらでも考えつくものの、決め手はない。

　船かもしれないし、砦かもしれない。

　もしも大型の軍ぐん艦かんを作っているとでも言うなら、なるほど、それを使ってボレロフ領に攻せめてくることもありうるから、伯としては無視できまい。しかし南の方のどこかに砦を作っているだけなら、こことはほぼ関係ないということになる。あの気味の悪い樽たるの中身は魔法の薬を作るためだとして、ならば何人の魔法使いがいる計算になるのか、これは皆かい目もく、見当もつかない。

　どちらにしろ、ラスラーンの頭が痛くなることには違いなかった。

　計算や頭脳労働はもともと得意では無い。先頭を切って突つっ走ぱしっていくのがラスラーンの性しよう分ぶんで、子供のころの冒ぼう険けんから海兵隊の切り込みまで、ブレてはいない。

　そして、後ろから全部見通していて、計算を合わせるのはステンカの役割だったはずだ。小こ舟ぶねに飛び乗るときも最後にやって来て、しかしどこに向かえばいいかはあいつが考えていた。風を読むのも、あっちのほうが上う手まかった気がする。

　結局、どう考えてもラスラーンの思考はステンカとツィンカの兄きよう妹だいに戻ってしまう。それでは、ボレロフの宿題に答えられない。

　そもそもボレロフはどうしてこんなことを、ラスラーンに考えさせようとしているのか。指揮官が考えるのは当然のことだが、ラスラーンのことをそう見なしているのだろうか。なるほど、跡あと継つぎの提てい督とくになるための試練と思えば、やらないわけにはいくまい。

　すでに後こう継けい者しやと見なされているのか、それとも野心を察知されたのか、そこはまだ解らないが、お手上げという答えは恥はずかしくて、とてもではないが出せない。

　せめて、判断の手掛かりがひとつでもあれば。

「お前、本当に何か知らないのか」

　リューシカにすがるように訊たずねてみる。リューシカはややふくれっ面つらをしながら、さも当然の権利とばかりに、ラスラーンの膝ひざの上にとん、と座すわり込んだ。

「いじわる。私、字がわからないのに」

「そりゃ、知らなかった。だが、これを読めとは言ってない」

「だからそういう絵も見たことないし、なにがどこのことなのかもわからないの」

　とくに悲しそうでもなく、当たり前のことのように言い切った。この時代、識字率はけして高くない。リューシカが「ただの変な絵」だと思っているのが、海軍では基き礎そ教養になる海図のことだとは、ラスラーンもとっさには気づかなかった。そこに記き載さいされている地名も、西の内陸の民には何のことだか理解できまい。帝国の連中が、あの独特の帝国語や、魔法使い専用の「天使語」で話していたなら、いよいよ誰だれにも解るまい。ラスラーンだって、コルサコフ号に積んであった戦利品の表記が読めなかったではないか。

　これでは聞くだけ無む駄だに決まっていた。他の虜囚でも同じ事だろう。落らく胆たんしたラスラーンは、リューシカを膝の上からどけようとしたが、リューシカは動こうとしなかった。

「邪じや魔まをしないでくれるか」

「えー、でも、お兄ちゃんちっとも遊んでくれないし」

「仕事をしていると言っている。遊んでいるひまはない」

「お仕事って何？」

「お前を助けたのを忘れたのか。ああやって、悪者をやっつけるのが俺おれの仕事だ」

　どう見てもむしろ悪者っぽいガスパルや部下のことは、さしあたり棚たな上あげにしておく。リューシカは「そっか」と言ったものの、やはりどいてくれず、読めもしない書類を眺めて、ラスラーンの真ま似ねのつもりか、うんうんと唸り始めた。

「私がなにか思い出したら、お兄ちゃんは悪者をやっつけられるの？」

「多分な」

「じゃあ、パパとママの仇かたきもとってくれるね？」

　その問いに、ラスラーンは言葉を失った。仇、という言葉は、自分がいつも振り回しているものと同じだ。ツィンカの仇、ステンカの仇……ただ、彼かの女じよには自分と違って、自ら武器を振り回して戦う力はないだろう。

　では、彼女の分まで、仇をとってやるのか？

　帝国の企みが、もしこの領地と関係ないという結論になったとしても？

　ラスラーンが黙だまっている間も、リューシカはけなげにも唸り続け、しまいにはせっかく整えてもらった髪かみをかき乱した。さすがにもう止めようとラスラーンが後ろめたく思ってきたころになって、とうとうリューシカは

「ひとつだけ、知ってる言葉を言ってた」

　と、思い出した。

「場所のことかどうかは、わからないけど、昔話に出てきたのと同じだったの」

「それでもいい。一体なんて言葉だ」

　ラスラーンが食いついたのがよほど嬉うれしかったのか、リューシカはようやく顔をほころばせて、告げた。

　遠くの海のどこかにあるという怪物の城、「グリプスシャンツェ」、と。







第四章　山の魔ま王おうの宮きゆう殿でんにて







　言うまでもなく、「グリプスシャンツェ」の名は東岸諸侯国で使われている公式の海図にはどれを見ても出ていない。たいていの図上では、その島はただの名無しの「陸りく繋けい島とう」、あるいは「勇士の槍」の「穂ほ先さき」、〈大内海〉成立の伝説に準じゆん拠きよしている場合には「竜の肝きも」である。槍が〈央の龍りゆう〉の急所を突き刺しているものと見立てたのだろう。ただしその伝説は海図がある程度形になってからの後付けに違いないと、ステンカは思っていた。

「神の眼」を持っていなかった大昔の人には、岬みさきや海の形が解っていなかったのだから、こじつけようもあるまい。

　パルナッスム大先生は長年の研究の成果として、むしろ「形を知らないのに伝説になったことが、事実に基もとづいている証拠かもしれない」との仮説を出したが、なにしろガングート本人が刺された覚えがないと言っているのだから、どうしようもない。

　問題は伝説の真否ではなく、そこが帝国軍にとってどんな意味があるのか、であった。そこでステンカは一計を案じた。もちろん可能な限り接近して、「勇士の槍」と「グリプスシャンツェ」の正確な地形を知る必要があるが、同時にそこがグリペンに変わって「竜騎士の巣」となったときの脅きよう威い度を探さぐる。

　コルサコフ号でどこまで近付けるのかわからないので、最初の偵てい察さつはガングートとノーチェに頼たのむことにした。二人で水中に潜ひそみつつ接近し、「神の眼」で計測した画像をステンカのもとに転送してもらうのだ。

　これは作戦としては簡単なものだ。ただし、ガングートは例によってステンカに一いつ緒しよにいてほしがるし、ノーチェが龍と何を話すのか想像もつかないので、出しゆつ撃げきはなんとも盛り上がりに欠ける無言のものとなった。

　任務さえ果たしてくれればなんの問題もないはずなのに、何故かステンカは妙な気まずさを感じていた。

　いや、そもそもあの二人、本当なら接点がないはずはない。どちらも例の、ラヴァルス家の錬金術師と縁があるはずだ。いっそ顔見知りでもおかしくない。

　何か隠かくしているのか、それとも忘れているのか、さっぱり想像がつかない。

「神の眼」を使えば二人が水中で何を話しているか盗ぬすみ聞ぎきもできるのかもしれないが、やめた。そもそも本体であるノーチェに内ない緒しよで作動させるのは無理だろうし、なによりステンカには、先に片付けねばならない、人間のほうの問題が持ち上がっていた。

　シェーラ達は仮の拠点、漂ひよう流りゆう基地に入港した。帆ほも櫂かいもない箱船、すなわち浮うかぶ倉庫キュイ号を中心に、修理中や留守番で航海に出ていない船がまとまって投とう錨びようしている。ガングートに観測してもらった海底地形をもとに、大湿しつ地ち帯たい沖おき、無人島周辺の浅あさ瀬せの狭はざ間まを選んだので、敵てき艦かんがうかつに近づけば座ざ礁しようする。もちろん仲間の船だけは正確な航路図を持っていて、安全に出入りできる。

　ただし、宝島と違って魔ま法ほうの結界には覆おおわれていないから外からは丸見え。竜騎士でも飛んできたら逃にげ道みちも一つしか無い。長居はしたくない場所で、早いところ陸地に拠点が欲ほしい。南方の海賊と接点が欲しいのもひとつはそのためで、彼等の拠点を貸してもらえたら話はだいぶ楽になる。

「てゆーか、海に生きるっつっても人間、地面がないと落ち着かないし、なにより水が使いたいよなー。湿しつ地ち帯たいなら川さかのぼれば真水だったのになあ」

　舷げん側そくにもたれながら、シェーラがついこぼす。実際、地面はまだしも真水がないと生きていけない。さもなくば腐くさりにくい水の代用品としての酒。とにかく海水ではだめだ。雨水でしのぐにも限度がある。

「蒸むし風ぶ呂ろなら作れるかなあ。火が怖こわいなあ」

　ステンカはただ、海水を沸かして蒸留すれば、という程度の思いつきを言ったのだが、シェーラはその意味を当然のように取り違えた。

「まだ思いだしやがるか」

「いやその、違う、そうじゃない」

　言い訳無用とばかりにシェーラが飛びついてくるが、一年前ほどの殺意は感じられない。いちいち副長も止めにこなくなったし、海かい賊ぞく達たちも笑って見ているだけだ。

　なんと言っても、見たの見られたの程度の話はガングートが来てから刺し激げき性せいを失ってしまっている。まあ、指揮官同士がほほえましくじゃれ合っている、程度に受け取られているのだろう。

　ステンカにしてみれば、そんな簡単にすませられても少し困るのだが。同じようにからんでくるにしても、妹――ツィンカとはわけが違う。

　ツィンカにからまれても、ラスラーンは素す直なおに喜んでいたっけか、どうだったか。

　ふと思い出した拍ひよう子しにステンカの動きが止まった。ほんの一瞬、敵船上で見た人ひと影かげのことがよぎったのだが、組み付いてきたシェーラは、何かまずいことでもあったと思ったのか首をひねり、それから、ステンカを放し自分の腕周りをくんくんとかぎ始めた。

「やっぱ、そろそろ臭におうか？」

　話の流れ的に、そっちを気にしたようである。ステンカは慌あわてて言いつくろった。

「いや、そんなことはないよ、いい臭いだと思うよ」

　……言葉の選せん択たくをまた誤ったようだった。シェーラはたちまち顔を真っ赤にして

「な、何を言ってるんだお前はーっ！」

　と、ぽかぽか殴なぐりかかってきたのであった。

　まあ、いきなり刀を抜いて襲いかかられるのに比べれば、ずいぶん丸くなったものだと安心するほかないだろう。

　いっそ、可愛かわいらしいと言っても良いかもしれないが、そう言うときっと今度こそムキになって抜ばつ刀とうされそうなので、ステンカは黙って叩たたかれていた。

　シェーラの息が上がって、ステンカの胸にぽふっと倒れ込む。そんなに激げき闘とうだったようには見えないが、しばらく、いきなり訪おとずれた静せい寂じやくに双そう方ほう、戸と惑まどいながらも身を委ゆだねた。

「……」

　普ふ段だんならそろそろ、ガングートあたりがすねて割り込んでくるところだが、今は遠えん征せい中。さすがにこの距離ではアバターは送ってこないようだ。

　それでも、代わりの邪魔は入るのが宿命だったらしい。

「お頭かしら、リャードフ船長からキュイ号に呼び出しですぜ」

　カレルが、大おお鴉がらすから受け取った手紙を持って割り込んできた。シェーラは露ろ骨こつに

「ちっ」

　と舌打ちしながら身を離し、手紙をひったくった。

　リャードフ号は先述のとおりもとは別の海賊であった。船長の名も船と同じくリャードフである。というより自分の名前をそのまんま船に付けて悦えつに入いる、要するにそういう男だ。帝国軍の追つい撃げきを受けていた彼等を助けて仲間にしたのだが、元々、普ふ通つうの海賊だから、帝国と「だけ」戦うことにこだわりを見せない。お宝ほしさに逸いつ脱だつするのは珍めずらしいことではなかった。

　多少のことは大目に見てきたつもりだったが、今回は度が過ぎた。結果、リャードフ号は部下の三分の一を失い、船にも大損害を受けて、当面、作戦行動がとれない。〈海トカゲ竜〉に引っ張ってもらって、ようやく帰り着いたものの、時間がかかってしまった。トカゲ達たちにも褒ほう美びをはずまねばなるまい。彼等が喜ぶのは敵の肉だ。いささか悪あく趣しゆ味みになってしまうが、仕方が無い。

　それだけのことをしでかしておきながら、リャードフは自分こそが割を食ったと立腹していた。腹いせにボレロフ艦かん隊たいの捕ほ虜りよを八やつ裂ざきにしようとするのを、ニーナ達を送りこんでやめさせたものだから、余計に鬱うつ憤ぷんが溜たまったのだろう。漂流基地に着くなり、真っ先にキュイ号に接舷して、勝手に備び蓄ちく資材に手を付けようとしたらしい。そこでもめて、シェーラを呼んでこい、ということになった。

「何様のつもりだ。用があるならそっちから来るのが礼れい儀ぎだろう」

　コルサコフ号の海賊達は憤ったが、シェーラはため息をつきながらも、あきらめたように大げさに肩かたをすくめた。

「まあ、いつかはガツンと言ってやらなきゃならない気はしてた。行ってやろうじゃないか。短たん艇ていを用意しな」

「あまり手て荒あらなことにならないといいけど」

　この期ごに及およんで仲間割れは避さけたい。それがステンカの本心だったが、シェーラはにやりと笑って

「どっちの心配をしてるんだ？」

　と言った。




　キュイ号の甲かん板ぱんでは、リャードフ船長とその部下が、番人と押し問もん答どうを繰くり広ひろげていた。そこにステンカとシェーラ達が間に合った。あと一歩で船倉に押し入られるところだったようだ。

「何をやってんだ、お前は」

　シェーラが先せん陣じんを切って詰つめ寄よっていくと、リャードフは呼びつけるだけ呼びつけておきながら、わざとらしく言い放った。

「てめえに指図されるいわれは無え！」

「何だ、そりゃ」

　シェーラは挑ちよう発はつに乗らず、そのままつかつかと、リャードフの前まで近寄っていった。リャードフは成人男性の平均よりは大きいが、巨きよ漢かんというほどではない。ただし、二の腕は副長のそれと比べても太い。上半身に肉付きが偏かたよった、やや特とく徴ちようのある体格をしていた。当然上から見下ろされるが、シェーラはそんなことでおびえた様子はない。

　挑ちよう発はつに答えたのは、周りの海賊達だった。

「何様だと思ってやがる！」

「誰がリーダーなのか、もう忘れたのか！」

「助けてもらって、その態度はないぞ！」

　どれも船団にとってはまっとうな突っ込みにすぎないのだが、リャードフはそう思っていないようだ。

「恩は忘れちゃいないつもりだが、そろそろ帳消しでもいいんじゃないか。手下を失ったのは、てめえらが勝手にウチの船を動かしたせいだぜ」

「逆だろ。お前等らが勝手に切り込んだからやばくなったんだ。動かさなかったらあの軍艦に吹ふっ飛とばされて、お前はいまごろ魚の餌えさになってたぞ」

　客観的に状じよう況きようをみればそのとおりだったのだが、そんな視点を持っていたらそもそも、敵艦に気づかないなどという失態は犯おかさない。

　故にかリャードフは、シェーラの指し摘てきを無視した。

「おかげで今回、獲え物ものがなかったのも気に入らねえ。修理にも資材がいる。だから余計にもらっていくぜ、文句があるか」

「修理くらいはさせてやるが、あたしを通してからにしろ。ここに貯たまってるのは、みんなのものだ」

「みんなのモノは俺のモノでもあるよな。だからなんでてめえにことわる必要がある。俺だって船長だぞ、同格のはずだ！」

　リャードフが勝手なことを言っている、と誰にでも解るかと思いきや、以外にも

「そりゃあ、そうだな」

　という声が上がったので、ステンカは驚おどろいていた。いま、船団にはリャードフ以外にも、自分の船を失ってしまった海賊を含ふくめて複数の「船長カピタン」がいる。海賊などやるくらいだから全員、自我が強い。助けられた恩と、他の船長の下にはつきたくないというプライドが常に天てん秤びんの上で揺ゆれていたのだろう。

　それが、リャードフというきっかけを与えられて賛同の声となったのか。

　そういう心理には、ステンカはうとかった。そもそも自分がどうにかするべきことではないとも思っていた。

　だが、目の前の現実は、それで済むようなものではなさそうだ。

「さっきから聞いていれば調子に乗りおって。文句があるなら、俺が相手になろう」

　副長がここぞとばかりにすごんで歩み出た。リャードフにはそこまでは計算のうち、だったらしい。

「三下はすっこんでな。それともなにかい、自分じゃなにもできない、お飾かざりのお嬢じよう様さま船長か？」

「ほほう、面白い。ではつまり、あたしが強ければ文句はないんだな？」

　シェーラが不敵に笑うと、リャードフも、してやったり、とほくそ笑えんだ。女の子と戦って負ける気はしないのだろう。

　実際にシェーラがどれだけ強いのか、見たことがなければにわかには信じられまい。ステンカはランセンとの戦いですでに見ているし、宝島の人造怪物を倒した話も聞いているから、負ける心配はしなかった。

　にもかかわらず、この流れはまずい、と思った。だから、身構えると同時に、こっそり大鴉を呼んで万が一に備えての手を打った。

「仮にも仲間だ、殺しちゃまずい。お互たがい刃は物ものは無しでいいな」

　シェーラが手を伸のばすと、刀のかわりに旗はた竿ざおが手て渡わたされた。

「よかろう。ただし俺が勝ったら船団はもらう。てめえは肉奴隷に転落だ。行くぜ！」

　リャードフは下品なことを言いながら、短艇の櫂を手下から受け取った。本気で殴られればこれだって十分に死ぬ。しかしシェーラは気にしない。

「それ使ってもいいけど、甲板に穴あけるなよ。お前の欲しがってるブツが傷いたむ」

　下を指さしてのシェーラの一言に、リャードフはつい

「お？」

　と、下を向いてしまった。その瞬しゆん間かん、えげつなくもシェーラは一歩踏み込み、相手の横よこ面つらを旗竿でひっぱたいた。

　リャードフの重心高そうな上体がかしいだ。

「てめえっ」

　櫂が横よこ殴なぐりに振り回されるが、シェーラはそれをひょいとかがんで避けると、旗竿を甲板に突き立て、反動で跳とび上あがった。リャードフの頭より上に舞い上がり、両足を今度は顔面、真正面に浴びせる。

　さすがにリャードフは二度も続けて食くらうつもりはないと見え、左ひだり腕うでで防ぐ。全身の体重を乗せてもなお、軽いシェーラでは太い腕うでを突とつ破ぱできない。

　と、思いきや。シェーラはさらに反作用を回転に変え、旗竿を真上から振り下ろした。とっさにリャードフが頭をずらしたため脳天は直ちよく撃げきできなかったが、肩かた口ぐちをしたたかに打うち据すえる。リャードフがうめき声を上げてのけぞり、その背後にシェーラは華か麗れいに着地した。コルサコフ号側からは喝かつ采さいが上がる。

　他ほかの海賊側は、それではすまなかった。リャードフが立ち上がってなお反はん撃げきに出ようとすると、それに呼応して、一人がシェーラの背後から飛びかかって、足に組み付いた。

「一対一とは、決めてなかったよな」

「卑ひ怯きようなっ」

　シェーラはそいつを蹴けって引きはがそうとするが、意外に相手は頑がん固こだった。

「言えた立場かっ！」

　それを言われるとシェーラも困るだろう。いきなり合図もなしに奇き襲しゆうしたのは彼女の方だ。だが、これでは身軽さを発揮できない。一度でもリャードフの打だ撃げきに当たったら、いかにシェーラでも殺される。

「一対一でないなら、これも文句はないなっ！」

　とっさに、クープラン副長が飛びだして、それでもリャードフを直接ではなく、シェーラの足あし下もとの男を踏みつけたのは、向こうにシェーラを認めない言い訳を与あたえないための、副長なりの配はい慮りよだろう。おかげでシェーラはリャードフの一いち撃げきを躱かわせた。だが、これをきっかけに、両陣営の海賊達が身構え、大だい乱らん闘とうに発展しそうな雰ふん囲い気きが出来てしまった。

　ステンカはとうとう腰こしを上げた。こんなこともあろうかと用意しておいた、空くう砲ほうのラッパ銃じゆうを取り出すと、天に向かって一発、打ち鳴らした。

　全員の視線が、一斉にステンカに集まる。それを待って、ステンカは低く、つぶやくように告げた。

「そこまでだ。それ以上はいけない」

「ふざけるな、勝負はついていないぞ」

　リャードフが唸ると、そうだ、そうだという怒ど号ごうが唱和する。

　ステンカはつとめて冷ややかに、リャードフを睨にらんだ。

「君の言う勝負は、ただの力比べか。そんなことで、船団を率いていけるのか」

「はあ？　海賊なんだから強いモノがエライ、当たり前だろうが。だいたいてめえは何なんだ、船長相手に偉えらそうに指図しやがって。提督サマにでもなったつもりか」

「そんなつもりはないよ」

　ステンカはもったいつけて眼帯を外し、赤い瞳ひとみを見開いた。こうなったとき、何かが起きることはすでに味方に知らぬ者はいない。どよめきが起きたところを見ると威い嚇かくの効果はあった。しかしリャードフは案外、現状認にん識しきが的確だった。

「へっ、知ってるぞ。今、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉と変な人形女は留守だ。そんなことをしても、何も起きはしない、ただのハッタリだ」

「そうかな。ところで、君は力の強い者が一番エライと言っていたが……」

　ステンカが右手を掲かかげ、そしてさっと下ろすと、同時にリャードフの周りが影かげに包まれ、羽はばたきの音が巻き起こり、そして仲間達の中でも大おお柄がらな肉体が、いきなりがっちりと、より強力なかぎ爪づめにつかまれた。

　真っ青になったリャードフと海賊達が見上げると、そこには、褐かつ色しよくの翼つばさを悠ゆう々ゆうと広げたグリペンの姿があった。

　前足の指一本だけでも、リャードフの二の腕くらいの太さがある。いかにもがいても、これを解くのは不可能だった。

　ステンカは、身動きのとれなくなったリャードフに向かって静かに言った。

「力が強いだけなら、いまここにいる中でもっとも強いのは彼かれだが、ならば彼が船団のリーダーでいいんだね？」
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「ば、バカ言うな、怪かい物ぶつが船長だなんて……ぐはっ」

　口答えをすれば、締しめ付つけが強くなるだけでなく、かぎ爪が食い込んで、文字通りにリャードフの身を八つ裂きにしかねなかった。

「少し、頭を冷やしてもらったほうがいいかな？」

　ステンカが頭上を指すと、グリペンは心得たものとばかり、リャードフをつかんだまま上空へと舞い上がった。〈シレーン〉やノーチェと比べても、力強い飛行が可能なようだ。大の男をつかんだまま、弾だん道どう飛行なみの勢いで雲の上に向かう。

「あ、あの怪物さえいなければ、お、お前なんか、怖くないぞ」

　まだ下げ克こく上じように未練があるのか、グリペンがいなくなったとたんに虚きよ勢せいをはる一団がまだいた。ステンカは、心底、まいったなとため息をついた。いざとなったらまた斧おのを振るうほかないが、とにかく味方を減らしたくないのだ。

　と、そのとき。ステンカを取り囲むように、甲板の下から実体のない、青白い影が次々とわき上がってきたではないか。

　ガングートは戻っていない。それはアバターではなく、〈ルサルカ〉や、湿しつ地ちの小屋にもいた名前もわからない妖よう精せい、霊れい達たちであった。

　いずれも普通の船乗りにとっては不ふ吉きつとされてきたものだ。それがステンカをかばうように、海かい賊ぞく達の前に立ちはだかっていった。

　これは実のところ、ステンカにとっても予想外だった。もちろん、いざとなったら呼び出すつもりではいたが、呼ばなくても来てくれるとは思っていなかった。

　いや、まるでこれは、一年前のようだ。ステンカをかばってくれた、あの蟹かにのように。この海に生きる霊的なものは、ステンカを守らねばならないと決まっているかのようだ。霊達はじりじりと海賊達に迫せまりながら、ぶつぶつと、片言の呪じゆ詛そのようなことをつぶやいていた。

「呪のろいあれ」

「呪いあれ」

「海乱す者に」

「いとしきひとを祟たたる者に」

「導きの血、流そうとするものに」

「呪いあれ」

「呪いあれ」

　たとえ刀を振り回しても、彼女達には無力だ。帝てい国こくの魔道士や龍りゆう神じんの巫女ならば、退魔、祓はらいの魔法でどうにかできたかもしれないが、ただの海賊にそれは無理だ。

　ちょうどそのとき、飛んでいったグリペンが戻ってきた。つかんでいたリャードフを甲板に転がすと、あの尊大だった海かい賊ぞく船長は眉まゆまで凍り付き、縮こまったまま転がされてただ、ガタガタと震ふるえていた。

「ひいいっ、解った、解りました、もう、あんたには逆らわない！」

　海賊達は情け無くもその場に得物を放ほうり出だして土下座した。

　かくして、リャードフの反乱は終わった。だがステンカにとっては、すべてが丸く収まったようには思えなかった。

　霊達は、ステンカをかばって現れたが、シェーラが危ないときには現れなかった。まだ本当には危険ではなかったから、とも考えられるが、それだけではないのではないか。

「ありがとう。君もだ、グリペン殿どの。いきなりのことで、頼たのみを聞いてくれるかどうか、わからなかったけど」

　ステンカが礼を言うと、グリペンはすっと頭を下げた。

「我に仲間はない。ただ、ガングート様にはひれ伏ふさざるを得ない。そのガングート様が汝なんじに従うなら、我もまたそれに従うのみ。我は恩を知る」

　それからグリペンは、こうも付け加えた。

「汝からは、覚えのある血の匂においがする」

　まるで餌のことを言っているようにも聞こえて正直、気分はよくないが、たぶんそういう意味ではないだろう。

「とにかく、これで収まった。これからも君がリーダーだよ、シェーラ」

　ステンカが手をさしのべたのに、シェーラはその手をとってくれなかった。

「元通りなんかじゃ、ないだろ」

　先刻までのじゃれあいが嘘うそのように、シェーラは冷ややかに言った。

　一体どうしたんだ、とステンカはいぶかしんだが、ようやく捕虜と接見できることとなったとき、彼かれ等らの口から出た名前の衝しよう撃げきは、あいまいな疑問を吹き飛ばしてしまった。

「今に見ていろ。ラスラーン隊長が、貴様達を皆みな殺ごろしにしてくれるぞ！」

　ボレロフ艦隊の海兵隊員だというその捕虜は、はっきりと、そう言ったのだった。







　さらに数日後、「勇士の槍やり」北方海域……その上空。

「こんなの、無理にゃーっ！」

　泣なき叫さけびながらひたすら北に向かって飛ぶ、一羽の〈シレーン〉の姿があった。もちろん、ニーナにほかならない。

　彼女が泣き声を上げるのも当然で、後方には一騎きの竜りゆう騎き士しの姿があった。しかも、時々狙ねらって炎ほのおを吐はきかけてくる。

　とっさに翼を翻ひるがえし、横転や急降下を交えてなんとかかわすが、北への逃とう走そうルートは大きくずらさない。いや、外せない。

　外すなと言われているからだ。

　両者の距きよ離りは、いっこうに縮まりもしなければ開き過ぎもしない。絶ぜつ妙みような距離をずっと保ったままだ。ニーナからの反撃は一いつ切さいない。いまは仲間がついておらず、切り札の歌を使ってしまったら墜つい落らくしてしまう。

　ただし、飛ぶだけならば、〈飛竜リンドヴルム〉より〈シレーン〉のほうが一枚上手のようだった。そうでなかったら、これまでの戦いでとっくに捕つかまり、殺されていただろう。

　そういう実績を踏まえて、こんな任務を考えたのはもちろん、ステンカだった。

　一つには「神の眼」で偵察を済ませようにも、幻げん影えいや結界に阻はばまれて全ぜん貌ぼうがつかみきれない、というのもあるが、もともとの目的は別にある。

　あえて敵を挑発して、竜騎士を引きずり出す。彼等が本当はどこまで飛んでこられるのか、知るためだ。

　もしも、対岸の港まで攻こう撃げきできるようなら、ただ街が危ないというだけではなく、内海に住む者すべての首を絞しめることになるかもしれないのだ。

　ニーナの役割はできるかぎり遠くまで、竜騎士を引きずり回すことにあった。敵が諦あきらめて帰るまで、徹てつ底てい的てきにねばれ、と言われていた。

　だから、あまり早い内に敵が帰ろうとすると、ニーナはこれ見よがしに舞い戻って、もう一度あおり立てねばならない――はずだったが、幸こうか不幸か、敵はその必要もないほどに、一直線にむきになって追撃してきてくれた。

　ニーナ本人としては面めん倒どうなことになっただけだ。とはいえさすがに、どうしてそうなったのか、理由は理解していた。

「大変にゃーっ、あの下に何かあるっぽいの、ニーナ見ちゃったニャー！」

　もうすぐ、逃走が始まって一刻は経たとうとしていた。







　夕刻の「グリプスシャンツェ」に、追撃に出したアイネが舞い戻ってきた。砦とりでの屋上に舞い降りるなり、床ゆかにへたりこんでしまうくらいだから、限界いっぱいまで追っていったに違ちがいない。

　キリエはねぎらいもそこそこに近づき、アイネに問いただした。

「仕留めたろうな」

「……申し訳ございません！」

　アイネはうなだれ、膝をついて許しを請こうた。キリエは歯ぎしりをするほかない。

「グリプスシャンツェ」の砦建設は着々と進んでいた。海路、空路と魔法での輸送だけでなく、引き潮のたびに、陸路での搬はん入にゆうも始まっている。島の砦自体には何百もの奴ど隷れいを泊とめておく余よ裕ゆうはないため、岬の砦から通いの労働とならざるを得ない。

「どうして最初に橋をかけなかった」

　とキリエは常識的なことを言ったが、本国の計画にはなんと元からそれが含まれていなかった。一日の半分行き来できれば十分で、高級魔道士は空を飛ぶか転移魔法を使えばすむ。橋に費やす時間がもったいない、というのである。

　というより、魔法で浅瀬も渡れないような下級民の都合などはなから思し慮りよの外、というのが神聖帝国上層部の本心だろう。この国では魔法が人間の価値を決める。強大な魔ま力りよくがすなわち権力である。魔力の弱い者は階層の下に押し込められ、魔法をまったく使えない者は奴隷扱あつかいだ。魔力がある分、〈ゴブリン〉のほうが格上かもしれない。

　そのかわり、被ひ征せい服ふく民みんでも魔法の才に目覚めれば成り上がれる。それまでの地位や資産は関係ない。そういう意味では、機会にあふれた国ともいえる。

　ところが最近になってようやく、巨きよ大だいな物を移動させるため浅瀬の埋め立てか架か橋きようが必要になったと、計画の変へん更こうを言い出した。計画責任者は予見の魔法くらい使えないのかとキリエが憤いきどおるのも、無理はない。

　そういう面倒な工事が始まった矢先に、幻影の欺ぎ瞞まんと魔法の結界を突破して、〈シレーン〉が砦の上空に現れたのだった。

　すでに前年コルサコフ号と戦っているキリエ達三騎きは、これをただの怪物が迷い込んだだけ、などという楽観的な見方をしなかった。というより、三人ともニーナを追い回して仕留め損そこねた前歴がある。

「敵に見られたぞ！　追え、報告させるな！」

　もし砦の詳しよう細さいをステパン・ラヴァルスに知られたなら、「神の眼」を使って秘密を暴あばこうとするに違いない。それはなんとしても防がねばなるまい。

　かくしてアイネが追撃に飛び立ったのが、約四刻前。あげくの結果が、これだ。

「案外、竜騎士というのはあてにならんものですな」

　城主の皮肉に、いまは反論もできない。キリエは一言、忠告するのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「あなどるなよ。奴やつ等らはランセン閣下をも倒たおしたのだぞ。そう遠くないうちに、必ずや仕掛けてくる」

「だとしても、問題はありませんな」

　城主は尊大にうそぶいた。

「砦に重じゆう爆ばく竜りゆうが配備されれば、一頭でランセン閣下と竜騎士一個連隊を合わせた以上の戦力になると聞いております。加えて貴公の飛行隊があれば、海賊など恐おそるるに足らず。完成の暁あかつきには、大陸を統すべる中心としてメッサー様をお迎むかえするのが我わが悲願にして大義。それまで邪じや魔まが入らぬよう、よろしくお願いいたしますぞ」

「そんなことは、わかっている」

　キリエは答えながらも、この慢まん心しんがあだにならなければ良いがと心配なあまり、アイネの処しよ遇ぐうは先送りせねばならなかった。







　コルサコフ号は単艦、出撃してニーナを回収していた。もちろんただ待っていたのではない。プローブを追走させて常にニーナと追っ手の様子を監かん視ししていたし、敵があきらめて退たい却きやくしたときの地点も、正確に把は握あくしていた。

　その上で、竜りゆう騎き士しが追ってこられない遠くの海でニーナを収容したのである。

「つーかーれーたーにゃー！」

　甲板につっぷしたニーナを、シェーラが「よしよし、よくやった」とねぎらっている間にも、ステンカはその証言とノーチェの詳細なデータをもとに、「槍」周辺の海図を修正、そして回収ポイントの位置をプロットした。城の見取り図は、ステンカ自身に絵心がないので、ノーチェに頼む。ノーチェは正確な製図マシンでもあった。

「見張り塔とうと城じよう壁へきは普通だけど、尖せん塔とうがなく、曲輪を小さくしてまで天守閣キープ屋上のテラスを広くしてるのは竜騎士を飛ばすためだな。けど、それなら真っ平らにしておいたほうが面積を稼かせげるだろうに、真ん中に穴が空いているのは何な故ぜだ？」

　しかもニーナの証言では、その底が魔力で光っていたという。すると吹き抜けの中に居住区等が収まっているのではなく、おそらくは魔法関係の秘密がまだあるのだろう。

「だから後方の岬に代わりの曲輪が要いるのか？　魔法のことはこれから調べるとして、竜を十騎以上は置けるのは間ま違ちがいない。そこからこの距離まで追ってきた、と」

　竜騎士がどこまで飛べるか、一言で言っても実はいくつもの要素がからむ。片道でよいのか、往復か。荷物はあるのか、騎士だけか。戦う余力が要るのか、要らないのか。

　ニーナを追ってきた竜騎士は何度か炎のブレスを使っているから、戦う余力の最低限は使ったことになる。その上で片道二刻ほどで……五十レグア強を飛んだ。

　コンパスを回した。針先は、対岸の港町よりすこし内陸まで届いた。

「間違いない。あいつら、この海を本格的に取りに来たぞ」

「どういう、ことでしょう」

　ノーチェが訊たずねてきた。後方支し援えん用という触れ込みの人形だから、作戦概がい念ねんは理解できるはずだ。

「あの要よう塞さいに竜騎士を常じよう駐ちゆうさせるだけでも、南北の交通を完全に遮しや断だんできる。ここを通る船は、常に竜騎士の空くう襲しゆうに怯おびえるしかなくなる」

　チョーク・ポイントとはそもそもが、そういうものだ。しかし、船で一日かかる海域を制圧するのに、軍ぐん艦かんでは遅おそすぎる。大たい砲ほうでは届かない。空を飛び船をブレス一発で燃やすことができる竜騎士、それを擁ようする帝国だけが、この世界でその戦略を可能とする。

　いや、竜騎士だけとは限らない。神聖帝国は魔法の王国だ。ランセンのような強力な魔道士があと何人いるか、わからない。

「ノーチェ、この画像から、要塞の高さは計算できるか？」

「算出しました。東岸標準単位換かん算さんで、平均海かい抜ばつ、十九サージェン（約四十ｍ）」

　さすがに早い。ステンカは感心しつつ、さらに計算を命じた。

「その高さから水平線までの距離は、こっちの射程の何倍？」

「五レグア、当艦最大射程に対して約十倍となります」

　と、いうことは。もしもランセン級の攻こう撃げき魔ま法ほうの使い手がそこにいた場合、〈飛竜リンドヴルム〉の攻撃に耐たえられる大型軍艦で攻め寄せてもなお、一方的に撃うたれて終わるわけだ。さりとて陸路で攻めるには地形が険しすぎ、大軍は通れない上に岬みさきのほうにも城壁と曲輪がある。建設支援基地というだけでなく、陸戦では前進堡ほう塁るいとなるだろう。

　普通に考える限り、難なん攻こう不ふ落らくの文字がふさわしい。

「ですが、船を襲おそったそのあと、どうするのでしょう」

「東岸に橋きよう頭とう堡ほを築く、通行料を要求する、他国の海軍を無力化する、南北の国同士の同盟を困難にする。価値はいくらでもある。あいつらに限っての話だけどね」

　ステンカはため息をついた。そんなことになったら、南の海賊と力を合わせることさえできなくなってしまうだろう。

　どうしたらいいのか。それを決めるのは自分ではない、と思っていたが、リャードフの一件が済んで以来、どうもシェーラとの間にぎくしゃくしたものを感じてしまい、込み入った話をしなくなってしまった。

「何故、話さないのですか。指揮官と参さん謀ぼうが作戦の話をするのは職務です。怠おこたってはなりません」

　ノーチェは少し首をかしげたようなあの仕草で聞き返してくる。ステンカは頭をかきむしった。

「それは解ってるんだけど、ほら、その、僕ぼくとシェーラはそんな簡単な関係じゃないっていうか、えーと」

　では、何だと言うのだろう。

　自分で言っていてもわけがわからない。仲間？　それなら皆みな、平等だ。シェーラだけを指す言葉ではない。

　なんと便利でいいかげんな概がい念ねんだろうと、こんなときにどうでもいいことを考えてしまう。「仲間って何ですか」と問うたガングートが、いまならとてつもなく鋭するどかったように思えてしまう。

　今、ステンカの頭の中はそれどころではないのに。

「あたしが、何だって？」

　答えの出ないうちに、シェーラ本人が入ってきてしまった。向こうも、あまり面おも白しろくなさそうな顔をしている。文句があるような、ないような、そんな顔だ。

　ステンカは取り繕つくろうように

「いや、重大な事実がわかったから、作戦会議を招集しようかと思って」

　嘘はついていない。

「集めて、どうするんだ」

「いや、みんなの意見を一応聞いたほうが、こないだみたいなことにはならないかと」

「決まらなかったら、どうするんだよ」

「そのときは、やっぱり、君が決めてくれれば……」

「あたしが、その作戦やだって言ったら、どうする」

　シェーラは久しぶりに、えらく意地の悪いことを言った。ステンカは返事に詰まった。今までは、納なつ得とくのいく理由さえあればシェーラは素直に従った。

　いやまて、今、なんて？　意識のどこかに「従える」という気持ちがあったのか？

　見透かしたようなシェーラの言葉が続く。

「困るくらいなら、お前が決めちまえ」

「なんで」

「あたしの意見なんか、はなから入れないんだろ。結局、あたしらはお前の作戦に従うしかない。敵がどこで何やってるのか、こっちには見えないから、信じるしかないもんな。なに、みんな、言うことを聞くさ。さすがに頭も肝きもも冷えただろ」

「それじゃまるで、君の船団じゃないみたいだ」

「そうだな、やっぱりあのとき、無理にでもお前に勝ち名乗りを上げさせれば良かったよ」

　シェーラが言ってるのは、ランセンを倒したときのことだろうか。あのときの気持ちが変わったつもりはない。

　軍師として、シェーラを海賊勇士にして、帝国を海から追い出す。ほかに何が要るだろうか。

　けれど実際今一番気がかりなのは、それとは別の、もう終わったはずのことなのだ。

「怖こわいのか、今いま更さら」

　シェーラの口から、意外な言葉が出た。

「今更、失う者が増えて、その上無くしたものまで出てきたから、また無くすのが怖くて、だれかに代わってほしいんじゃないだろうな。ヘタレてんじゃねーぞ」

　まったく意外であったにもかかわらず、その指摘は外れていないような気がした。

「そういうところが……何で君には解るのかな。僕には全然だよ。敵の位置や地形がいくらよく見えても、君の考えてることは解らない」

「解らないわけがあるか。敵の考えてることは読めるくせに、お前ってやつは、お前ってやつはああああー！」

　シェーラはさっきまでの皮肉めいた口調から一転していつものように顔を真っ赤にして、しかしいつものように殴りかからず、ぷいと後ろを向いて出て行ってしまった。

「ちょ、ちょっと、海を見てくる。作戦が決まったら、また呼んでくれ」

　こういうときのシェーラを、ステンカは普ふ段だんなら、妙みように可愛いと思っているのだが、言ったことは無い。今日に限れば、そんな気分でもなかった。

　彼かの女じよの指摘は正しいかもしれない。無くしたはずのものが戻もどってくるかもしれない、という思いと、よく解らない理由で過度に守られているという重圧が、思い切った作戦を考えることを阻んでいるのだ。

「……ラスラーン隊長というのが、本当にあいつのことなら、助けになってくれてもいいのにな」

　敵船上に一いつ瞬しゆんだけ見えたあの人ひと影かげが、脳のう裏りにこびりついて離はなれない。




　そのころ、甲板上では船ふな縁べりを叩いて全身でなにかを悔やんでいるシェーラの姿が海かい賊ぞく達たちに目もく撃げきされていたのだが、ステンカは見ていなかった。

　見える物と、見えない物のほかに、見てはいけない物もあるのだということを、ステンカは必要以上に知ってしまっていた。







　手をこまねいていれば、「グリプスシャンツェ」の要塞が完成してしまう。攻略するにしても、名案もなければ戦力も足りない。さりとて、無理なことをして仲間に犠ぎ牲せいを出すわけにもいかない。なにより、内部にどんな魔ま法ほうの秘密があるのか、空中からの偵てい察さつだけでは解らないのだ。プローブを潜入させるにも、魔ま法ほう使つかいだらけの敵地では、感知されるおそれがある。

　そうなると、一番確実な情報収集手段は古典的だが、こちらも密偵を放つことだ。

「大先生、ひとつ骨を折ってもらえないかな」

　ステンカは提案した。襲しゆう撃げき予定の航路は、敵が奴隷を、つまり外から人間を送りこんでいるルートなのだ。密偵を紛れ込ませるなら、一番確実だろう。

　むろんパルナッスムは「わしが？」と露ろ骨こつに嫌な顔をしたが、敵に顔を知られている有名人ではまずいし、魔法のことも解る人材でなければ役に立たないのだ。

「に、逃にげ回まわることを考えたら、カレルのほうが適任ではないかのう。わしは作りたい武器があるし。いずれにしろ、やるなら的確なフォローが必要じゃぞ」

「もちろん、空振りはさせないし、脱だつ出しゆつの策も考えるさ」

　だがそうなると、敵船の出港を監視して襲撃のタイミングをはからねばなるまい。それは簡単だ。「神の眼」で港を見張ればよい。

　そう、あの、かつて暮らした故郷が様変わりした姿を、遠くからずっと眺ながめ続けるという作業をやらなければならないのだ。

　それを厭う余裕がないのは解っているが、知った顔が一人もおらず、軍船で埋め尽くされているのを確かめるのはやはり、辛かった。

　宝探しに出かけるときいつも渡っていた桟さん橋ばしは新しく作り替えられ、残っていなかった。なにより、自分の家が接収されて敵兵が出入りしているのを見れば、涙があふれるのを止められなかった。今ならラスラーンの気持ちも分かる。すぐにでも踏み込んで、取り戻したいと思える。けれど、それは出来ないのだ。




　シェーラの故郷はどうなっているのだろう。もしかしたら同じようなことになっているのではないかと、ステンカは今になって思った。







第五章　旧友







　結局、密偵役に選ばれたのはエルフのカレルだった。美しすぎる顔をメイクでごまかし、魔力を呪符で隠かくし、奴隷らしいぼろを纏う。彼を乗せたバラキレフ号は、竜騎士がおらず、しかし護衛の軍船はいるという時を見計らって敵輸送船団を襲撃した。不自然に見えないぎりぎりのところ、しかも反撃で沈められなくてすむ程度のところで、襲撃に失敗したふりを装ってカレルを紛れ込ませるためだ。

　バックアップに監視プローブ一つと〈海トカゲ竜〉〈ルサルカ〉の潜水隊をひとつ付けておいたが、潜入は成功した。カレルを乗せた敵船は何も気づかぬまま、偽の霧きりにまぎれて「グリプスシャンツェ」に近づいていった。

　事前の偵察どおり、船着き場は小さなものが岬と城門前にあるだけ。

　カレルはほかの、西岸から集められたとおぼしき雑多な人々に混じって一夜を岬の洞どう窟くつで過ごした。彼等が顔見知り同士だったら、すぐに余所ものとばれてしまう。その危険を避さけるため、その夜のうちに帝国の歩哨を一人始末して、衣服を奪うばい、すり替わる。

　島に渡れたのは翌早朝だった。まだ橋が未完成なため、大量の労働力を移動させるには引き潮を待って砂州をわたらねばならない。ここまでは推測どおりだった。

　門番のほかに魔法使いがいて、魔法で荷物などを見通しているらしい。奴隷にまぎれていたらエルフだとばれてしまっただろう。だが、帝国兵なら、魔力を帯びていても不自然ではない。

　要塞のつくりは石と木で、城壁の裏側には砲台があり、警備兵が外を見張っている。天守閣は四本の塔を束ね、その上に例の広大なテラスが載っているようだ。見上げるとちょうど、一騎の竜騎士が屋上に降り立つところだった。発着場なのも、間違いない。

　すると、真ん中の吹き抜けはいよいよ不自然だった。上り下りするだけなら、塔の内側に螺旋階段があるのが普ふ通つうだ。それを使えばいい。

　観察していると、監督官らしい士官が全員に怒ど鳴なった。

「奴隷を二隊に分ける。第一分隊、橋の建設。第二分隊は地下の工事だ」

　カレルはとっさに、地下に向かう部隊について、不本意ながらに人々を追い立てた。

　地下は暗かったが、妖精は夜目がきく。だいたいの構造は、松明がなくても見えた。

　中心の吹き抜けはただの縦穴ではなく、上下に何かを送るための配管のようだ。上り下りには別の階段を使わされたので、あれはやはり、何か別のものだ。

　途と中ちゆうの広く作られた階層では、下から次々と〈ゴブリン〉や獣頭の巨人が上がってきて、武器と鎧よろいを受け取っていた。ということは、下に召しよう喚かんの魔ま法ほう陣じんがあるのだろうか。ニーナが見たのはその光かもしれない。カレルも、増大していく周辺の魔力に身震いした。

　そして最下層に達たつしたとき、カレルは見た。たしかに、大広間の真ん中に巨大な魔法陣が広がり、その上に、吸い込み口のようなものが口を開けていた。傍らには何人かの高位の魔法使いがいる。新たに一人の魔法使いが光の中から現れると、入いれ替かわりにさっきまで印を結んでいた者が入って、消えた。転送しているのは確かだ。

　新たに現れた魔道士を握手で迎えたのは、飛行用の鎧を身につけた竜騎士だった。

　二人の会話を、カレルは奴隷にむち打つふりをしながら盗ぬすみ聞ぎきした。どうやら二人の間では、転移魔法の使い方について意見が食い違っているようだ。

「完成まで、輸送はこの陣による転送魔法に切り替えたい。そのほうが海賊に襲われずにすむ」と、竜騎士は言っているようだった。対する魔道士のほうは「本来の目的は魔力を吸い上げ、上の新兵器に送るものだ。転送に使うのは本末転倒だ」と答えた。

「新兵器？」

　聞き捨てならないとばかりに、カレルはいよいよ聞き耳を立てた。だが、態度が不自然だったか、鞭が本気でないのがまずかったか、別の警備兵に見とがめられてしまった。

「そこのお前、奴隷を怠けさせるな……む、貴様、見ない顔だな」

「ちっ、もうバレたか」

　カレルはその兵をすばやく蹴りつけると、ただちに逃げ出した。

　警報の銅鑼が打ち鳴らされた。さっきの魔ま物もの兵達の間を突破するのは無理と判断し、カレルは吹き抜けの壁かべをよじ登って迂う回かいすることにした。エルフだけに、軽々と地上まで登り切り、狭い曲輪に飛びだすまでもあっという間。だが、見つかるのもすぐだった。天守の銃じゆう眼がんから狙い撃たれ、カレルはとっさに城門へと走った。帝国兵と〈ゴブリン〉が行く手を遮るが、まともに相手をせず、跳ちよう躍やくして頭上を跳とび越こえた。

「どうせ逃げられはせんぞ、観念しろ」

　背後と前方の両方から言われるとおり、城門から飛びだしても、未完成の橋と砂州一本。岬からも敵兵が渡ってきていた。どちらに進んでも逃げ場はないように見える。

　カレルは砂州に飛び降りた。挟み撃ちは必至だ。しかし、カレルは慌あわてていなかった。次の瞬しゆん間かん――

　寄せる波の中から、青い巨きよ体たいが飛びだし、カレルの背後に着地した。帝国兵がおののく。それは凶暴ということになっている巨人、〈トロル〉だった。しかも手には特大の槌つち矛ほこを持ち、いきなり追手の帝国兵をなぎ倒した。

　前方の敵に対しては、やはり海から飛びだした〈海トカゲ竜〉が食いついた。先頭の中級魔道士は真っ二つに咬み切られ、のたうつ尻尾しつぽが兵をなぎ倒す。

　安あん堵どのため息をついたカレルの隣には、透けた女の姿をした〈ルサルカ〉が寄り添った。

「帰るのね。もう帰るのね」

「予定よりだいぶ早いけどね」

　カレルが苦く笑しようすると、〈ルサルカ〉も妖艶に笑って、彼を波間へと引きずり込んでしまった。

「あっ、待て！」

　なおも追撃しようとする魔法使いに、別の〈ルサルカ〉が後ろから抱きつく。

「だめ。あなたはこっち。あなたはこっちよ」

「だまれ、死霊の分際で！」

　魔法使いが退魔の印を切ると、〈ルサルカ〉は悲鳴を上げてあえなく消滅した。それが引き金となったか、二頭の怪物も撤てつ退たいにかかった。トカゲが四本の足で反転する間に、〈トロル〉は橋げたを壊して、トカゲの背に飛び乗った。

　次の波に合わせて、怪物達は水中へと消え去った。上空に竜騎士が到着したのは、すべてが終わった後だった。




　密偵の侵しん入にゆうを許したことは、帝国軍内で大問題となった。しかし、キリエはひとつの疑問を持った。そして本国の総主教と急ぎ連れん絡らくをとった。

「『神の眼』とはいかなる力なのですか。世界のすべてが見えるのではなかったのですか」

　エルフと怪物を送りこんできたからには、あれはステパン・ラヴァルスの差し金に違いない。だが、何でも見えるなら、密偵を使う理由がない。

　総主教は、そのこと自体には答えてくれなかった。

「見えるということと、解るということと、それで何ができるかは別のこと。才覚そのものは、どうにかしてくれるわけではない。そやつに我らほどの才覚があるか、メッサー様は案じておられる」

「あの、鍵の少年次し第だい、ということで……？」

　キリエは釈然としない物を覚えた。いまの段階で言えることはただひとつ。

　ステパン・ラヴァルスはランセンの攻こう撃げき力りよくに勝ったのではなく、知略で勝った。冬季攻略隊も罠わなに落ちて壊かい滅めつした。おそらくここの城主も、奴やつをしのぐことはないだろう。

「密偵を放つということは、何かを理解して、力を使い分けているのか。だが、その程度を防げぬとあれば、この城は持たぬな」

　額に冷や汗が浮うかぶのを、キリエは自覚した。

「しかし、あの若さでこれだけのことを考えて、やつの心身は保つのか？」

　もしつけ込む隙すきがあるとしたら、そこしかないように、キリエには思えた。







　キリエからどう評価されているにせよ、ステンカ自身がかなり、限界に近かったことは間違いない。しかもその精神力の全すべてが、冷静に作戦のためだけに使われているわけではなかった。

　情報の処理能力をノーチェに肩代わりしてもらったところで、その意味を判断し、作戦にするのはステンカ自身である。加えて、軍事のことも魔法のこともきちんと学んだことはない。漁や宝探しの論法から、ひたすら、相手の意表をつこうとしているだけなのだ。だから、いつもうまくいくとは限らない。

「地下のことは解ったけど、ちょっと撤収が早すぎたかな。新兵器って何だ……？」

　ステンカもまた、額に汗を浮かべていた。ただの冷や汗ではない。

「ステンカ様、体温が上昇しています。指揮の一時中止と休息を勧告します」

　ノーチェの言葉が淡たん々たんとしているので、ステンカはそこに、あまり緊きん急きゆう性を見いださなかった。それよりも、カレルが持ち帰った情報の意味を考える。その新兵器のことが解らなかったばかりに全ぜん滅めつ、なんてことになったら、耐えられない。

　けれど同時に、いつも考え続けていることが別にあって……

　そんなとき、ただでさえ忙しいのに、珍めずらしくシェーラではなく、副長以下の海賊達がどやどやと士官室に押しかけてきた。しかも、皆、不機嫌というか、不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしていた。リャードフの件はとっくに決着がついたのに、と思ったら、皆コルサコフ号の乗組員だった。事情はすぐに、解ったと言えば解った。副長がステンカの襟元を掴み上げてどやしたのである。

「てめえ、お頭かしらに何をしやがった」

「え、いや、僕は何もした覚えはないけど」

　もちろん嘘をついたつもりはないが、いささか気まずい。当然、そんな答えで副長は納得しなかった。

「何にも無くて、お嬢じようがあんなになるわけあるかッ！　俺おれ達はなあ、お前が、お嬢の助けになってくれると思ったから命預けてるんだぞ」

　まったく、そのとおりだと思ったから、リーダーはあくまでシェーラで、自分はただの裏方で、でも彼女には見えない物が見えてしまうからいろいろ考えて、見えてない人に反対されても困っちゃって、霊れい達は自分についてきて、龍りゆうの運命の人で……

　あれ？　「あんなに」って、シェーラがどうしてるって？

　ステンカは、「神の眼」を使って彼女の姿を探そうとした。その瞬間、別のプローブが予期せぬ映像を送りこんできた。

　闇やみ、夜の大地、突如ふくれあがる巨大な火球。町ひとつを呑み込んで燃え上がるそれが映し出す、巨大な竜の姿――なんだこれは、なんだこれは、一体どこだ!?

　ただでさえ複数の作戦経過をモニター中だったステンカの視界は、飽ほう和わしたように突如、真っ暗になった。

　ステンカは、自分のほうが糸の切れた人形のように、ノーチェの腕うでの中に倒れた。




　船長室に寝かされたステンカの傍らには、ノーチェだけが付き添っているはずだった。しかしいつの間にか一人増えていた。

　シェーラがすぐ横の椅子に座って、ステンカの寝顔を眺めて、眉をひそめている。

「ここは私とアデライードがいれば何とかなります」

　まるで追い出そうとしているかのようなノーチェの言葉に、シェーラは不愉快そうに応えた。
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「もともとはあたしの部屋だし、こいつが倒れちゃった以上、作戦は中止か、お前に聞いてあたしが代行するかどっちかだ。ここにいなきゃ話にならん」

　と言いながら、シェーラはたまにステンカの額に手を当て、のせられた布を桶の水に浸して絞り取り替えている。はたからはどう見てもかいがいしく看病しているようにしか見えないが、本人は否定する。

「で、こいつは一体どうしてこんなことになったんだ？」

「情報処理の負ふ荷かが脳の許容量を超こえました。並列処理をループ思考が阻害していたようです」

「……わかりやすく言うと？」

「――ものすごい知恵熱……では、少々、違います、か？」

「子供か！」

　そう言われても、そのとおりとしか言い様がなかったろう。いつの間にか帝てい国こく軍を手玉に取り海かい賊ぞくをまとめ上げてしまっているが、普通なら、騎士の家に生まれていてもやっと初陣かそこらという歳なのだ。

　もちろんシェーラ自身もそうなのだが。

「……まあ、大人じゃあないよな」

　自責にも聞こえる声で、シェーラは認めた。

「なんでまた、そんなに抱え込むかね」

　シェーラが呆れたようにつぶやくと、ノーチェはまるで聞きとがめたように指し摘てきした。

「先日、全責任をステンカ様に押しつけたのは貴女です、船長」

「何だと？」

「作戦会議での発言を忘れたとは言わせません。たしかにステンカ様はラヴァルス家付き錬れん金きん術じゆつ工こう房ぼうの正統後こう継けい者しやであらせられます。したがいまして責任者と認められることに異存はありません。しかし貴女はその門番にすぎないとしても、相応の責務を分担し主人を助ける必然があります」

　聞いているシェーラの表情がくるくるとめまぐるしく変わった。たしかに、「お前が決めちまえ」とぶん投げたのは事実。そのあと後悔もしていた。だが素す直なおにそれを認めるつもりもないようだ。少なくとも、ノーチェに対しては。

「ちょ、ちょっと待て、いつからこいつがあたしの主人になったってー!?」

　シェーラの顔は最終的には真っ赤だった。ノーチェは首をかしげた。

「身分証の鑑定結果としてそのようにお伝えしたはずです」

「認めてないだろ、肝かん心じんのあたしが！」

　とりつく島もなさそうなノーチェの態度に、いよいよシェーラが激高しだしたとき、さらに話をややこしくする第三の少女が現れた。

　もちろん、ガングートのアバターである。

「ああっ、どうしてこんなことに！　あなた達が付いていながら一体なにをしていたのですかー、人間さんはとてもか弱いんですよ！」

「そっちも待てえい！　あたしだって人間だぞ」

「そうでしたっけー、でもそれなら、どーしてステンカさんだけ、こんなことになってるんですかー、私とお人形さんが出かけてるとき、一いつ緒しよにいたのはあなたですよねー!?」

「いたから何だよ」

「あなたのせいでこうなったというなら、私が一緒のほうが良かったですよー！」

　ガングートの反論はある意味で残酷にさえ聞こえた。シェーラはぐっと言葉を呑み込んで耐えようとしていたのだろう、だが、我慢の限界はすぐに来た。

「ざけんなー、あたしだってそんなつもりはなかったさ。そうとも、お前等らがいない間、あたしは一緒だった、嬉うれしかったぞ、うらやましいか」

「だったら最初からそう言えばよいのですー、でも独ひとり占じめは許さないから同じですけどー！」

「ぼっちで平気な〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉サマがいつからそんなに欲張りになった？　けど残念だったな、こいつは、こいつは勝手になんだかすごくなっちゃって、もう、お前のもんだとかあたしのもんだとか、言えなくなっちまってんだよーっ！」

　叫さけんでしまってから、シェーラはふと我に返った。あきらかに、今、自分が言ったことを今になって理解したという顔だ。いつもより赤い。諸しよ侯こう軍の赤龍旗よりもいっそ赤かった。そこにノーチェが、今いま更さら他人事のようにぼそりと忠告した。

「病人が寝ているので、お静かに願います」

「……いや、そんだけよく寝てたら聞こえない、だろ？」

「イズデリエ・システム、通つう称しよう『神の眼』によるデータリンクは、睡眠中でも一部有効であり、レム睡眠から覚醒状態にかけては認にん識しき可能です。わかりやすく言うと」

　ノーチェの説明の途中で、突とつ然ぜん、ステンカが大きなあくびとともに目覚めた。びくつく二人と冷静な一体を寝ぼけ眼で見回して、ステンカは暢気にも言った。

「あれ、夢の続きだ。じゃあ、まだ夢か」

「て、ことは、今のも全部……」

　シェーラが震え始めたとき、最後のとどめに、片手鍋をたずさえたアデライードが入ってきた。

「提てい督とく少年よー、起きたー？　蕎麦粥作ったけど食べられる？」

　いつの間にか皮肉を込めて定着し始めたあだ名を呼んだ後、アデライードは室内の様子を見回して呆れたように肩をすくめた。

「あのですね、船長までが病人のいるとこで何やってんです？」

「わ、わわわ解ってる、すぐ出て行く、出て行くから気にするなーっ！」

「わ、私もおいとまするですーっ」

　何かをごまかすように、二人はその場から姿を消そうとした。

　ステンカは目をこすりながら、ようやく夢では無いことに気づいたらしく、その後ろ姿を見て

「待って」

　と、シェーラを呼び止めた。振り向くときのシェーラの挙動はあきらかにぎこちなく、不審であった。

「も、もしかして、聞こえてた？」

「何を？」

　ステンカの答えはなんともとぼけていた。

「それより、ようやく考えがまとまったんで、聞いてほしいんだけど」

「はいっ、なんでしょう」

　妙に丁寧なシェーラの答えにステンカはなおも怪け訝げんそうな顔をしていたが、かまわず続けた。

「新しい情報が入った。もはや僕らの手に余る事態になったようだ。どうしても味方を増やさねばならない。そこでだ、いちかばちかボレロフ伯はく爵しやくと一度会ってみようと思うんだ。君はその人を知っている風だったから。どうかな」

「なんだ、作戦の話かよ……」

　何を期待していたのか、シェーラはがっくりとうなだれた。

「ソウデスネ、捕ほ虜りよもなんとかしたいデスネ。いいよ、北に向かおう。けど」

　気を取り直したか背筋を伸のばしたシェーラは、びしっとステンカを指さした。

「船長として、やれることはやる。だけど、伯爵を説得するのはお前だ、いいな？」

「わ、解ったよ」

「うん、解ればいいんだ、解れば」

　シェーラもうなずいた。とにかく、ループからは脱出したらしい。行き先さえ見えれば、船長は舵を取れる。







　帝国軍の狙ねらいが要塞建設であるということは、ボレロフ艦かん隊たい司令部でもほぼ、つかんでいた。リューシカの証言をとっかかりにして、ラスラーンの推論を裏付ける証言が集められ、対策会議にかけられた。

　意外なところで役に立ったのは、あの海かい賊ぞく船長ドラティであった。

「『グリプスシャンツェ』ってのはあれよ、お前等が槍やりの穂ほ先さきっていってる島のことを、うちの田舎いなかじゃそう呼ぶのさ。本当にグリペンが住んでるかどうかまでは知らないがね」

　どうやらそれが内陸に伝わる際に、海のどこか、とあいまいになったらしい。しかも、名前がついたのは、案外新しく、せいぜい数百年前だという。

「ラヴァルス侯滅亡のころ、か」

　なにか関係があるのか、ラスラーンにはわからなかった。ボレロフはその点は気にするなと、キージェの顔色をうかがいながら言った。アレコ家としては触れて欲ほしくないのかもしれない。ラスラーンは納得しておいた。それより、そんなところに要塞を作ってどうするのか、ボレロフ領の安全と関係があるのか。

　岬の要塞、ならばボレロフ領にもある。これは湾わんの出入り口を見張り、伯領本土を守るためのものだ。しかし「勇士の槍」の先せん端たんは、どこの湾にも被さっていない。

「交易船の目撃情報によれば、灯台を作っているらしいとの報告があります」

「なんだ、奴やつ等らも案外親切だな」

　ガスパルは拍ひよう子し抜けしたように言ったが、ラスラーンははなから信じなかった。

「奴等がそんな親切なものか。むしろ対岸を攻める拠点かもしれない」

「届かねえだろ。それに東岸に手を掛けたら、いよいよ連合と戦争だぞ」

「連合が怖ければ最初から〈大内海〉まで来ない。一度はメッサー自身が出張ってきたくらいだ、いざとなったらゼメーヴィチとだってやるだろうさ」

　ラスラーンの言葉にキージェがピクリと反応すると、それを察したかのようにガスパルが問い返してきた。

「ほう、見たのかよ、どこでだ」

　しまった、とラスラーンは思った。どこでメッサーを目撃したか話せば、ラスラーンの出身もばれてしまう。「ラヴァルスの落人おちゆうど村」のことは教えるわけにはいかない。喉のどがごくりと鳴るのが、自分でも気になった。

「いずれにしろ、直接我わが領地と関係はなさそうではないですか。もし連合全体の問題になるなら、そのときはアレコ家が動員令を出すでしょうし、まずはあちらに具ぐ申しんして様子見、ということにしては」

　幕僚達は、無難な結論を出して、判断を上位のものに預けたがった。それは、今のメッサーを見た話もこみで面めん倒どうを丸投げしたい、ということだろうか。ラスラーンとしては困るが、ボレロフさえも「ここは、それしかないか」とため息をついた。

　そのとき館に伝令が駆け込んできた。相当に慌てている様子で、息が上がっている。

「伯爵に報告、要よう塞さいの射程外より、か、海賊船が侵入してきました！」

「なんだと、何なん隻せきだ。こちらもただちに出港の用意。海兵隊は陸戦に備えよ！」

　ボレロフの判断は素早かった。いまから切り込み隊を乗せていたのでは間に合わない。砲ほう戦せんで撃げき退たいをはかり、万が一敗れたら上陸してきた敵を海兵隊で迎え撃つという二段構えの防衛作戦だ。むろん、ラスラーンも席を立った。ある意味、海賊に救われたとも言えるのが、しゃくではあったが。

　沖おきのほうから、砲声が轟いてきた。まだ遠いが、早くも要塞か警けい備び艦かんとの間で砲戦が始まったのかもしれない。

　ところが、次の伝令は意外なことを伝えた。

「海賊船は、礼砲を撃ってから侵入してきます。白旗を揚げております」

「どういうことだ。どこの船かわかるか」

　ボレロフの問いに、二人目の伝令ははっきりと答えた。

「一隻せき、コルサコフ号と確かく認にんしました」

　ラスラーンの身に衝しよう撃げきが走った。あれほど追い求めて届かなかった敵が、あっさりと白旗を揚げてやってくるとは、どういうことかと。

「……使いの船を出せ。海兵隊は完全装備で港に集結。町人は家から出すな。まだ、終わったわけではないぞ」

　伯爵の言うとおりだ。ラスラーンはあらためて武器庫へと向かった。

　もしもあの赤目の男が降りてきたら、斬る。その機会が向こうからやって来たのだ。

　そのとき、同じく準備中のガスパルが話しかけてきた。

「お前にかかわってるヒマはない」

「そう言うな。提案なんだけどよ。お前も、海賊に土踏ませたくないだろ？」

　その男が言うことにしては珍しく、それは魅力的な提案に聞こえた。




　ボレロフが船を用意するより先に、コルサコフ号からはいち早く軍使の白旗を立てた短たん艇ていが下ろされていた。

　海兵隊が整列し、合図一つで長銃マスケツトの一いつ斉せい射しや撃げきを食らわせられる態勢をとって出で迎むかえる中、艇は悠ゆう々ゆうと船着き場に乗り込んでゆく。

　艇には、漕ぎ手のほかには二人分の姿しかない。

　港の主が発はつ砲ぽうを止めさせている前で、海賊の軍使はいかにも堂々と船着き場に上がってきて、名乗りを上げた。

「コルサコフ号のカピタン・シェーラ、ボレロフ伯爵に話があって参上した。伯爵はおられるか」

　男装の美少女から放たれた高く通る声に、海兵隊員達からもどよめきが起こった。噂うわさは知られていても、本物のシェーラを見たことがあるものは少ない。

　シェーラのほうも、居並ぶ兵達をぐるりと見渡して、誰だれかを探しているようだった。その視線がさまよっているうちに、ボレロフが自ら名乗り出た。

「余がこの港の領主ボレロフだ。貴公はもしや――」

　ボレロフは何かに思い当たったかのように言葉を切ったが、すぐに言い直した。

「海賊がいったい何の用か。観念して首を差し出しに来たか」

　丁寧ながらも、あくまで威い厳げんと法に則る立場を崩くずさない。シェーラは、スカートをつまむのではなく――そもそも穿いていない――騎き士しのようにうやうやしく礼をしながら

「あくまで、お話があってのこと。捕まるつもりも、一戦交えるつもりもありません。まずは二点。一つ目は捕虜の交換。先にこちらで捕とらえたクラウディオ号の乗員をお連れしたので、そちらに捕つかまっている海賊を引き渡していただきたい」

「なるほど、しかし、わざわざ出向いてくるほどの用件とも思えぬ」

「二つ目は、お願いというよりは提案です。聞き逃すとそちらの国が大変なことになるそうで。難しくて私の口からは伝えきれませんが……さしあたり、ラヴァルス家を名乗る者が上陸しても危害を加えないことを、約束していただけますか？」

　シェーラの物腰はあくまで丁重だったが、有無を言わさぬ態度でもあった。ざわめきが広がる。「大変なこと」と、禁忌の名とがセットなのだ、当然だろう。

「許さぬ、と言ったら？」

「捕虜の処しよ遇ぐうを保証しかねます。もっとも彼かれに言わせれば、それ以上に損をするのはそちらだということになりますが」

「なりませぬ。ゼメーヴィチ様にとってラヴァルスは忌まわしい背教者」

　キージェが横からボレロフに忠告するが、ボレロフは無視した。

「どうせ本物ではあるまい。もしもの時になったら討ち取ればよい――よかろう、船長の申し出を受ける」

「ご配はい慮りよ感謝します。では、うちの提督を紹介しますので、しばしお待ちを」

　シェーラが合図をするのを確かめて、ようやく、ステンカは艇から立ち上がった。

「よしてくれ、その呼び方は。軍師とか参さん謀ぼうとか、もっと適切なのがあるだろう」

　言いながらも眼帯を外し、赤い瞳ひとみを見せつけながら船着き場に上がる。リャードフにしろシェーラにしろ、絶対に嫌いや味みか皮肉で言っているに違ちがいないと、ステンカ自身は今でもそう思っている。

「いったい、どっちなんだね」

　ボレロフも呆れたことだろう。ステンカはその前に進み出て、シェーラや副長に教わったとおりになんとか礼をこなした。

「ステパン・ラヴァルスであります、伯爵。本日は海賊としてではなく、〈大内海〉に生きる者として重大な忠告に参りました。それから」

　ステンカは迷うことなく、兵が居並ぶよりもずっと後ろの柱を見上げて指さした。

「あそこに隠れている弓兵にも、撃うつなと言ってやってくれませんかね」

　ボレロフが驚おどろいて振り返ると、柱の陰かげから身を乗り出して唖あ然ぜんとしている海兵将校がたしかにいた。ガスパルだ。

「なんでわかった!?」

　本気で驚いているようだが、それに対するボレロフの態度も

「貴公、何をやっとる！」

　と、かなり本気であった。伏兵を忍ばせたつもりはないらしい。功を焦った一部の独断専行ということだろう。

　それが一人では無かった。一同の注意がガスパルに集まっているその隙をついて、もう一人が戦せん斧ぷを振りかざして突っ込んできたのだ。

　完全な不意打ちになるはずだった。にもかかわらず、ステンカは後ろに目がついているかのようにその一いち撃げきをさらりと躱し、ベルトから抜ぬいた短銃ピストルを襲撃者の眼前に突きつけた。相手の顔も固まったが、ステンカ自身の表情も、すでに、驚きに凍こおり付ついていた。

「ラスラーン、なのか？」

　あのときの人ひと影かげも、捕虜が告げた名も、人違いではなかった！

「……何な故ぜ、俺の名を知っている」

　ラスラーンの返事は、ステンカにとってさらに衝撃的だった。斧おのが切り返して振り抜かれ、ステンカはバックステップで避ける。

「ちょ、僕ぼくを忘れたのか」

　本人同士なら、喜びの再会となってしかるべきだと、ステンカは直前まで思っていた。だが、ラスラーンの返答は失念していたことを思い出させた。

「俺に、赤目の知り合いなどいない！」

　それは、そのとおりだ。ステンカの瞳は生き別れとなった後に変へん貌ぼうしたのだから、ラスラーンが知らないのは当然だろう。焼き付けるときノーチェに念を押されたはずだ。不可逆の変化をもたらし、不都合が報告されていると。こういう意味は、ノーチェにも予見されていなかったと思われるが。

「待て、話を聞け！」

「うるさい、死ね偽物！」

　ラスラーンが斧を構え直して、再び振り上げる。それと同時に、海の上でも、水面を割って巨きよ大だいな剣けんが振り上げられた。

　差し渡しだけで、そのへんのガレー船より長い。武器として見れば、旗き艦かんさえも一刀両断にできそうだ。

　さすがにラスラーンの手も止まって、そちらを振り向いた。

「〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉、か」

「そうだ。僕らに何かあった場合、この港の船をすべて破は壊かいすることになってる」

　仕掛けをほどこした海賊の側だけが、落ち着き払はらっていた。勇ゆう猛もうな海兵隊でさえおののいて一歩退き、キージェはボレロフの肩にすがりついて、眼鏡がずり下がっていた。

「退け、ラスラーン。その者の上陸を許したのは余だ。この顔に泥を塗る気か」

　ボレロフが観念したように一喝した。ラスラーンはしぶしぶと、戦斧を下ろし、地面に投げ出した。だが、ステンカを睨にらみつける目はなにも納なつ得とくしていない。

　こっそり、キージェが舌打ちしたのに気づいた者は何人いただろうか。




　ボレロフとの面会を果たしたステンカは、とるものもとりあえず作戦会議の招集を求めた。

「〈大内海〉全体の危機というのは事実で、卿けいも確実に窮きゆう地ちに立たされるでしょう。ゆえに、内海でもっとも強力な海軍を持つこちらに力を貸していただくほかないのです」

「いきなりだな。歓迎の宴まで設けるつもりはなかったが、世の中には礼れい儀ぎと手続きというものがあるのだ、そうでなければ国は動かせぬ」

　ボレロフは痛いことを言ってきた。

「なにより、それほどの大事ならば責任を持って言ってもらわねばならん。海賊船団、全軍の指揮を執っている責任者はどちらなのか」

　相手がそこを気にするのは当然であった。ステンカはまだ納得できていないが、シェーラはさっさと無言でステンカを指したので、諦あきらめて手を上げるほかない。さすがに緊きん張ちようする。アレコ大公家に与くみする、という点をさっ引いても、ステンカは伯爵などという地位の人物とまともに話したことはないのだ。当然、作法など知らない。そんなことでへそを曲げられても困るが、シェーラが代わってくれる理由にはならないらしかった。

　ボレロフはそれ以上問わず、幕僚を招集してくれた。ステンカはほっとして、説明を始めた。ステンカが強調したのは、帝国軍の要塞が、すべての沿岸諸国にとって致ち命めい的てきとなるということであった。主導権を握にぎるため、精密に書き直された海図を広げて語る。

「神聖帝国はこの要塞を拠点に、竜りゆう騎き士しと魔ま法ほうの新兵器をもって〈大内海〉の制圧に乗り出すつもりです。海を渡るものすべてが彼かれ等らに脅かされ、沿岸諸国は座して死を待つのみとなる。今のうちに叩いておかねば。そのために大だい艦かん隊たいが必要なのです！」

　ボレロフにとっても他人事では無いのだ、と思ってもらえないと、会談そのものを中断される恐おそれもあった。いかにガングートを脅おどしに使ったとはいえ、一国の領主をそれだけで屈服させられるとも思えないし、その気もないのだ。

　竜騎士の戦せん闘とう行動半径、そして町をも焼く新兵器……事実を明かすごとに、どよめきが起きた。伯軍では知り得ない情報だったようだ。ボレロフも真剣に聞いていた。ただし、時折値踏みするようにステンカを見る。

「どうやって、これだけのことが解ったのかね？」

　当然の質問にも、ステンカはつとめて平然と答えた。

「先ほどの件で、私にはなんでも見えるのだと示したはずです」

　自らの赤い瞳を指して見せる。もはや誰もが、唸うなるほかなくなったようだ。

「よろしい、信じよう。だが、いますこし検討の時間をもらいたい」

　ようやく、ボレロフはそう言ってくれたが、ステンカとしてはあまり時間がないことを念押ししておかねばならなかった。要塞に新兵器が配備されたら、おしまいだ。

　最後に、ボレロフは人払いをしてから作戦とは関係なさそうなことを聞いてきた。

「先刻、君を襲おそった海兵隊員だが、厳罰を科しておくべきかな」

「いえ……寛大な措置をお願いします」

「ふうむ。顔見知りのようでもあったが？」

「それは、その」

「ところで君はラヴァルスの名を名乗っているというが、本当に末まつ裔えいなのかね」

　ステンカはボレロフの問いの真意をはかりかねた。ただ一つだけ気づいたのは、ここでうかつに認めてしまうと、ラスラーンの立場が危ない、ということだ。

「そのへんは詮せん索さくされても困ります。自分でも、すべてが解っているわけではないので。なにしろまあ、いろいろと、伝説の彼方かなたですからね」

「そうかね。そういうことなら、まあ、仕方が無いな」

　気を悪くするかと思われたボレロフは、なにやら含ふくみのありそうな態度で今度こそ席を立ったのであった。




　結論に関係なく、捕虜の交換は成立することになった。誠意の証といえば聞こえは良いが、海賊側としては交こう渉しようが難航してもせめてドラティ一味は確保しておきたい。逆に海兵隊員を捕虜にしておいても、人ひと質じち以上の価値は無い。普ふ通つうの国ならガレー船でも漕こがせるところだが、コルサコフ号には不要だ。

　似たようなことはボレロフ側にも言えて、ドラティを売り飛ばさない以上、いずれ釈放なり処刑なりしなければならないのなら、兵を取り戻したほうがよい。

　かくてラスラーンは、自らもなんの咎めもないまま、あっさり部下達たちと再会できた。嬉しいを通り越して、いっそ気持ちが悪かった。

　ステパン・ラヴァルスを暗殺してしまおうという提案がガスパルの独断ではなく、裏でキージェあたりが一枚噛んでいるのだろう、ということくらいは察しがついたが、それ以上のことは読み切れなかった。大公家としては、そんな人物が本物だろうと偽にせ物ものだろうと、消しておくにこしたことはない、と判断するのは自然なことに思える。

　だとすると、まずいことになるかもしれない。あの一いつ瞬しゆんで、ラスラーンとあの偽ステンカに関係があるかもしれない、と、疑われることにならなかっただろうかと。

　そもそも本当に偽物だったのか、そろそろラスラーンには自信が持てなくなっている。なにしろ、声が間ま違ちがいなく本人のものだった。

　さらに、戻ってきた部下の証言が、シェーラ一味の海賊としての甘さと、ステンカの性格とに合っている気がした。海賊船の一隻リャードフ号に取り残された直後の隊員達の処遇はむろん、殴る蹴るのひどいものだったが、ステパン・ラヴァルスの検分から後は、不自由なことを除けばとくに虐ぎやく待たいはなくなった、というのだ。

　南方人の給仕娘むすめだけはいつまでたっても食事を床ゆかに放ほうり投げるので食べにくかった、というのは、あいかわらずだと苦笑いをするほかない。だが、この処遇の好転のせいで、部下がすっかりステパンに心酔してしまい「ありゃあ、まともな海軍にいれば立派な提督になったぞ」とか褒め始めたのは、いただけなかった。

　これでは殺しにくくなるではないか。

　確かめねばなるまい、とラスラーンは決意を新たにした。偽物ならそれまで。しかし、もしも本人だった場合は、どうするか。

　そのときは、そのときだ。だが……どうやって確かめる？




　海鳥が飛んでいくのを、「ステパン・ラヴァルス」はじっと見つめていた。ボレロフの結論が出るまで手持ちぶさたなのか、それとも何か意味があるのか。大きな翼つばさを広げた雁達が、海の上を羽はばたきながら滑走して飛び立つのを、飽きもせずに眺ながめていた。

　にもかかわらず、背後からラスラーンが近づくと、すぐに気がついて振り向いた。

「背中に目が付いているのは確かなようだな。当たらないわけだ」

「後ろではないけどね」

　ステパン……ステンカは天を指さして笑った。警戒心もなにもないかのようだ。

「俺の知ってる奴は、そこまで何もかも見えてはいなかった」

「色々あってこうなったんだけど、どうしたら信じてくれるかな……で、その子は誰？」

　どこに目が付いていようとも、外がい套とうのフードの中までは覗いていないようだ。ラスラーンとしては隠かくすつもりでかぶせてきたのだろうから、見えてはこのあとがどうなったか。

　ラスラーンは無言で、少女のフードを外した。中からふわりと、限りなく銀に近い灰色の髪かみがこぼれ落ちた。

　ステンカの赤い瞳と、もう一方の灰色の瞳がそろって見開かれ、その口からひとつの名前がこぼれ落ちた。

「ツィンカ……？　生きていたのか？」

「またその名前？　お兄ちゃんと同じ事を言うのね」

　少女自身の口で否定され、ステンカの表情が固まった。

「違う……のか？」

「リューシカだ。お前等が襲った船に捕らわれていた」

　ラスラーンは少女の頭にそっと手を置いて、ごく端的に事実を告げた。

「だが、コイツを見てその名前が出てくるからには、赤の他人というわけではなさそうだ」

「疑り深くなったなあ」

「当然だ、ステンカは一人で海賊をやるような男ではないッ！」

　ラスラーンは拳こぶしを振り上げた。当たるかどうかは問題ではないかのようだ。「ステパン・ラヴァルス」であれば、当然どこから殴りかかろうと好きなように避けられる。

　しかるに、ステンカは自らの頭を突き出して、その拳を額で受け止めた。

「とりあえず誤解をといておこうか。一人でやっているつもりはないッ！」

　ステンカも右拳を繰り出すが、ラスラーンは頬ほおの寸前でそれを左手で止めた。

「殴り合って勝ったことがないくせに」

「そもそも、あんまり殴り合ってないよ、忘れたか」

「忘れてはいないが、納得してやるわけにはいかん！」

　二人は同時に拳を引き、一歩後ろに飛び退いた。お互たがいに視線だけは外さない。

「お前にそんな生き方をされては、今日までの俺はなんだったんだ！」

　ラスラーンが吼ほえる。ステンカもいよいよ、眉まゆをきつくつり上げた。

「解ってくれる気もないんなら、あんまりやらなかったことを、今やろうか」

　ステンカが再び拳を握ったとき、その前に少女が飛び込んで来た。リューシカは、ステンカからラスラーンをかばうように立ちはだかって叫ぶ。

「ダメ、お兄ちゃんは、パパとママの仇かたきをとってくれるんだから。お兄ちゃんとケンカする人は、悪者だ！」

　リューシカは涙ぐんだ目で、懸命にステンカを睨みつけていた。ステンカの力がふっと抜けてしまい、拳を解いて自らの手をじっと見る。

「仇か」

　ステンカはつぶやいた。

「僕は、僕の仇を取って欲しいなんて思ったことはないよ」

　それからステンカは、リューシカに近づくと、身構える彼かの女じよの頭を一度だけそっと撫なでて、立ち去っていった。

　いつの間にかその先では、シェーラが一部始終を見届けていたが、どちらにも声をかける様子はない。
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　ラスラーンは大きくひとつ息を吐くと、リューシカに再びフードをかぶせて、反対側へと立ち去ろうとした。

「お兄ちゃん」

　不意にリューシカが顔を上げて、自分でフードをとった。まるで顔を改めて、ラスラーンに見せつけるように。

「ツィンカってだれ？　あの悪者とどういう関係なの？　私が、ツィンカじゃないのが、いけないの？」

　その問いにラスラーンは打たれたように立ち止まり、フードを直そうかと迷うように手をさまよわせ、それからリューシカの肩かたを抱き寄せた。

「悪者じゃないのは、知ってるんだ」

　自分に言い聞かせるように言った後、付け加える。

「お前も、何も悪くない。だから、そんな顔をするな」

「……うん」

　リューシカはうなずいたが、すべてが晴れるにはまだ遠い、そんな顔をしていた。




　司令部では、ボレロフとキージェの間で論争が繰り広げられていた。意見の対立軸がまったくかみ合っていないため、妥協点が存在しない。

「それはゼメーヴィチ様とアレコ家への造反と見なさざるを得ません。卿がなさるべきことは、あの海賊の首をはね、〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉を捕らえることです！」

「では聞くが、第一に、どうやって。第二に、その結果として海をメッサーに取られたら、そのときこそゼメーヴィチと大公家は腰を上げてくれるのかね」

　ボレロフは本心を隠しながら舌戦を戦っていた。本当は、ゼメーヴィチに乗り込んできてほしくなどないのである。三大巨龍の激戦地などという後世の名めい誉よは、今の彼等にとってはまったく魅力的ではない。身の破滅と同義であった。

　なにより第一にと言ったとおり、ガングートを捕らえる方法など、あるわけもない。

　ただし、押し切るだけでは相手もむきになるだけだ。妥協点というより、逃にげ道みちを用意することも忘れてはいない。

「よいかねキージェ君、あのステパン・ラヴァルスが本当にラヴァルス家のものである可能性は低い。しかし、刺客をめざとく見つけたことからも、特別な力を持っているのは間違いない。秘宝は、本物かもしれないのだよ。ならばそれを手の届くところに置いておくほうが、我々にとっても良いでは無いか」

「しかし、本国に言い訳がたちません」

　キージェはここで言質をとられてしまった。言い訳さえたてばよいと認めてしまったのだ。ボレロフはそれを聞きき逃のがさなかった。

「正式に海かい賊ぞくと組んで戦う必要はない。世の中にはいろんな、搦め手のやり方がある。たとえば、私掠船というやり方もな」

　私掠船は真の無法者と違い、王や有力者の支し援えんを受けて、他国の船のみを襲う海賊だ。上納金を払ったり、非常時に海の傭よう兵へいとなることもあった。

「これなら、我々が正面から戦わなくてすむだろう。ことが済んだら、秘宝を取り上げればよいではないか」

　キージェは折れた。ただし、油断ならなそうに眼鏡を光らせながら。それでもよいと、ボレロフは思っていた。

　北の龍も西の龍もあるものか。海は、海の民たみのものだ、誰にも渡さぬ、と。







　春が終わる頃、ステパン・ラヴァルスとボレロフ伯爵の間に軍事協力の密約が結ばれた。

　それと時をほぼ同じくして、神聖帝てい国こくは沿岸諸国に対し、一方的に西岸一帯の自由通行権凍とう結けつを通達した。それは要塞が稼働できるという自信の表れに違いなかった――







第六章　錨を上げて







　新たな仲間、新たな軍ぐん艦かん、新たな武器――これらを整えるのに、さしものボレロフ伯爵でも時間はかかる。ただ数をそろえれば良いというものではない。船大工や鍛冶屋といった職人達は、壊れた軍船の修復のみならず、パルナッスム考案の新兵器も作らされていた。新兵器があるなら、今度はそれを使いこなす訓練もしなければならない。

　シェーラ率いるコルサコフ号は、その点では順調と言えた。もとより、怪かい物ぶつとの連れん係けいもステンカとのつきあい方も、一番手慣れている。それでも、シェーラには他の海賊やボレロフ軍のことにまで気を配る余よ裕ゆうはほとんどなかった。

　なによりこの時代、後続の艦かんが舵取りをしくじっても、その場で直接怒鳴り声を届ける方法はほとんどなかった。大おお鴉がらす一羽では手が回らないので、同類を募っている所だ。

「やっぱり、あたしはあくまで、お前等らの船長ってことかなあ」

　シェーラのため息にややもすると自嘲が混じるたび、士気にかかわるからやめてくれと副長は忠告する。

「しかし、今度は何を始めたんだ。そんな時間があるのか」

　軍港の奥おくで作られているばかみたいに大きな艀バージを見てシェーラは一抹の不安を覚えていた。さすがの海かい賊ぞく達たちにも、あれが一体何を乗せていくのか解らなかった。




　ステンカにとって、ボレロフ軍との協力態勢は単なる兵力の数合わせ以上の意義があった。シェーラが海賊になるよりずっと前から蓄積された、海洋気象の記録があったのだ。とくに長ちよう距きよ離り交易船の航海日誌は、領海外の海況変化まで記録している。

　これによって、潮の流れや風向きのだいたいの傾向をつかめる。月齢と合わせて、作戦予定日を決めることが出来る。

　これを分析するに「神の眼」を使う必要はなかったが、人間の計算能力では限界があったので、結局ノーチェが片かた端はしから読み取っていった。そんなことをしている間に要塞が完成してしまうのではないか、との恐れはつねについて回った。可能な限り早い予定日を決めねばならない。もちろん、「グリプスシャンツェ」の進しん捗ちよく状じよう況きようはつねに監かん視ししているが、何もかもを一人でまかなうことはできない。

　ましてや各艦の訓練にまでは目が行き届かないので、それはすべて船長達、隊長達を信じてまかせるよりない。

　まこと、大規模な戦争となると、個人にできることは限られる。

　ただ一人、ガングートだけはまったく空気を読んでおらず、いつもの調子でステンカにまとわりつくものだから、アバターを見慣れていないボレロフ軍には戸と惑まどいとともに妙みような感情も蔓延していった。港町でも女性は長いスカートを引きずり、足を見せているだけでも問題になるご時世だったのだから、目立つに決まっていた。噂によれば春画まで出回っているとのことだが、こんなもの取り締まりようもない。

　そしてようやく準備が整ったとステンカが判断したころ、現地に近い斥せつ候こう船から危急を示す狼煙のろしが上がった。

　ステンカはただちに「神の眼」を要塞の監視に戻した。すでに橋は完成しており、そして後背地の岬みさきでは、砦とりでを挙げて何かを受け入れる準備が進んでいた。

　同時期、神聖帝国本国より巨大な竜が飛び石伝いに東進中、との知らせが早馬で届いた。馬の速度から逆算して、その「竜」はすでに近くまで来ているだろう。

「まさか、メッサー自身が乗り込んできたのか」

　司令部に危機感が満ちた。だが、ステンカの意見は違った。

「メッサー自身を受け入れるには、砦が小さい。たぶんその竜が、問題の新兵器ですよ。やはり、要塞に配備されるのか。メッサーじゃないからって安心はできない。そいつに魔力を注いだら、町一つ吹ふき飛とばすんですからね」

　こんなことさえも事前に察知できたのかと、幕僚達はステンカの力に感心したが、ステンカ自身はその新兵器――「重じゆう爆ばく竜りゆう」の能力限界が解らないことを恐れていた。

　続いて、もっとも恐れていた知らせが届いた。岬を回る航路をとっていた交易船が竜騎士による臨検を受けた。抵てい抗こうした東岸諸しよ侯こう国のひとつ、コプラン子し爵しやく家の船が大破して帰港したとのことである。

　もはや一刻の猶予も無かった。

　不安がなかったといえば嘘うそになる。だがステンカはそれでも、作戦発動を決断した。

　最善は巨竜の到着前に要塞を叩たたくことだ。地下にある魔ま法ほう陣じん、それを破壊すれば、竜はたどり着いても死兵となる。

　だとしても、相当の犠ぎ牲せいが出ることは覚かく悟ごしなければならない。

　いまさら誰かが「嫌だ」と言っても、やめるわけにはいかなくなってしまったのだ。

「明朝をもって、私掠船艦隊を出港させます」

　有無を言わさぬ調子で、ステンカは断言した。ボレロフはうなずき、シェーラが音頭を取って、船長達が景気づけの勝ちどきを上げた。

　負けるつもりのものは、一人も居ない。




　海兵隊にも、ただちに動員がかかった。そのことを、中隊長であるラスラーンは真っ先に知らされた。いつかかっても大丈夫なように、支度はできていた。

　早朝の出港のため、まだ暗いうちに兵員宿舎へ向かい、部下をたたき起こさねばならない。手早く身支度を終えて屋敷を出て行こうとすると、どこから聞きつけてきたのか、リューシカが待っていた。

「まだ早い。寝てろ」

　ごくそっけなく、ラスラーンは言った。いつもの出動となにも変わらない。だから、特別に言うことはない。

　リューシカのほうは、そうは思っていなかった。

「あの人達と行くんでしょう？」

「……そうだ。今度こそ、お前の仇も取ってやる」

　否定しても始まらない。ラスラーンはそう思った。けれど実際には、何かがもう、変わっていた。

　リューシカは首を横に振ったのだ。

「本当は、解ってるの。そんなことをしても、三人とも帰ってこないって。お兄ちゃんだって、本当はお兄ちゃんじゃないって解ってるの」

　最初からラスラーンはそう言っていたが、以後、訂正しなかった。それは何か、後ろめたい気持ちがラスラーンにもあったからだ。

「でも、お兄ちゃんがいなくなっちゃったら、私、また一人になっちゃうよぅ。海賊の人も言ってたよ、同じだよ、仇なんかとらなくていいから、いなくならないでよぉ」

　とうとうリューシカは、ぼろぼろと涙を流し始めた。さすがにラスラーンは慌てた。こういうのは昔から苦手だった。だからといって、放っておく気にもなれない。

　ラスラーンはリューシカを、最初に見つけたときのように抱き寄せると、頭をそっと撫でて言った。

「俺おれは、いなくなったりしない。だから、笑え」

「おにい……ちゃん？」

　リューシカは、怪け訝げんな顔をして見上げてきた。どうしてそんなことを言ったのか、ラスラーン自身も不思議だった。

　ツィンカが、よく笑う明るい娘だったから？

　それは、あるだろう。けれども、それだけではない。

　リューシカが解っていることは、ラスラーンにだって解っている。リューシカはリューシカだ。彼女が泣いているのが、嫌だったのだ。

　だから、撤回はしない。

「俺が帰ってくるとき、笑ってろ。約束できるか」

「……うん」

　リューシカは涙を流したまま、口元だけ無理して笑え顔がおを作った。

　今はこれが、精一杯だろう。




　翌朝、まだ日も昇りきらぬうちから、艦かん隊たいは出港していった。

　派手な見送りの式典はなかった。公式には、「ボレロフ領警けい備び艦隊」は遠えん征せいになど出ないことになっているからだ。

　それどころか――コルサコフ号ら海かい賊ぞく船せんに続いて港を出て行く、クラウディオ号以下の正規軍艦までもが、領海を出てすぐ、同じような海賊旗を掲かかげ始めたのだ。

　印を見る限りにおいて、ここに史上最大の大海かい賊ぞく艦かん隊たいが突如、出現したことになる。

　その立場上、伯はく爵しやくの指揮官先頭は果たせなかった。

　したがって、全軍の先頭に立つ指揮官は、実質ステパン・ラヴァルス「提てい督とく」ということに、なっていた。

　ステンカ自身は「やっぱり、柄じゃないよなあ」と、ボレロフの委任状を手に苦く笑しようしていたが、今いま更さら後には引けない。

　航海中の旗艦はコルサコフ号だが、第二艦隊は通常のボレロフ軍編成のままクラウディオ号に率いられていたから、ステンカはアバド大たい佐さとシェーラを、同格の艦かん長ちようとして扱わねばならなくなった。その点について、アバドは「伯爵の命令ですから」と、いっさいの私情をさしはさまない態度を堅持していた。

　実に、大人の軍人だとステンカは思った。ああいう割り切りは、まだ自分にはできない。できないなりに、彼等の運命をその手に握らねばならない。

　訓練中から道中にかけて、もっとも大事だったことは、ボレロフ軍をして怪かい物ぶつ達たちに慣れさせることだった。なにしろステンカはとにかく頻繁に、空から伝令を送る。いきなり、しゃべる鴉や〈シレーン〉が飛来しても驚かない、邪険にしない、といった冷静な対応が求められるし、海の怪物にしても、うっかり水兵が暇つぶしに釣りでも始めたら食いつきかねないのだ。さりとてすべての怪物を味方だと思っていると、帝国軍が何を召しよう喚かんしてくるか分かったものではない。いまのところメッサーの眷けん属ぞくである竜のほかにはあまり見掛けないが、内陸国だけに、陸戦となったら色々出してくるかもしれないから要注意ではある。少なくとも歩兵としての〈ゴブリン〉は前例がある。

　途と中ちゆう、キュイ号をのぞき、漂ひよう流りゆう基地に集っていたすべての海賊船も合流をはたす。まったく、怪物と「神の眼」をもってしなければ、こうなにもかも予定通りにはいかなかっただろう。海賊艦隊の主力戦せん闘とう艦かんは型もばらばらで、やっと十隻せき。しかも一隻は、ボレロフのドックで建造された、薄っぺらくて平べったい艀であった。檣ほばしらさえない。おそらく予備の弾薬か食料を満載しているのだろうと、多くの船乗りからは思われていた。




　作戦前夜、月も無い闇やみの下、ステンカはコルサコフ号に艦隊の幕僚を集め、作戦案の最終確かく認にんを行った。

「艦隊は二つに分かれる。第一海賊艦隊は怪物の力を借りて夜のうちに風下に移動、明朝、逆風をついて攻こう撃げき。

　アバド船長の第二艦隊は風上に陣取って作戦開始を待つ。敵による索さく敵てき飛行の有無は監視下にある。その隙すきをついて両艦隊とも事前に三十レグアまで接近されたし。

　司令部直属飛行隊は、夜明け直前に竜騎士の戦闘行動半径の外から第一撃をかけ、竜騎士の離陸を妨ぼう害がいする。艦隊は要よう塞さいに火の手が上がったら二方面より突とつ撃げきを開始せよ。

　第二撃の攻撃目標は、テラスを使用不能にすること、ならびに『グリプスシャンツェ』と『槍やり』を結ぶ橋。これを破壊すれば、次の引き潮までの六刻の間、後方からの陸兵増援は防げる。その後、陸戦隊は迅速に上陸、内部突とつ入にゆうをはかる。

　同どう士し討うちを避さけるため、遠えん距きよ離り攻こう撃げきはどちらかの艦隊が要塞にとりついた時点で一度中止、以後、狼煙の合図により随時支援。

　密偵の調査によれば要塞の地下には新兵器の魔ま力りよく供給源がある。この破壊を最優先目標とする。敵資産の略りやく奪だつと奴隷の救出は、戦闘後に回す。以上、何か質問は」

　最後の項目は、必要と認められるが優先事項ではない、と念を押しておかねば、なにしろ海賊のことだ、目先の宝に目がくらんで羽目を外しかねない、との懸念があったからだ。リャードフはさすがに「勘弁してくれ提督。もう、しねえから」と縮こまったものだが、ステンカは彼等だけを問題にしていたわけではない。

　むしろ、奴隷の解放を後回しにしてよい、と言わねばならないことが、ステンカにとっては苦渋の決断であったことに、おそらくシェーラは気づいていた。

　けれど、彼女にはもっと言いにくいことを、ステンカは改めて伝えねばならなかった。

「第一艦隊が攻撃待機ポイントに到着して後は、僕は艦隊司令部を新旗艦としてのガングートに移す。コルサコフ号はシェーラ、君達に預ける」

「預けるも何も、もともと、あたしの船だ」

　シェーラは唇と目元をきりりと固く結んだ。

「本当に降りてしまうんだな。終わるまでは、もう会えなくなるんだな」

「考えたけど、これが一番よさそうなんだ。けれど、離はなればなれになるわけじゃない。僕らはいつでも一いつ緒しよだ」

　ステンカは眼帯をとって、赤い瞳ひとみを開いた。「神の眼」を使えば、いつでも、遠くのことも解る。

　なのに、目の前の人の本心はわからない。

「君の古い友人も借りることになる。悪いね」

「今更謝るくらいなら、戦争なんかするな、ばか」

　シェーラの拳が、ぽんと、ステンカの胸に叩きつけられた。




　払暁、それはステンカにとって霧きりの時間であり、風向きが変わる狭はざ間ま、凪の時間として覚えられていた。それにろくな思い出はない。

　まさか自分が、それを最大限に利用する時が来るとは。

「ステンカ様、敵戦闘行動半径に接近しました。周辺に敵影なし」

　右隣に立つノーチェの報告に、ステンカはうなずくと、左隣のガングートに

「じゃあ、始めようか」

　と、静かに告げた。

　三人の前には、ニーナ達〈シレーン〉がうずくまっていた。何羽も、何羽も。

　コルサコフ号ではなく、ガングートの背中でもない、平らで広々とした甲かん板ぱんの上に、まるで冬越しをする雁の群れのように。

　先頭には、グリペンがいる。怪かい鳥ちようの群れを率いる王のように。

　その船はあの巨大な艀バージであった。それが今、徐々に加速しながら進み始めた。甲板上に吹き付けてくる風が、どんどん強くなる。

　まもなく凪が終わる。そうすれば、吹き付けてくる向かい風はもっと強くなるだろう。それこそが、ステンカが欲していたものだった。

　速度が上がるにつれて、船体が持ち上がり、水面から離れる。その下から現れたのは、羽ばたく胸鰭と、水と空気を水面に吹き付ける鰓。全体を支えてびくともしない固く強靱な腹びれと尾おびれ……

　艀バージを背せ負おっているのは、ガングートの本体であった。いっそ、被っていると言っても良かった。ステンカが「旗艦をガングートに移す」と言ったのは、これを含めてのことであった。立っているのも辛くなってくると、魔法の空気室が三人を覆う。

　しかしこの程度は、普ふ段だんから高速で飛んでいる空の怪物にとっては、どうということはなかった。

「この速さなら、いけるにゃーっ」

　ニーナが叫さけんだ。歌う怪鳥の声は、轟音の中でもよく通った。

　ステンカはついに号令を発した。

「飛行第一梯団、発艦！」

　目印代わりに先頭に浮かべて置いた、ノーチェのプローブが点滅した。まずグリペンが、甲板に結びつけられた荷物をつかみ、嘴くちばしで拘束をといて、翼を思い切り広げた。

　それだけで、羽ばたくまでもなく身体が浮き上がった。両の前足には、大きな木箱が握られている。次いで力強い羽ばたきが、過加重状態の魔ま獣じゆうをさらに高くへと持ち上げていった。

　ニーナも、甲板上の樽たるをひとつ抱かかえて縄なわをとき、翼を広げた。荷物は、以前彼女自身が言っていた人間一人よりもよけい重そうだが、ニーナの翼もまた、高く舞い上がっていく。次々と〈シレーン〉達が飛び立って、甲板の半分ほどが空いた。

　いまやガングートは、前代未聞の「航空怪かい獣じゆう母ぼ艦かん」となっていたのである！

「よく思い付いたねえー」

　ガングートが感心する。ステンカがこれを思い付いたのは、水鳥を見ているときだった。雁は飛び立つとき水上を走る。そう言えば、ニーナがシェーラを運んだときも助走がついた。

　誰だれも不思議に思わなかったことを、ニーナやグリペンに聞いてみた。答えは意外なものだった。魔ま物ものである彼等に飛行距きよ離りや重さの制限があるのは、結局、翼と風の関係だったのだ。ニーナがたいてい檣の上にいるのも、グリペンが岩山の上を好むのも、いちど飛び降りることで風を受けて飛び立っているのだと。

　なら、風を与あたえてやれば、ふだんより重いものを持っても離陸できるのか？

　その答えが、これだ。ガングートがたたき出す超ちよう低てい空くう飛行には、彼等をすべて乗せた上で解き放つだけの圧あつ倒とう的てきな力があった。

　むしろ推力に負けて、艀バージが分解しないか、そっちのほうが心配になるくらいだ。海賊が適当な工事で作っていたらどうなったかわからないが、さすがにボレロフの船大工は腕うでがたしかであった。ダテにクラウディオ号を作ってはいない。

　上空では、攻撃隊第一梯団が渡り鳥のようなＶ字の編隊を組んで、砦の方向へと飛び去っていった。ここまでは、順調だ。

「第二梯団の発艦、用意。艦隊に前進準備の伝令を」

　ステンカは油断することなく、次の指示を出した。

　戦いは今、始まったばかりだ。







　いかに海賊のふりをしたところで、ボレロフ警備艦隊がごっそりと出港してしまえば、その情報は隠しきれない。もちろん神聖帝国は、ボレロフ領にも間者を忍び込ませている。かつてキリエ自身がやったように、だ。式神や水晶玉を使えば、艦隊の到着よりも早く知らせることもできる。したがって、「グリプスシャンツェ」の竜りゆう騎き士し隊はすでに臨戦態勢に入っていた。船の速度は竜騎士の一割にも満たない。大たい砲ほうの射程内に入る前に、すべて焼き払うこともできるだろう。

　問題があるとすれば、彼かれ等らの切り札、〈重爆竜〉シュターケンの到着が遅おくれていることだろうか。

　神聖帝国は単にメッサーの眷属を賜るのみならず、魔ま法ほうを駆く使ししてその「品種改良」を行うことさえ可能とした。そうして生み出されたのが、従来の〈飛竜リンドヴルム〉をはるかに超こえる巨きよ体たいをもつこの超竜兵器である。そのブレスは水平線まで届く雷撃系魔法と言われ、試験運用では町一つを焼いたという。しかもランセンのような老齢の大だい魔ま道どう士しと違ちがい、連射可能。ただし、一説によれば、予定した魔力を自給できない弱点があるとも言う。要塞地下の魔ま法ほう陣じんは本来、その補給用であって、魔道士の召しよう喚かん等とうは余技に過ぎない。

　また、図体が大きいため飛行が苦手になってしまい、少しずつ休みながらでしか進しん撃げきできない。生み出した帝国にとってさえまだ全ぜん貌ぼうが解らない、まさに怪物なのである。

「そんなことが敵に知られているとは思えないが、あるいは『神の眼』なら、そこまで見抜けるものなのか……？」

　キリエはすでに考えすぎているのだが、なにしろ相手の手の内、限界がわからないというのは、恐おそろしいことだ。いちど敵を侮って敗れた教訓が、過剰に効いてしまう。

「喜んでくだされ。シュターケンが明朝、着くそうですぞ」

　城主がそう報告してきたのが、夜中のこと。となれば、その受け入れ準備で砦は寝る間も惜おしんでの作業となるだろう。

　これさえ済めば、いつ敵てき襲しゆうがあっても恐れることはないのだが、逆に言えば、襲おそわれたくない時としては今以上のことはないだろう。

　それに備えて、キリエは寝ずの番に自らを駆り立てた。完全武装で愛竜ハルスキーとともにテラスに上がる。ついでに寝室で乳繰り合っていたアイネとクライネの姉妹もたたき起こして、戦列に戻した。失態の傷をなめ合うのは、勝ってからにしてもらいたいものだとキリエは思っていた。

　それも、もうすぐだ。まもなく夜が明ける。

　風が止まった。凪だ。霧が立ちこめ始める。魔法によるものではなく、自然のものだ。この時間なら、ボレロフの帆はん船せんが近くまで来ていても、動くことはできない。

　時間との勝負に勝った、と、キリエは半ば確信していた。そのときだ、風の精せい霊れいのざわつきを感じたのは。

「これは、なんだ」

　キリエは城の予見師に訊たずねた。

「なにか、魔力をともなった大きなものが空から近づいているようです。それで、風の精霊が怯えているのです」

「それは、シュターケンでしょう。なにしろ巨竜ですからな、そりゃあ、風も怯えようというものです」

　城主は待ちわびたものが来ると、すでに有頂天になりかかっていた。キリエも一度は

「そうか」

　と言ってから。ふと、気になった。

「向きは、西か？」

「西、というより、このあたり一帯がみな……否、これは」

　そのとき、屋上につながれていたハルスキーが甲かん高だかい鳴き声を上げた。朝を告げる声、ではないことが、その主人にはすぐに解った。

「敵襲だ、向きは……真上だとッ!?」

　キリエはのけぞって天を仰いだ。夜のとばりが払われていくその薄明の中に浮かび上がる、何十という翼の影。一見、渡り鳥の群れにも見えるが、季節が合わない。なによりそれは、砦に向かって一いつ斉せいに翼を翻ひるがえし、急降下してきた。

「騎乗ーっ、迎げい撃げきにあたれ！」

　キリエは素早くハルスキーに飛び乗り、手た綱づなを握にぎった。アイネとクライネも続いた。

　だが、もう遅かった。

　空飛ぶ怪物で攻撃してくることを、予想できなかったわけではない。

　だが、急降下爆撃、という概がい念ねんは、そもそもこの当時、キリエでなくとも、だれの頭の中にもなかったのだ。

　唯一、ステンカを除いては。

　空中高くから投げ落とされた木箱や樽は、導火線の火花をひらめかせながら、砦へと降り注いだ。

　一いつ瞬しゆんの後、「グリプスシャンツェ」全体が、炎ほのおと、黒色火薬特有の濛々たる黒煙に包まれた。

　早くも、城じよう壁へきや柱の一部が海へと崩落し始める。




　第一梯団の先頭に立っていたグリペンは、真下に見える元自分の巣に、真っ逆さまに突っ込んでいった。テラスに数騎の竜騎士が待機しているのが見えたはずだが、かまうことはなかった。飛び立っていなければ、どうということはない。

　奇き襲しゆうは、成功したのだ。

　グリペンはステンカに教わったとおり、点火ヒューズを引っ張りながら木箱を離した。木箱爆弾には、燐を使って導火線に火が点く仕掛けが施されている。これで、爪つめを離すまでは彼等自身は安心だ。

　爆弾がテラスに落ちていくのを確認すると、グリペンは重く、勢いのついてしまった身体を引き起こすため、翼つばさを大きく羽はばたいた。視界の先が海面になるが、首をめぐらして砦のほうを確認した。

　後に続くニーナら〈シレーン〉達も、それを合図に次々と樽を離した。個別にばらばらに落とすより、一斉に舞い降りて先頭に合わせて投弾する。このほうが命中率も上がるし、危ないものを持っていつまでも飛んでいなくてもよくなる。

　爆弾は風に多少ぶれながらも、砦のテラスに向かって落ちていき、見事に炎の花を咲かせた。続けて二発、三発。あっという間に砦が黒煙に包まれる。

　石造りの要塞に黒色火薬の樽を叩きつけたところで、貫かん通つうはしない。柱や城壁が多少崩れても、この第一いち撃げきですべてが終わるとは、グリペンにさえ疑われていた。

　しかし、ステンカは最初からそんなつもりはないと言っていた。

　第一梯団の役目は、敵による迎撃活動を阻害することだ。テラスを焼き払ってしまえば発着基地としては使えなくなる。あわよくば、飛び立つ前の竜も倒せる、と。

　はたして、そんなに簡単にいくものか。案じられたとおり、竜りゆう騎き士し達たちはこの程度で全ぜん滅めつするほど甘あまい存在ではなかった。

　黒煙をついて、〈飛竜リンドヴルム〉四頭が舞い上がってきた。いずれも、武装した騎士を乗せている。機転の利く敵が襲しゆう撃げきに備えていた。

「よかろう、相手をしよう。先日の仕返しをさせてもらうぞ」

　グリペンは上昇したのち、再び翼をすぼめて降下しながら加速、旋せん回かいして竜騎士達に向かって行った。竜が炎を吐くより早く急接近し、真横から前足の爪を繰り出す。

　竜よりも先に、騎士に気づかれた。抜き放たれた騎兵刀が振られ、爪と激げき突とつする。鋭するどい金属音とともに、騎兵刀と兜が宙に舞った。

　お互たがいに、致命傷はなかった。騎士は血眼になって、グリペンの後ろを追ってきた。

　飛び道具を持たないグリペンは、後ろからブレスや魔法を浴びないように逃げ回らねばならない。尻尾しつぽと風切り羽を振ふり回まわして、絶ぜつ妙みようにバランスを崩しながら飛び続ける。

　樽爆弾を投下し終えたニーナ達も、半数は帰って行くが、残り半数がその殿しんがりを守るように飛び回り、竜騎士の追つい撃げきを攪乱していた。こちらはいざとなったら切り札の「歌」があるが、まだそれを使うべき時では無い。

　竜騎士が生きのこって離陸してきた場合、なるべく引き付けて他ほかの味方への注意をそらせ、と、ステンカは皆みなに命じた。面めん倒どうな話だからこそ、グリペンやニーナといったえり抜きにしかまかせられない。

　その意義はあった。グリペンの目にはそろそろ映っている。

　上空に再び現れたＶ字編隊が、またも翼を翻すのが。

「しまった、やらせてなるか」

　竜騎士も気づいたらしく、追撃をやめて舞い戻ろうとした。グリペンはさらにその先回りをするように、上昇反転して敵の背後をとった。

「つきあってもらわねば困る」

　大おお鷲わしよりも巨きよ大だいな爪が、〈飛竜リンドヴルム〉の尾を文字通りの鷲わし掴づかみにして力任せに引っ張った。

　竜の背中で、騎士が攻こう撃げき魔ま法ほうの印を切った。

　空中に雷らい鳴めいが一筋走るのとほぼ同時に、第二梯団の爆撃が砦、否、岬と通じる橋とその周囲に着弾した。

　海に落ちたいくつかは湿って不発となったが、残りはすべて橋梁や橋脚に爆風と破は片へんを叩きつけた。

　多数の奴隷を犠牲にして作られた連れん絡らく橋は、一撃でもろくも崩れ去った。

　そして凪が終わり、風が吹き始める――




　水平線の向こうからでも、炎に照らし出される爆煙はよく見えた。クラウディオ号の檣上から、見張りの声が響ひびいたとき、ラスラーンを始め全員が、出番が来たとはやる気持ちを抑おさえきれずに、雄お叫たけびを上げた。

　まるで測ったかのように、彼等の背中を押す海風が帰ってきた。

　否、測ったのだ。ステンカはこの時間、高い確率で追い風になると予測して、この海域に第二艦隊を待機させておいたのだ。

「全帆装、艦かん隊たい突とつ撃げき！」

　アバドの号令とともに、水兵達が一斉に各種のロープにとりつき、引っ張り始める。すべての檣から次々と帆が降りて風をはらみ、船を前進させる。後続の艦隊もこれに倣い、海面に一斉に白い花が開いたかのようだ。

　大砲の射程に踏み込むまで、あと何刻かかるか。敵が態勢を立て直すのが早いか、風が早いか。こればかりは、いかに気が急せいても彼等にはどうすることもできない。

　しかし、ラスラーンは確信していた。自分があの砦に切り込むという未来を。




　ほぼ同時に、反対側の海域でも炎が上がるのが確認できた。シェーラは逆に、縮帆を命じた。コルサコフ号を筆頭とする海賊第一艦隊は、水面下の怪物達の力を使って、風下から突撃する。ふだんならガングートが旗き艦かんを引っ張るのだが、今はいない。海域中からかき集めた〈海トカゲ竜〉その他を総動員して風に負けない推進力を得なければならない。

　いないのはガングートだけではない。ノーチェも、なによりステンカもいない。宝島以前の陣容に戻もどっただけなのに、何かがすっかり抜け落ちてしまったような寂しさが、船室にはくすぶっていた。

　もちろん、ステンカはいまでも「神の眼」で彼等のことを見ているに違いない。しかしそれは、シェーラのことを特別に思ってのことではない。ああ、そうだ、こうなった今では認めざるを得ない。

　彼かれの上に立ちたかったわけではない。残って欲しかった、いや、それができないならいっそ、連れて行ってくれればそれだけでも良かったのだ、と。

　そうしなかった理由はわかっている。あくまでも戦術的なことだ。他意は無い。シェーラ達はなによりも、真っ先にあの砦に近づき、上陸して切り込まねばならないのだ。この作戦の司令部は、そこに同行できない。

「船だけなら、自分が預かっても良かったのですが」

　副長はそう言ってくれるが、シェーラは頭を振った。

「それでは他の船長に示しがつかないよ。それより、最初に襲われたのが実家の船だった恨みをはらすことを考えたらどうだい？」

「もはや関係の無い話ですな。自分の家はこの船です」

「なら、あたしもそうだよ。そういうことか、そうだなあ」

　シェーラはまだ複雑そうに唸うなっていたが、そこへ大鴉が飛来して、右肩に止まった。

「総司令より伝令。空爆第一波の効果判定あり。第一艦隊は浅あさ瀬せ方面の制圧、上陸を図られたし。幸運を祈る」

「お決まりの文句をよこしやがって」

　それでも、ステンカとは離れていてもなお繋つながっている。そう感じられるのは、悪い気はしない。

「よし、行くぞ野や郎ろうども。第二艦隊に後れを取るなよ！」

「おおーっ！」

　ようやく海かい賊ぞくらしい気勢が船上に上がった。




　日がすっかり昇った頃、第一梯団の半数がガングートに戻ってきた。今のところまだ犠牲は出ていない。先制できた第一撃は良いが、第二次攻撃ではそう甘いことはないだろう。艦隊のいずれかが砦にとりつく、それだけで作戦許容時間の半分が過ぎてしまう。少なくとも四刻の間は、ほぼ航空戦に終始する計算だ。疲労も溜まるだろう。

　ステンカはしかし、彼かの女じよらを怯えさせるわけにはいかない。わずかな食事と休息ののち、甲板下の収納庫から、新たな武器を取り出させた。

　今度こそ実際に砦の防壁を破は壊かいし、竜騎士の回復・補給を困難たらしめ、そして味方の突破口を開かねばならない。

「君に突撃してもらうことも考えたけどね」

　ステンカはガングートに打ち明けた。ランセンのガレー船に突入したときのように、横腹に突っ込んで穴をあければ乗り込めるのではないかとも。

　しかし山上の要塞にそれをやろうとすると、ガングートの飛行高度では届かない。無理をすれば届くとしても、木や氷に通用したからといって岩も貫けるとは限らない。貫けたとしても、敵の目の前に無防備な本体をぶら下げておくのは危険すぎる……

「たしかにそれはちょっと、大変だったかもですがー」

　ガングートは苦笑した。

「そのぶん、他の皆さんが大変なのは、いいんですかー？」

「楽をさせているつもりはないんだけどな」

　ステンカの目の前では、第二波の攻撃準備が整っていた。〈シレーン〉が二人がかりで抱えているのは、樽ではなく、鉄の塊かたまりであった。槍と言ってもよい。〈トロル〉あたりなら実際にそうして使うこともできよう。

「増速、第二波発艦！」

　ガングートの速度が再び増し、翼を広げた怪鳥達たちが飛び立つ。それでもなお、新たな武器は少し重そうだった。

「もしかしたら」

　ステンカは彼女らを見送りながら、真面目まじめな顔で言わねばならなかった。

「敵の新兵器らしい巨竜は、あれでも打ち抜けないかもしれない、そう思ったから、君は切り札なんだ」




　第二波が現れた時点で、キリエ達たち竜りゆう騎き士しはまだ空中にいた。最初のような不意打ちは食らわない。しかし、グリペンや〈シレーン〉達との空中戦を延々、繰くり広ひろげていたため、そろそろ疲つかれが出始めていた。

　いや、それは敵も同じはず。それでも空からの波状攻撃だけを繰り返してくるのはどういうことか。キリエはあたりの海面を見回した。艦隊がいるはずだ、しかし、どこに？

「団長、あれを」

　城配備の騎士がやっと敵を見つけた。水平線を越こえて、ついに、帆を掲げた大だい艦かん隊たいが押し寄せてくる。

「あそこから、下民どもの大砲がとどく距離まであと何刻かかる」

「二刻はかかるでしょう」

「……しまった、それが狙ねらいか！」

　キリエは、敵に「竜騎士の航続距離」を知られたことの意味に、まだ完全には気づいていなかったのだ。竜騎士が飛び続け、戦えるのはおよそ四刻。第一撃で砦から追い立てられた、まさに四刻後に、敵艦隊が到着する。こちらは疲れて空から攻撃できず、さりとて砦とりでに戻ろうにも降りられない、というわけだ。

　第二波の敵は、それを決定的なものにするため、砦のテラスを徹てつ底てい的てきに破壊するつもりに違いない。余力があれば、岬みさきのほうにも向かうだろう。

「うまくハメたつもりだろうが、そうはいかんぞ」

　キリエは空中に、友軍集合の合図を魔法で投射した。といっても、いま空中にいるのは他にはアイネとクライネだけだ。二人は逃にげ回る〈シレーン〉に手こずっていたが、ついにブレスを浴びせて一羽を丸焼きにしたばかりだった。

　その墜つい落らくしていく敵を見て、キリエにはひとつ、ひらめくものがあった。

「おまえ達、戦法を変えるぞ。やつらのほとんどは、我らを牽けん制せいしているだけで、まともに戦いを挑んではこない。倒すべきはあっちだ」

　と、第二波編隊を指さす。

「では、無視しろと？　しかしそれでは連中、図に乗ってちょっかいを出してきます」

「そこでだ、以後四騎を二組に分ける。まずわしと彼とで、あいつらに切り込み砦を守る。おまえ達はわしらを守れ。邪じや魔まをする敵は追い立てればよいが、殺すなら確実に、竜に食い殺させろ」

　その残酷な命令で、姉妹の騎士はキリエの言わんとすることを理解した。

「たしかに、怪鳥ならトカゲよりは腹と魔力の足しになりましょう」

「焼き殺して、海に捨て置けばあとで拾うこともできよう。下民の大砲と違って、竜には竜のやり方というものがあるのだということを思い知らせてやれ」

　キリエは訓示を終わると、ハルスキーにむち打って敵編隊に向かって上昇していった。後に三騎が続き、四頭の竜が十字の隊列を組む。

　敵の新手はさっきとは違い、二羽一組で大きな武器を運んでいるようだ。その分、動きは鈍い。簡単に片付くだろう。

　空中に残っていた〈シレーン〉二羽が、キリエ達を阻止すべく先回りした。騎士達を向いて、一方が声を発しようと息を吸い込む。

　キリエはそれよりも早く牽制の火の玉を放った。それはたいした威い力りよくを込めていなかったが、怪鳥の胸元に炸裂した。もう一羽がとっさに助けようとつかむ。それを無視してキリエともう一騎きは横をすり抜け、クライネの竜が二羽にまとめてかぶりついた。羽毛と両足を空中に残して、二羽の〈シレーン〉は〈飛竜リンドヴルム〉の糧となった。

　これを尻目に駆け上がったキリエは、すでに急降下を始めた敵の真横から一息にブレスでなぎ払った。どうせ砦を狙うとわかっていれば追いつく必要もない。もう一頭の味方を加えて、砦の上に炎のカーテンが敷かれた。敵は勝手にそこに突っ込んで来る。

　先頭の一組にはぎりぎりですり抜けられた。だが、二組目と三組目、都合四羽がまともに炎を被り、黒焦げになった。四組目は、炎を恐れてか手にしていた武器をさっさと離して逃げ出した。

　うまくいったと、キリエは思った。だが、爆弾なら爆発するだろうに、新たな敵の弾はそのまま、あるいは真っ赤になりながらもまっすぐに落下していった。

　一発目の敵弾が砦のテラスに着弾し、衝しよう撃げき音とともに石の破片をもうもうとまき散らした。続いて赤熱した二発目は、別の場所で溶岩のように弾け、テラスにいた味方の砲兵、弓兵を焼き殺し、石を溶かした。

「ただの、鉄の槍かっ！」

　それならば、ただ高みから落とすだけで破は壊かい力りよくが生まれる。あの大きさなら、さしもの〈飛竜リンドヴルム〉でも、空中で瞬しゆん時じに蒸発させることはできない。落とす前に阻止できなければ、あとは外れてくれるのを祈るしかない。

「なんということを考えおる、これがあの少年の策だというのか」

　キリエは歯ぎしりしたが、しかし、まだ終わってはいない。敵が攻め寄せるまでに、もっと多くの敵を食くらって竜の魔力を調達すれば、最後には勝つ。

　キリエは爆撃阻止よりそちらを優先することに、再度方針を変えた。

　なにより、持ちこたえていれば増援が来る。「シュターケン」とその護衛竜騎士隊が到着すれば、逆転は簡単だと。

　怪鳥狩りに転じた竜騎士達の姿は、いやでも目立った。

　これを見とがめたか、すかさずグリペンが舞い戻ってきた。一対一なら互ご角かくの怪かい物ぶつであったが、四騎がかりで徹底的に駆り立てれば、たやすく仕留められるだろう。

　あれなら、竜にとっても、ずっと食いでがあるに、ちがいない。

　彼等の背後ではまたも、次々と鉄の槍が砦や橋に降り注いでいたが、もはや眼中にはなかった。







　キリエはまだ知らなかった。シェーラが天使語の信号を読めるという事実を。以前そのせいでランセンを失う羽目となったのに、その場に居合わせなかったがゆえに。

　だから今回も、キリエの魔法信号は接近中のコルサコフ号から捉えられていた。

「敵竜騎士が空中集合をかけたか？　何かに気づいたな」

　シェーラはそれが意味するところを考えた。敵が新しい戦法を考えたか、攻撃対象を変えたか、あるいは第二艦隊に気づかれて、そっちに矛先が向いたか。

　彼女の位置からでは第二艦かん隊たいの現在位置がつかめないので、何とでも考え得る。しかし、悩なやんでいる場合ではないだろう。

「伝令、来い！」

　シェーラはすかさず鴉からすを呼んだ。見分けがつかないが、いつものとは別の個体だ。

「旗艦、司令部に伝達。敵竜騎士空中集合の信号あり、警けい戒かいされたし」

　余計な判断は差し挟まなかった。ステンカならこれで何とかする。そう信じていた。そのかわり一つ、自分の決断を付け加えた。

「本艦は増速、敵騎士の牽制と味方飛行隊の援護にあたる、以上！」

　どちらにしろ先を急いでいるのだ。もっと急いでも不都合はあるまい。鴉を解き放つと、シェーラは海かい賊ぞく達たちに新たな命令を与えた。

「三角帆を張れ、上手回しと合わせて接近速度を上げる。航路変へん更こう、面おも舵かじ五！」

「よーそろー、総員作業、かかれっ！」

　コルサコフ号が一枚だけ帆を張って、やや右に傾くと、後続の船団もそれに倣った。ガレー船バラキレフ号では、拿だ捕ほ以来久しく使っていなかった櫂かいが繰り出された。奴隷を使わないことになっているため、漕ぎ手がおらずトカゲと帆に頼たより切きりだったのが、ここにきて乗組員が自発的に漕ぎ出したのである。

　次いで銃兵隊に、魔法金属スヴァロタイトの弾が配られた。真っ先に突入すれば、竜騎士の矢面に立つのだから、当然だろう。

　そしてシェーラは自らも、切り札を取りにいちど船室へ戻った。そこではパルナッスムが、ノーチェの棺桶こと「イズデリエ98」に寄り添って待ち構えていた。

「チャージは済んでおる。まあ、長年鍛冶やってて、一番それらしいモノを作った気がするわい」

　棺桶を開くと、中には一振りの偃月刀カトラスが納められていた。シェーラが手にとって抜ぬいてみると、その刀身は魔力の輝きを放っている。

　なけなしのスヴァロタイトの、弾だん丸がんにして何十発分にもなろうかという量を費やして打たれた、たった一本の剣けんであった。

「勇士を名乗るんなら、聖剣みたいなもんを持っておくべきだと思ってのう」

「肩書きはどうでもいい。だが、出来のほうは信用しているよ」

　それから、シェーラが刀身の銘に気づいて眉まゆをひくつかせるのを、パルナッスムは面白そうに見ていた。

「聖剣魔ま剣けんにゃ銘がいるからな、勝手ながらつけといた。シェーラ・アルザードが持つにはそれしかあるまいて」
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「……余計なことを……」

　シェーラは困惑しながらつぶやいたが返品はしなかった。

　刀身の文字は「アルザデツキー・ハーン」。もっとも東岸の人間は、つい最近まで西岸の奥地に「アルザード汗国」という小国があったことなど、知りもしないだろう。







　ステンカは一度だけ、旗艦にシェーラを乗せなかったことを悔やんだ。むろん、敵の信号が読めなかったためである。しかし、すぐにシェーラから伝令の鴉が飛んできた。こうして欲ほしいと思ったとき、離れていても通じているようで、ステンカは素す直なおに嬉うれしかった。だが戦況は喜んでいる場合ではなさそうだ。竜騎士が作戦を変えた可能性に思い当たったステンカは、ただちにノーチェに空中の情報を収集させた。

「敵の戦法が変わりました。集団空戦に移ったようです」

「見えてる。まずいな、犠ぎ牲せいが増え始めた……あっ」

　思わず声を上げたのは、むろん、〈飛竜リンドヴルム〉の捕食戦法を目もく撃げきしてしまったからである。その手があったかと、ステンカは凄惨さよりも計算ミスに舌打ちしていた。

　竜もまた魔獣なのだから、捕食による体力回復が出来る。このまま波状攻こう撃げきを繰り返しても、敵に塩を送ることになる。

「戦術変更、第三段から第四段階を飛ばす。こちらから接近、味方の回収を早める」

　それからステンカはラッパ銃に花火の着色剤を詰つめた。信号銃として、空中の味方に移動を知らせるためだ。勝手に動いては、帰ってくる仲間が迷子になる。

「合わせて、艦隊の投入も早めてもらわなくては」

　ステンカが伝令を出そうとすると、鴉はシェーラがすでにそうしていることを告げた。見れば実際、そのとおりだった。

　彼女ならそうするだろうということは、とても、納なつ得とくのいくことだった。







　ステンカの信号弾により、グリペンも〈シレーン〉達も一斉に逃げ去っていった。キリエは深追いをさせなかった。それより、撃ち落とした敵を糧に魔ま力りよくを回復し、敵艦隊の到とう達たつに備えねばなるまい。

　振り返ってみると、砦のテラスはすでに崩落し、下の階層にも火災が起きているようだ。修理するまではあそこには降りられない。いまからでも限界まで艦隊を攻撃すべきか。迷ったが、キリエは一時撤てつ退たいを決めた。岬まで戻るなら今の体力でできる。

　彼が見たところ、艦隊の砲ほう撃げき開始は二刻後。多少奥に引っ込んでも、十分戻ってこられる。彼等は海面まで舞い降り、浮かんでいる敵の死体をめいめいの竜につかみ取らせた。戦いはまだ第一幕が終わったばかりだ、先は長い。







第七章　怒りの日







「グリプスシャンツェ会戦」の第二幕は、壮烈な砲ほう撃げき戦せんから始まった。

　発端は、帝てい国こく側が繰り出した斥せつ候こう艦かんが、風下から太陽を背に逆走してくるコルサコフ号を発見したことだった。伝令式神が送り出されると同時に、海かい賊ぞく艦かん隊たいの侵しん攻こうを押し止めるために、斥候艦は果敢にも衝角攻撃を敢行した。

　コルサコフ号はすぐにこの小型艦に気づき、先制砲撃で難なく葬った。しかし、これによって要よう塞さい防衛軍の注意が、本来なら不意打ちをくらわす側の第一艦隊に向いてしまった。なにより帝国のガレー船は風上側にいるので、帆はん走そうでの急行が可能だった。

〈ゴブリン〉中隊と防ぼう御ぎよ魔道士を乗せたガレー船隊三隻せきが、ただちに海かい賊ぞく討とう伐ばつに向かった。同時に、砦の砲兵隊も、生きのこった砲台からの攻撃を試みる。高台に置かれている分、砲の性能が大差なくとも、要よう塞さい砲ほうのほうがやや遠くまで届く。

　ガレー船団が接敵するまでの間、支し援えん砲ほう撃げきが降り注いだ。対する海賊艦隊は、風向きに支配されない複雑な艦隊運動を駆使して、その弾幕をかいくぐった。

　そのうち、砦の反対側でも砲ほう火かが上がり始めた。追い風に乗ったボレロフ第二艦隊が、ついに接近を果たしたのである。

　要塞側の砲ほう弾だんはすべて手前に落ちた。それに対して、臆することなく横腹を見せたクラウディオ号は、片舷の一斉射で返礼した。

　ボレロフ伯はく爵しやく自じ慢まんの最さい新しん鋭えい高性能カノン砲は、要塞砲を上回る射程を発揮し、鋼鉄の弾丸を城壁に叩たたきつけた。

　最初の爆撃をしのぎきったテラスの梁がまた少し崩れ、出丸の砲郭にも直ちよく撃げきが一発。

　要塞の再反はん撃げきは、クラウディオ号を追いかけられなかった。第二艦隊は縦陣を組んでおり、すかさず二隻目、三隻目が射しや撃げきするのだ。

　一見、一方的に押しているようだったが、実情は生やさしくはない。いかに高性能の大砲でも、ただの鉄の塊では要塞内部に対する破壊力は小さい。お互いが打ち込んだ弾丸を拾って撃ち返すことさえできるほどだ。

　壁を崩せば砦そのものがいずれ崩れ落ちそうなものだが、要塞には防ぼう御ぎよ専門の魔法使いがいた。破孔に次々と光があふれて、穴を塞ふさいでいく。籠城戦に備えて、「盾たて」の呪じゆ文もんを札にしておけば、貼って回るだけで持ちこたえられるというわけだ。

　同じ場所に強力な打だ撃げきを打ち込み続けるか、全方位から蜂の巣にして防御を飽ほう和わさせるか。アバド大たい佐さは大だい胆たんにも敵前で回頭、ジグザグの航路をとって接近しつつ、今度はもう一方の舷から斉射を食らわせる。

　近づけば小型艦の旧式砲でも有効な攻撃が可能となるし、なんといっても反対側の海域には、海賊第一艦隊がすでに到着している。回り込む必要はない。

「このまま、撃ちあいだけで終わってしまうんじゃ無いだろうな」

　ガスパルはむしろつまらなそうに見物していた。砲ほう戦せん距きよ離りでは、海兵隊にも弓兵にも出番はない。

「そんなに簡単な相手ならだれも苦労はしない」

　ラスラーンは悟りきったようにつぶやいた。それから上空をにらんで、しばし。

「喜べ、お前の相手が来た」

　指さしたのは西方の空。岬の後方陣地に引っ込んでいた竜騎士隊が、再び出しゆつ撃げきしてきたのである。

「どっちを狙うかな、こっちか？　はっ、俺様に何の備えもないとでも思っているのか？　カネとコネの力を思い知らせてやる」

　ろくでもないことをつぶやきながら、ガスパルは自分の背嚢を開いた。

　中からは、小さな紙の束。だが、ラスラーンにとってはどこかで見たようなものだ。

「魔ま法ほう使つかいってのは、べつに帝国にしかいないわけじゃないんだぜ」

　ガスバルはその札を一枚ずつ、自分の矢に矢文のように結びつけていった。

「たかが四騎、これで十分よ」

「いやまて、そうではないらしいぞ」

　ラスラーンはさらに西の空へと目をこらした。

　四騎の後ろから、さらに九騎の竜りゆう騎き士しが向かってくるのが、遠目にもはっきりと解った。どうやら、「槍やり」のほうにはすでに増援が着いているらしい。

　ということは、さっさと上陸して制圧を終えないと、陸からも敵兵が押し寄せてくるということだ。

　日はほぼ南中。干潮まで、四刻を切った。







　増援の到着が見えた頃、ステンカの旗艦ガングートは要塞砲の射程外をゆっくりと航行していた。飛行はしていない。ガングート自身と空の怪物達は休息をとっている。

　さすがに、仲間を次々と目の前で食い殺された〈シレーン〉達の動揺は激しく、ニーナは辺りをはばからずに「怖かったにゃーっ！」と泣き叫んで、その泣き声がむしろステンカの脅きよう威いとなった。帰ってこなかった者の中には、敵前逃亡も何羽かいただろうが、それには触ふれなかった。いま士気が落ちたら、飛行隊は無力化されてしまう。

　敵にしてみれば、恐きよう怖ふを与え魔力を得る、一石二鳥の戦法だったと言えよう。

　もっとも長時間滞空して戦ってくれたグリペンも、ついに竜騎士一騎き、倒すことは叶わなかった。

「まだ、やれるかい」

　ステンカの口調は優しげだが、有無を言わさぬものがあった。続いてガングートも、アバターをひざまずかせて頼たのんだ。

「私もつかれたけど、もうちょっとがんばってくれると、うれしいですー」

「……そんなことを言われたら、引き下がるわけにはいかぬ。だが爪と嘴くちばしだけでは、やつらの飛び道具に勝てぬ」

　グリペンがそう答えるのを、ステンカはある意味では待っていた。

「もちろん、用意はしてあるさ」

　ステンカは甲かん板ぱんの第三の蓋ふたを開けた。中には、人間がそのまま使うにはいささか強力すぎるような武器が詰まっていた。

　城砦用の弩に、軍ぐん艦かん用の旋せん回かい砲ほう。大たい砲ほうと長銃マスケツトの中間くらいのものだ。もちろん単発式だが、射程は〈飛竜リンドヴルム〉の炎に匹ひつ敵てきする。長槍もある。これなら鳥の指でもつかんで振り回すことができるだろう。矢と槍には、天使語が刻んである。

「ラスラーンのところの金持ちが札を買い込んでるようだったんで、真ま似ねしてみた。スヴァロタイト製ほどじゃないけど、ただの鉄よりは竜に効くんじゃないかな」

　怪かい物ぶつ達たちに魔ま法ほうの武器を持たせるというのは、起死回生の手であると同時に、危険でもあった。竜の糧になるくらいだから、彼かれ等らもまた魔力の持ち主である。シェーラに魔ま剣けんを持たせるのと似たような効果があるはずだ。ただしもとは伝説にも恐おそれられた怪物、それを今後、他の人間にも向けるのではないか、との懸念を口にする者もあった。

　一理はあるように聞こえたが、それ以上は無いとステンカは思った。なにより、躊ちゆう躇ちよしている余よ裕ゆうはもっと無い。

　それから、グリペンにはもう一つの案を授けた。

「もし使いにくかったら、だれか君の認める騎士を選んで、やってもらうといい」

「それは誰だれかを乗せろということか。我は安くはないぞ」

「大丈夫。候補の心当たりは少なくとも二人はいるから」

　ステンカが請け負う。

　休んでいる時間はなかった。ノーチェが危急を告げる。

「ステンカ様。西方上空、敵航空兵力十三騎き、東方へ進行。攻撃目標は艦隊と推定。戦力分析によれば十三騎の攻こう撃げき力りよくはクラウディオ号の防御力を三百％上回ります」

　かつてボレロフ艦隊の警けい備び艦かんは竜騎士三騎に爆沈させられた。いかに最大最強の軍艦でも、その四倍の敵は荷が重い。しれっと言ってくれたものだが、あいまいに濁されるより、作戦を考える上ではありがたいというものだ。

「任務を変更する、これより君達は艦隊の援護にまわり、竜騎士と戦ってもらう。無理に仕留める必要はない、上陸が始まるまで空の支配権をとれ。旗艦、前進再開」

「了りよう解かいー、とりゃああああ！」

　気合いを入れねばならないほど、ガングート自身も疲れている。それでも航空怪かい獣じゆう母ぼ艦かんは、再び水面を離はなれた。コルサコフ号に追いつきそうな勢いだ。

　今度の武器は、爆弾よりはずっと軽い。怪物達は軽々と急上昇していき、やがて空中をブレスの炎ほのおが彩り始めた。







　竜騎士隊は四騎と九騎に分かれたまま、まず四騎のキリエ隊が第一艦隊に、そして九騎が第二艦隊に襲いかかった。艦隊の兵力比から言えば第二のほうが大きいのだから、妥当なようにも見える。ましてボレロフ軍は海賊軍と違ちがって、怪物を使っていない。

　帆はん船せんの弱点である帆を狙うため、〈飛竜リンドヴルム〉は各自別の船に狙いを定めて低空に舞い降りた。従来どおりの対艦攻こう撃げき法だ。もちろん、普ふ通つうの弓矢や長銃マスケツトでは、彼等の鱗に傷を付けることも、騎き士しの魔法を打ち破ることもできない。

　まず二番艦エルネスト号の船首縦帆に火が付いた。水兵達が急ぎ索を切り離し延焼を防ごうとする。打ち上げられる無数の弾と矢は、どれひとつとして竜に通用しない。竜は悠ゆう々ゆうと残るすべての帆に火を付けてまわり、エルネスト号の速度は目に見えて落ちた。後続の艦隊は、追突を避けて慌あわてて舵を切るほかない。隊列が乱れる。

　こんな時、ボレロフ艦隊には艦隊すべてに目を配る方法も、対策を伝達する手段もない。ただ、目の前のことに、最善の判断と対処を行う訓練の積み重ねがあるだけだ。

　そして、機転。前進を断念したエルネスト号は、ただちに短たん艇ていを下ろし始めた。いち早く、海兵隊の上陸を始めようというのだ。大帆船は普通、直接乗り上げることはできないから、いずれにしろ乗り移る必要は出る。

　これをも阻止しようと竜騎士がさらに低空に舞い降りてくるが、砲ほう列れつは遠えん慮りよ無く味方の頭上を越えて大砲を発射した。衝撃音が海兵達の鼓膜を震えさせる。ことによれば破れたかもしれないが、竜に焼かれるよりはましだったろう。弓矢くらいは気にもかけない竜騎士も、さすがに大砲となると警戒して避さける。

　これを見たクラウディオ号でも、上陸作戦の前倒しを決定した。ばらばらに進しん撃げきして各個撃げき破はされるより、まとまって行った方が誰かがたどり着く可能性がある。

「海兵隊、移乗！」

　ついに出番が来た。ラスラーンは号令をかけると、率そつ先せんして縄なわばしごにとりついた。

　むろん、クラウディオ号を狙う別の竜騎士が、その頭上に迫せまる。だがラスラーンは気にしない。矢と鉄砲の集中射撃が竜騎士を襲おそう。

　ほとんどの弾は無効。だが、一本の矢が、魔法の盾をすり抜け、竜の鱗に突き刺さった。竜騎士は明らかに動揺していた。刺さった矢には、呪符が縛り付けてあった。

　ガスパルの魔ま弾だんだ。カネとコネの力は、本当に無む駄だではなかった。それを抜こうとした騎士の首筋に、二射目が飛来した。狙いはたしかで、騎士は魔法を使う間もなく、うめき声を上げて竜の背から落下していった。主を失った〈飛竜リンドヴルム〉は戸と惑まどいと痛みのためか、船から離れていく。

　甲板から歓かん声せいが上がった。得意げなガスパルの姿が容易に想像できたので、ラスラーンは振り返らずにまっすぐ短艇に飛び乗った。

　後方の艦隊も、竜騎士に対する戦法を工夫していた。短艇や弾薬庫狙いで海面すれすれに降りてくる竜騎士に対し、鎖玉で対たい抗こうする船が出始めていた。倒せないまでも、鎖が絡まれば飛行を阻害できると考えてのことだろう。

　五番艦シャルル号はこの方法で、敵竜騎士と差し違えた。砲列に向けて放たれたブレスと、数十発の鎖玉が空中で交錯した。首といわず翼つばさといわず全身に鎖と鉄球をまとわりつかせた竜騎士は羽はばたくこともできず後方の海に落下していったが、弾薬に誘爆したシャルル号は上甲板がことごとくめくれ上がるほどの大爆発を起こして、巨きよ大だいな浮うかぶ松明と化してしまった。

　大型軍艦一隻轟沈、一隻中破に対して、行動不能に追い込んだ竜騎士、一組半。とても割の良い戦いとは言えないが、一方的ではないとわかっただけでも、十分だ。

　ラスラーンら海兵隊員を乗せた短艇は、弾雨の下をかいくぐって要塞を目指した。頭上を味方の砲撃が飛び越えていくばかりでなく、敵の砲も上陸部隊の接近に気づき、撃げき退たいをはかっているのだ。次し第だいに、近くに上がる水柱の量が増えていく。

　彼等が、今は水没している浅瀬側の門を目指していることは敵もお見通しだろう。あえて目標を、どこか他ほかの開口部に変えて鉤かぎ縄なわで登ることも考えるべきか。いずれにしろ、もう少し速度が欲しい。手こぎのボートであるからには、部下を励ますほかに、指揮官に出来ることはないように思われた。

　そのとき、突とつ然ぜんボートが異様な加速を始めた。

「何があった」

　船首に乗るラスラーンには、船せん尾びで何があったか解らない。後ろからの答えは、意外ではあっても、言われてみればこの作戦に限っては「ありうる」ことだった。

「サメです、ばかでかいサメが本艇を押しているんです」

「ステンカの差し金か。だが海の怪物は海賊どもを引っ張るのに手一杯ではなかったのか？」

　そこまで考えて、ラスラーンは事態を悟さとった。

　砦の反対側でも、戦況が変わったのだ。海かい賊ぞく船せんも撃げき沈ちんされたか、あるいは――揚陸に成功して、怪物の手て空すきが生じたのだ、と。

「後れを取るな、このまま乗り上げろ。第一中隊、突とつ撃げき！」

　短艇が勢いよく浅瀬に乗り上げた。城門は爆撃で破壊されていたが、鎧よろいに身を固めた敵兵がすでに詰めかけて防御態勢を整えていた。

　かまわず、ラスラーンは先頭に立って飛びだす。援えん護ご射しや撃げきが顔のすぐ横を追い越していった。自らも短銃ピストルをかまえ、惜しげもなく一発目をぶっ放して突破口を開く。突き出された槍を払いのけて、正面の〈ゴブリン〉の脳天に戦せん斧ぷを叩きつけた。

　戦せん闘とう開始後、五刻経過。第二艦隊はついに「グリプスシャンツェ」に第一歩を記した。




　そのほんのわずか前、海賊第一艦隊は城砦に迫っていた。こちらは艦かん隊たい戦せんという意味ではより乱戦であり、稚拙だったと言われても仕方がなかった。

　バラキレフ号は、敵とガレー船同士の接舷戦せん闘とうに引きずり込まれていた。その後ろのリャードフ号は、真っ先に竜騎士隊に狙われていた。もちろんコルサコフ号へも襲来するのだが、前年と違ってそれなりに潤沢な魔弾の備えと、カレル達エルフ隊の正確な射撃によって、ブレスの射程に近付けることはなかった。なにより帆ほを畳たたんで怪物推進を使っているかぎり、帆を燃やされて航行速度が落ちることはない。それはよいのだが、勢い、まだ帝国軍対策が完全でない、ドラティら他の海賊に攻撃が向くことになってしまう。

　シェーラは単艦でも突とつ入にゆうすべきか、戻もどって味方を救出するか、正直なところ迷った。しかし、これ以上隊列を乱せば、四番艦以降がどうしていいか、わからなくなる。

　そのとき、上空に飛行隊が戻ってきた。攻城装備ではなく空戦のため身軽となったグリペンとニーナ達が、竜騎士のさらに背後から襲いかかる。

　敵は無理に避けようとしなかった。さっきまでのニーナ達は牽制しては逃げ回るだけだったから実害なし、寄ってきたら食いつけばすむ、とでも思っていたのだろうか。

　そのニーナ達が遠えん距きよ離りから矢を射ってきたのには驚おどろいたのか、大げさに避けた。その隙すきにリャードフ号はコルサコフ号をかばうように前進してきた。接近する敵を砲撃で追い散らす。

　シェーラは突入を決断した。しかも、短艇を下ろす手間さえも省くことにする。

「全速、あの砦の岸壁に横付けしろ！　直接、上に切り込むぞ！」

　どうせ砦の周りは断だん崖がいだ、乗り上げる心配はない。怪物動力で進むコルサコフ号なら可能だ。浅あさ瀬せに着けなくとも、檣ほばしらをよじ登って砲ほう門もんから潜入すればよい。

　もちろん敵の大砲は寄せ付けまいと狙いを近くにずらしてくるが、高台の砲台にとって、近すぎる船はむしろ死角に入ってしまう。

　ついに、右う舷げんが岩いわ肌はだに接せつ触しよくした。船全体が削られるように震える。帆ほ桁げたが折れたにもかかわらず、海賊達は横支索シユラウドによじ登り始めた。

　メインマストの見張り台が城じよう壁へきの砲門近くに達たつした。すかさず手投げ爆弾と鉤縄が投げ込まれる。

　敵も、とりつかれる可能性を見み逃のがしていたわけではない。城壁の張り出しから、石が次々と降り注ぐ。しかし、海賊達はかまわず突入を開始していた。

　石の雨の下に立ちながら、シェーラは味方が足場を確保するのを見届けていた。

「そろそろ、行きますか」

　副長が弩を背負い、剣を手にした。いつもの海かい賊ぞく風の偃月刀カトラスではなく、どこかの貴族の蔵から持ち出したかのような両刃剣だった。

「むろん。敵将の首は我らがとるさ」

　シェーラはにやりと笑うと、おもむろに舷げん側そくに歩み寄り、水面に向けて声を掛けた。

「水中の皆みな、ご苦労。これよりは各自の判断で他の仲間を助けよ！」

　コルサコフ号の船底の下から、怪物達の影かげが散っていくのが見えた。最後に、〈ルサルカ〉と〈ヴァージャ〉が水面に顔を出し、心配そうに見上げる。

「辛気くさい顔をするな。あたしを誰だと思っている。天下の海賊カピタン・シェーラ様だぞ。さあ、行け！」

　シェーラが剣を振ると、怪物達は今度こそ消えた。その後に石が降ってきて、水面を乱す。無粋なものだとシェーラは思った。

　それから、きっと踵を返すと、斜ななめにかしぎ始めたメインマストへと歩み寄った。







　両艦隊ともに白兵戦に突入したことを、ステンカは「神の眼」で確かめた。

　間に合うだろうか、との焦りは正直、ある。だが、突入が始まってしまった以上、ここから出来ることはほとんどない。

「ノーチェ、プローブ配置変更。各突入隊にそれぞれ一つ、周辺監かん視しに三つ、広域監視に直上一つ」

「了解、移動させます」

「ガングート、微速前進。このさい、敵の竜騎士に見つかってもかまわない。いっそ、こちらに引き付けたほうが都合がいいかもしれない」

「あぶないですよー？」

　ガングートが心配するのは、本心だろう。もちろんステンカにも備えはある。

　足あし下もとの武器庫には、魔弾や聖剣を作ったときに出たスヴァロタイト屑が、まる一樽たる積まれていた。それから、ラッパ銃用の紙薬莢が多数。

　炎を浴びせられたら危険ではあるが、これでも竜騎士に嫌がらせくらいはできる。

　ノーチェは別のことを心配していた。

「私達が撃つような事態になったら、作戦指揮に支障を来すと思われます」

「そうでもない。戦略上の第一目的は、彼等に任せておいてもたぶん何とかなる」

　ステンカは一発目を装そう填てんしながら、確信を持っていた。







　阻止攻撃を指揮していたキリエは、コルサコフ号がついに砦へと取り付いたのを空から認めた。短艇を下ろしたところを狙うつもりでいたが、裏をかかれた。

「海賊め、いい気になりおって。あの突入口を狙え！」

　キリエの指示で、城の竜騎士が砲門へと向かった。登っていく海賊達を背後から襲うつもりだ。

　しかし、突入口付近はすでに海賊に制圧されていた。最初に投げ込まれた手投げ弾が砲の弾薬に引火し、防御側の砲ほう手しゆは全ぜん滅めつしていたのだ。そして真っ先に駆け上がっていたエルフ隊が、突っ込んで来る竜騎士に魔弾の一いつ斉せい射しや撃げきを浴びせた。

　ブレスは自分達の誇ほこる城壁をあぶっただけで、中の海賊には届かなかった。逆に騎士はその弾雨をことごとく受け、竜もろとも、コルサコフ号近くの海面へと墜落、クライネの時と違って、それきり浮いてこなかった。

　キリエの頭に血が上った。栄光も地に落ちたものだ。もはや一人たりとも生かして帰すわけにはいかない。

「アイネ、クライネ、敵てき艦かんはまかせたぞ」

　キリエは指揮を預けると、自らはハルスキーとともに砦とりでへと急降下していった。敵の飛行隊が追ってくるが、火の玉をまき散らして追おい払はらう。

　同じ轍を踏まぬよう、キリエが目を付けたのはすでに大穴を空けられた屋上であった。そこに飛び込んで本丸の内部に先回りする。飛行の自由を失うだろうが、どうせ敵は天守制圧を狙ねらってくるのだ。ここで迎え撃てばよい。

　通常の援軍は砂州を渡れず立ち往生しているとしても、魔ま物ものや魔道士は、天守下の魔ま法ほう陣じんがあるかぎり召しよう喚かんできるのだ。まだ逆転の目はある。




「グリプスシャンツェ」の城砦そのものは、直接攻城戦になることはあまり想定されていないのか、突入してみるとさほど複雑な構造ではなかった。第一の曲輪は岬みさき側が受け持っているとしても、外郭から内郭への進入路は単純だ。

「ステンカの推定どおりだな。これは竜のための城だ、人間用じゃない」

　発着台だったテラスのなれの果てを見上げながら、ラスラーンは思った。

　第二艦隊海兵隊は、門を突とつ破ぱするとそこに足場を築き、後続部隊を中に引き入れた。対岸からは、守備隊の敗北を見て取ったしばらく後から砲撃が始まっている。ごく小さな砲しかないようなのでたいした脅威ではないが、潮が引いたら本格的に突っ込んで来るはずだ。こちらは手持ちの武器しか無いので、狼煙のろしを上げて艦かん砲ぽう射しや撃げきを依頼した。

　幸さいわい、一方の壁かべはすでに先行する海賊隊によって制圧されており、彼等はバルコニー伝いに他の四方の砲ほう座ざを襲しゆう撃げき、艦隊への砲撃を妨ぼう害がいしていた。

　あちこちから何本もロープが垂れ下がっているところを見ると、すでにあちらも本丸に取りかかっているに違いない。階段を使わないとは、せっかちな連中だ。

「後れを取るな。第一分隊、続け」

　ラスラーンはここでも先せん陣じんを切った。銃じゆう眼がんからの射撃を装填の隙をついて駆け抜け、入り口にいた帝国兵の兜を戦斧を一いつ閃せん、たたき割る。〈ゴブリン〉ではなく帝国人だったが、ラスラーンにとってはどっちでも関係ない。

　入り口の奥に潜ひそんでいた伏兵も横よこ殴なぐりになぎ倒す。そろそろ武器が長すぎて扱あつかいにくいと感じ、倒れる敵兵の腰こしからまず短銃ピストルを掏摸すり取って、奥の敵を撃つ。ついで騎兵刀サーベルを二本、拝借する。すぐ後ろに味方が続き、ラスラーンの背後を守る。

　内側から見ても、上の構造はすでに瓦解しつつある。だが、城の最も重要な部分は下にあるはずだ。分隊から二人、階段の確保に残して降りていく。

　案の定、潜るほどに襲われる数が増えていった。あきらかに人間より魔物が多くなっていた。〈ゴブリン〉より小さく、壁を這ってくる子鬼を、正体も確かめずに切り捨てる。

　と、途と中ちゆうの階でいきなり、とんでもないものに出くわした。青ざめた巨人と、獣頭の巨人とが、お互たがい槌つち矛ほこを振り回して殴り合っていたのだ。

　一方が海賊隊の怪物なのだろうが、どちらがどちらか、瞬しゆん時じには判断がつかない。ラスラーン達が戸惑っていると、横の瓦礫を越こえて飛びだしてきた人ひと影かげが、ひときわ輝かしい白刃を抜きはなった。切り落とされたのは、獣頭だった。絶命した身体のほうは、青巨人に押しのけられて壁にめりこんだ。

　斬撃を放ったのは、シェーラに違いなかった。ほんの数ヶ月前まで、出会ったならば斬ると決めていた相手だ。

　シェーラもラスラーン隊の存在に気づいた。

「お前も生きていたか。安心したよ」

「何な故ぜ、貴様がそんなことを気にする」

「おいおい、あたしは前からそんなに冷たくはなかったぞ？」

　シェーラはぬけぬけと言うが、実際、捕つかまっていたあいだ、彼かの女じよ自身からはさほどひどいことはされていない。

「あの副長はどうした」

「上で壁制圧の指揮をとってる。殴る相手には事欠かないから、安心しな」

　それからシェーラは下に続く階段をのぞき込み、ラスラーンを含めた人数を確かく認にんした。

「すこし狭いな、トロルはここで待機、残りは――」

　途中まで数えたとき、真上から天てん井じようが崩壊する破滅的な音が鳴り響いた。




　どうしてそんなことをしたのか、ラスラーンにはわからなかった。ただ、気がつくと、シェーラをかばうような形で床ゆかに伏していた。

「無事か」

　ぶっきらぼうに言って身体を起こすと、下に居たシェーラは何故か顔を赤らめながら這い出して来た。

「押し倒されたとでも思ったか？」

「ばか言うな。ただ、守ってくれるなんて思わなかったからな。お前、敵かたき討うちにしか興味が無いんじゃなかったのか」

　シェーラの言うとおりだったはずなのだが、それなら、見捨ててしまえば一人片が付いたはずだ。本当にどういうことなのか、自分でも解らなかった。

　自分のことも、シェーラのことも、もちちろんステンカのことも、まだ。

「一つ、聞いていいか」
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　ラスラーンはつい、声に出してしまった。

「なんだ？　先を急ぎたいんだけどな」

「ステンカと寝たのか？」

　あまりに場ば違ちがいな質問だとラスラーン自身も思っているのだ。シェーラがいきなり吹き出すのも、無理は無いと認めざるを得ない。同時にこの反応から、それはない、との結論が得られる。海賊のくせに意外とこの女、純情だ。

「おかしいな。ステンカみたいなヤツが海賊なんかになるはずがない。もしや、たらし込まれたのかと思ったが違うのか。ああ見えてあいつはムッツリスケベだからな」

「最後のトコは否定できないなー」

　思い当たる節でもあるのか、シェーラは顔を背け、訥々と話しながら探たん索さくを再開した。

「……たらし込んだ、も半分あたりか。仲間になれって言ったのは、あたしだ。なにしろ、お前がいなくなったあとのあいつときたら、見てられなかった」

　多くを語っている場合ではないが、聞き捨てならない話でもあった。

「海賊になる理由とは思えない。あいつは――」

「解らなくもないんじゃないか。お前だってさっき、とっさにやってくれたろう？」

　シェーラは微び妙みように首をかしげるように振り向いた。

「どれだけ敵討ちに必死かは聞いているし、お前がわりと粗忽だということも知っているが、簡単に人を踏み台にできるようなら、あいつとやってこれた訳がない」

「よせ。お前にアイツの何がわかる」

「うん、そこなんだな。正直、最近よくわからない。あたしを助けてくれるって言ってたかと思ったら、妙みようにモテ出して、提てい督とくとか言われるようになっちまって、あたしは部下その一でしかなくなっちまったのかとか、そういうものになりたかったのか、さっぱり解らない」

　軽く言っているようで、その実かなり真剣なようだ。ラスラーンは少し困った気分になった。

「いつも後ろを歩いてると思ってても、いつの間にか主導権は握にぎってる。ステンカってのは、昔から、そういうヤツなんだ。知らなかったろ」

　宝探しのとき、最初に船に飛び乗るのはラスラーンで、そのあとにツィンカが続いて、最後にニコニコしながらやってくるのがステンカだった。だが、行き先の地図を持っているのは、いつもステンカの役目だった。二人だけになった後、船を買って商売を始めたとき、先頭を切って危ない橋を渡り始めるのはラスラーンだったが、金銭から官憲の目を逃のがれる算段までステンカがつけている。ラスラーンの勝手に付き合わせているようでいて、その実、必ずしもそうではない。

「どんな秘宝で背中に目がついたか知らないが、昔から俺のやることを良く見てたし、細かいことを気にするたちだった。それがどうしてか、ものごとを上手い方に転がしてくれるんだ。そこが、一いつ緒しよに居て頼もしいところでもあり難しいところでもあったがな……」

「うーん、そこがなあ。結局決めるくせに、責任感となるとヘタレなんだよなあ」

「丁度いいんじゃないか。あんたも、突っ走るたちだろ」

「へ？」

「どうやったら、あいつとうまく付き合えるかって話だと思ったんだが、違うのか？」

「な、な、なにをばかな、いまそんなことを言っている場合では……」

　シェーラがあわをくっている間にも、足は地下の、広間じみたところに踏み込んでいて、そして実際に浮ついた話どころではなかった。

　床には魔法陣が広がっており、高級魔道士が呪文を使っているところだった。陣の中からは、ゆっくりと魔物が実体化しようとしているところだった。

「なるほど、あいつの予想通り、ここが要塞の心臓部ってわけだ」

　ラスラーンはゆっくりと騎兵刀を構え、シェーラもさっきまでの態度を振り捨てて剣を抜ぬいた。

「貴様等ら、こんなところまで！」

　魔道士が振り向く。転移が完成するまで待ってやる必要などない。二人は特に示し合わせてもいないのに、同時に斬りかかった。

　魔道士は間ま違ちがいなく、防御の魔法を張った。にもかかわらず、シェーラの剣はいともあっさりとそれを切り裂いた。続いてラスラーンの二刀流が、魔道士を十字に切り裂く。

　あまりにも、あっけなかった。敵は血を噴きながら倒れ、転移は中断された。

「たいした要塞でも無かったな。あとはここを壊すだけか」

「やはり、あくまで竜のための砦だったということか？」

　二人揃そろって気が抜けそうになった、その直後だった。

「そのとおりッ、これは我らが城だ、貴様等には渡さぬ！」

　声は、上からだった。すでに崩落しかかっていた天井をぶち抜いて、何か巨大なものが降ってきた。

　それは地下に現れるはずのないもの――〈飛竜リンドヴルム〉だった。その口には先ほどの〈トロル〉の半身をくわえ、背には見覚えのある騎士を乗せていた。キリエだった。

「貴様っ、一度ならず二度までも俺の前に！」

　ラスラーンが叫ぶと、キリエもどうやら覚えていたようだ。

「ほう、鍵の少年のもう一人か。まさかこんなところで出会うとはな。残念だが、宝がもう一人の手に渡った以上、君にはもう用は無い」

　キリエの挑ちよう発はつは、ラスラーンにとってはもう意味の無いものだった。そのかわり、シェーラに告げた。

「さっきの話だが、俺は敵討ちをやめるつもりはない」

「だからって、あいつと差し違えて死ぬとか考えるなよ」

「それは――」

　ラスラーンは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。脳のう裏りに浮かんだのは何故か、少女の姿だった。それも、昔、幼心に恋い焦がれた方ではなく、今、彼かれの帰りを待っている少女。

「ない。安心しろ」

「なら、あたしに続け。あたしの剣は魔法に対抗できる」

「不本意だが、そうさせてもらう」

　もちろんラスラーンはその理由を知らない。知らなくてもかまわない。ステンカが信じて送り出してきたからには、ラスラーンが疑う道理は無い。

　シェーラの、かつては少年達を魅了した脚が床を蹴けった。竜がブレスを吐く前に、首の内側に踏み込む。キリエは盾を張るよりも、攻こう撃げきで相殺するのを選んだ。右脇から繰り出された槍の突きが、文字通りぐんと伸びる。シェーラはそれを剣で受け流し、火花を散らしながらなおも突とつ進しんする。槍が戻る前に、ラスラーンはその穂ほ先さきを踏みつけた。槍をハシゴがわりにしてキリエに肉にく薄はくする。

　突然、竜が身をよじった。命令がなくとも、主人の危機を察したかのようだ。二人は振り落とされ、そこへ今度こそブレスが吐はきかけられた。

　シェーラはとっさに剣をかざした。魔法金属を妖よう精せいが鍛えた剣は、炎の精せい霊れいをも切り裂いた。しかし、熱そのものを消すことはできなかった。あまりの熱さに、シェーラは抵てい抗こうを諦あきらめて崩れた城壁の陰かげに飛び込んだ。竜はゆっくりと這いずって、近づいていく。

「さすがに、剣一本で竜騎士は無理だったか」

「当たり前だ。愚弄も大概にしろ。死ね！」

　キリエが命じると、竜が高く吼えた。

　炎のかわりに、苦痛を訴えて。

　キリエが振り向くと、ラスラーンが竜の尻尾しつぽに二本の刀を切りつけていた。

「とっくに焼き殺されたとでも思っていたか？　あいにく悪運は強い方だ。ところでこの刀はおまえ達の士官から奪うばったモノだが、なるほど、魔法使い用だけのことはあるな」

　シェーラのいかにもな「聖剣」に注目を集めるため、ラスラーンは自分の剣が魔法的にどうなのかは言わなかった。実際どんな程度かは使ってみなければわからなかった。どうやら、竜の鱗を貫かん通つうするくらいならできるらしい。

　この不意打ちが、またキリエに隙を作った。それをついてシェーラが飛びだす。竜は今度こそ炎を吐こうとしたが、シェーラの脚の方が早い。下に転がりこんだシェーラは回転しながら竜の喉のどを切りつけた。青い血が降り注ぐ。これでもう炎は吐けない。そのまま翼にも切りつける。キリエは槍を伸ばして割り込んだ。シェーラの剣が槍と激げき突とつする。同じ魔法金属同士がまともに打ち合えば、持ち主の魔ま力りよくに勝まさる方が強い。

　当然、一対一ならそれはキリエだ。

　だが、キリエの背後にはラスラーンがいる。すでに背中から切りつけようと迫っている。キリエは槍を引けない。とっさに、左手で盾たての印を切る。

　ラスラーンは二刀をクロスさせて打ち込んだ。一本目が盾と干かん渉しようを起こし、相殺して砕け散った。残る一本を阻むモノはない。キリエの肩かたから背中を一筋、切り裂く。こちらからは真っ赤な鮮血があふれる。

　竜と騎士の双そう方ほうがのたうった。二人は今度は整然と跳ちよう躍やくして、暴れ回る尾おを避ける。

「勝負あったな」

　ラスラーンはにやりと笑った。だが、致命傷を受けたはずのキリエもまた、同じように笑えみを浮かべた。

「いや、まだだ。貴様等、ここが何のための間か、知っていて来たのだろう？」

　キリエが右手で弱々しく印を切ると、再び魔法陣が輝き始めた。しかし、新手が出てくる様子は無い。

　そのかわり、キリエは槍を掲かかげると、自ら、自分の竜に穂先を当てた。

「〈重じゆう爆ばく竜りゆう〉シュターケン、我キリエ・グロッサムと我わがハルスキーの命と魔力を捧げまする。喰らいて、より強大となり、敵を討ち滅ぼしたまえーッ！」

　最後には、キリエの顔は悲壮を通り越し、恍惚に至っていた。槍は自らと竜を貫き、そして竜と騎士の姿は呑み込まれるように魔ま法ほう陣じんの中に消えていった。血の一滴さえ残っていない。

「何を、言ってやがったんだ、あいつは？」

　シェーラの声がうわずるのに、ラスラーンは同意せざるを得なかった。二人が見たのは狂気というより狂信だった。だがそれはラスラーンにとっては他人事ではなかった。

　自分が、帝てい国こくと海賊憎さのあまりに、ああいうことをしなくてすんだという保証はない。ステンカと別れてからは、特に。

「重爆竜ってのは、例の巨竜のことか。養うってのは、こういう意味だったのか」

「ああ、だろうな、魔法陣を壊そう。あまり時間はないぞ」

　二人はうなずき合った。ここにいれば、キリエの妄執が宿った新兵器は砦を踏みつぶしにくるだろう。

　いや、もう遅おそかったのかもしれない。上から、地響きにも似た音が近づいてくる。




　真っ先にその存在に気づいたのはやはりノーチェであった。

「東方、新たに低速で接近する物体を捕捉」

「見せて」

　ステンカが視覚データを交換する。すでに作戦完遂の刻限は迫っていたが、砦の制圧は始まっていたし、徒渉用意中だった敵増援の陸戦部隊も撤てつ退たいしている。よほどのことがないかぎり、勝負は決したと言ってもいい。

　もちろん、全すべてが終わるまで油断するつもりはない。しかし、敵にとって、砦の奪回、再利用は相当なコストを覚かく悟ごしなければならない。

「撤退という判断ができないほどの重要拠点なのか、それとも……」

　合理的なことなら、それなりに読める。しかし、魔法の国は行動原理が特とく殊しゆすぎて、まだわからないことがあまりに多い。彼等にとっては意味のある死守なのかも知れない。

　だが、実際に映像を確認したステンカは、そんな合理性などどこかに忘れそうになって、気がつくと顎あごをはずしかけていた。

　それは竜だった。見た目だけでは〈飛竜リンドヴルム〉のようだが、身体が大きく、相対的に翼が小さい。そのせいか、ゆっくりと低空を飛ぶことしかできないらしい。到着が遅れたのもそのせいだろう。それで間に合わなかったというなら、世話は無い。

　しかし、先の九騎と別に、護衛についている三騎の新たな竜りゆう騎き士しが、対比で妙に小さく見えるのは、錯覚ではない。かつて一度だけ見たメッサーに比べればまだしも小さいのだろうが、それでも、赤子と副長くらいの差はあるだろう。鱗はメッサーの黒とも、〈飛竜リンドヴルム〉の青とも異なるようで、混じったような不思議な輝きをしていた。よく見れば、三色か四色くらいの色が鱗一枚ごとにちりばめられていて、全体の印象を複雑に見せているらしい。

　あれがどんなブレスを吐くのかはわからない。だが、町ひとつ焼きつくせるのは間違いない。

　その奇き妙みような巨竜は、「槍やり」の岩肌ぎりぎりに飛来すると、岩山を削って形を変える勢いで滑走する。堡ほう塁るいの柵を踏み破って、自分が守ることになっていた、あるいはこれから住むはずだった城砦を踏みつぶした。爆撃でもろくなっていたとはいえ、あまりに乱暴な着陸だった。わずかに残る城壁より、竜の頭はなお倍の高さにあった。

「シェーラ、ラスラーン！」

　ステンカが真っ先に叫さけんだ名はその二人。今、あの足下にいるはずだ。踏みつぶされていないか、プローブでの確認を急ぎつつ、攻略部隊には退避命令を送る。

　間違いなく、敵はもう要よう塞さいの合理的価値を気にしていない。ただ、この場で勝利をもぎ取ることしか考えていないのだろう。

　撤収後なら、いっそ放置しても良かった。竜はもはや死兵なのだ。しかし、まだ中に味方がいる。いま退くわけにはいかなかった。

「飛行隊を向かわせますか」

　ノーチェの質問に、ステンカは否と答えた。

「不用意に近づいては何をされるかわからない。やるとしたら、最大魔ま法ほう火力での先制しかないけど、コルサコフ号は……」

　城壁にひっかかっていたコルサコフ号は、引き潮に引かれて海へと流されつつあった。いま船にはシェーラも副長もいない。魔弾による最大火力を発揮できる状じよう況きようでは無い。

「ガングート、僕ぼくらの出番かも知れないよ」

「あれとケンカするですかー、でも、あそこまでは飛べませーん！」

「だよねえ……なんとか海に引きずり込むか」

　ステンカが思案している間に、第二艦かん隊たいは独自の行動を始めた。岬にそって距きよ離りを置きながら進行を始めたのだ。

「攻撃する気か。通常砲ほう弾だんが通じるのか？」

　疑問ではあったが、竜騎士だってうまくやれば大たい砲ほうで撃げき墜ついできるのだ。クラウディオ号の火力なら、倒せないまでもこちら側の海に追い落とすくらいはできるかも知れない。やるならたしかに、先手をとるしかあるまい。

　ステンカが見守っている間に、クラウディオ号の左さ舷げん砲ほう列れつが一いつ斉せいに火を噴ふいた。最大仰ぎよう角かく、数十発の鋼鉄の嵐あらしが巨竜を襲う。

　巨竜はそれに気づかなかったのか、そのほとんどをまともに喰らった。硬い音が幾重にも響き、竜の身体がかしぐ。城壁の上に倒れるように見えたが、島から滑り落ちるほどではない。とはいえ

「あれ、意外に、打たれ弱いとか？」

　ステンカは着弾痕を観察しようとして、それどころではない異変を目もく撃げきした。

　城砦の中から、あきらかに魔法の発動と思われる光が漏れだしたのだ。

　竜はそれを飲み込んだようにも見えた。と、見る間に竜の身体に輝きが宿り、それまで緩慢だった動きに鋭さが加わった。

　さらには、二枚だった小さな翼の下に、もう一組、少し大きな翼がメリメリと生はえてきた。目の色が、いまの魔力の色と同じに変わった。

　まるで今やっと目覚めたかのように、巨竜は天に向けて吼えた。

　ステンカは舌打ちした。あと一歩のところで、地下魔法陣の破は壊かいが間に合わなかったのか。いまの補給で、あの竜があと何日戦い続けられるのか、わからない。それに、砦の高さと竜の背丈を足せば、対岸まで見えてしまうかもしれない。

　クラウディオ号が反転し、再び砲ほう撃げきを試みる。後続の軍ぐん艦かんと合わせ、今度は百発に及ぶ砲弾が巨竜に向かう。全部が着弾すれば、いかにあの図体でも、今度こそは海に落ちるだろう。

　ところが、巨竜は半身を起こすと、前足をかざした。その爪つめの先に、見覚えのある魔法が発動していた。

　超特大の、盾の魔法だった。百発の砲弾は、すべてその盾に当たり、空中で止められた。さらに竜が前足を押しだすと、砲弾は元来た道を勢いそのままに戻っていった。

　艦隊は、自分達を砲撃したも同然となった。舷側だろうと甲かん板ぱんだろうと、ことごとく破砕され、破は片へんが飛び散る。

　さらに竜は、口からブレスを吐き出した。かつて魔道士ランセンが、島一つ沈しずめて見せた魔法によく似ていた。満身創痍のクラウディオ号は、ブレス一発で瞬時に爆発、消滅した。あれではアバド船長も逃にげる間もなかったはずだ。

　それだけでも恐おそろしいのに、竜はなんと、間髪入れずにもう一発、まったく同じ威い力りよくのブレスを放った。ランセンでさえ、全力の後にはしばらく撃てなかったというのに。二発目は軍艦アルトゥーロ号を襲い、同じように一いち撃げきで焼き払った。

　竜騎士の航続距離など、ささいな問題だった。この竜がその気になれば、ここから対岸の港さえ焼き尽くせる！

「全艦隊に退去命令を徹底、飛行隊は脱だつ出しゆつの援護、攻撃はするな！」

　ステンカは伝令に叫んだ。一斉に鴉からすが飛び立つ。あれを倒せるとしたら、一つだけ。

「ガングート、ひとつだけ嫌なことを聞くけど、あれに耐える自信はある？」

「あんまり、ないですよー！　水中にいれば、すこしは違ちがうと思いますけど」

　アバターが泣きそうな顔になっているところを見ると、さしもの彼女でも本気で怖こわいのだろう。伝説では四大守護龍に匹ひつ敵てきすると言われていても、他のものには絶対負けないという保証にはならない。たとえば別の伝説では、勇士の槍に封じられたように。

「なら、喰らわないようにして海に引きずり込むしかないね」

　それからステンカはふと気になって、訊たずねてみた。

「念のためもひとつ聞くけど、君にもああいうブレスってないの？」

「えーと、えーと」

　ガングートは真剣に悩なやんでいるようだ。

「何かあるかも知れないけど撃ったことないですー。だいたいずっと海の底にいたから、火とか雷かみなりとか縁えんがないですよー！」

「そうか、それなら……こういうのは、どうだ？」

　ドラゴンのブレスというのとはちょっと違うし、攻こう撃げき力りよくは期待できないかもしれない。しかし、敵のブレスを打ち消せればそれだけでもかなり、ありがたい。

「やってみますけど、それだと飛びながらは無理です」

「むしろ水中からのほうがいいよね、僕としては」

　それから、ステンカは改めて現況を確認した。

「ステンカ様、発見しました。シェーラ船長他ほか一名」

「どこだ！」

　血相を変えるステンカに対して、ノーチェは一瞬うつむいたように見えたが、すぐに答えを回した。

　巨竜の足下、砦の地下から、シェーラ達が這い出してきたのが見えた。もう一人とは、ラスラーンだ。手を繋つないでいるのを見て、安あん堵どすると同時に何故かむっとしたのを、ステンカは自覚した。しかし、今は二人とも助けねばならない。

「この艀バージを背せ負おったままで前進、敵前を横断して注意をひく。いいね」

「なんとか、がんばるですー！」

　空荷の航空怪かい獣じゆう母ぼ艦かんは、今や真の大怪獣に向けて、決死の進しん撃げきを開始した。




　ようやく外に這い出し、岸壁まで到とう達たつしたシェーラとラスラーンだったが、今になってあらためて頭上の化け物を見上げ、やはり、開いた口が塞がらなかった。

「あれがキリエの言う、〈重爆竜〉シュターケンってやつかよ。おっさん、とんでもないものに化けやがって」

「とにかく離はなれないと、って言いたいけど、残念なお知らせがひとつ。コルサコフ号、いなくなってる」

　崩れ去った城壁の跡あとから、シェーラが沖おきを指さす。引き潮の時間になってしまい、船が流されたのだ。しかも高さは増すわ、下は岩だわ、飛び降りても助かりそうにない。

「それは困った、と言いたいが、お前等のお仲間には飛べるのがたくさんいたはずだ」

「そうだねえ、こっちに気づいてくれればだけど」

　あまり心配していなさそうな口調でシェーラは答えた。信頼しきっているのだ。仲間のことも、そしてステンカが見つけてくれることも。

　実際、二人はいともあっさり、グリペンに発見された。

「我ならば二人くらいは造作ない。つかまれ」

　差し出された前足の爪につかまり、二人は空中に身を躍らせた。間一髪のところで、シュターケンの後ろ足が岸壁を踏みつけた。

　グリペンはまっすぐに、全速航行中のガングートに戻もどった。途中、ニーナ達も合流して、空荷だったはずの飛行甲板はすぐに、母ぼ艦かんの貫禄を取り戻した。

　二人はグリペンの爪から投げ出されると、わずかに残っていた慣性でステンカの許までつんのめっていき、二人してその胸にぶつかった。さすがにステンカとしても、二人とも抱き留めてやるほどには腕うでが大きくない。

「おかえり。ずいぶんと仲良くなったみたいで嬉うれしいよ。ラスラーンに斬られなくて良かった」

　一応ステンカは、ラスラーンがシェーラの首を狙っていたこともあるという前提で心配しているようでもある。だがラスラーンは違う解かい釈しやくで答えた。

「安心しろ、俺おれはお前の女を寝取るほど悪人じゃない」

「だ、だれがこいつの女だ、そんなんじゃねえ」

　むきになって否定するシェーラの言葉に、密かに「まだ」と続いていることをラスラーンは確信していたが、口にはしなかった。

「それより、そいつ、似合わないものを持っているな」

　ラスラーンは話をそらすついでに、グリペンが背負っていたものに目を付けた。それは艦載用の旋せん回かい砲ほうだった。たしかに、グリペンの前足には合った大きさの武器といえよう。

「ここで借りていった。撃つだけならできるので竜騎士相手には良かったが、我の手では二発目が込められぬ」

　というより、人間だって練習しなければできないのに、グリペンにいきなりできたらおかしい。だからラスラーンは遠えん慮りよ無く笑った。

「ちなみに俺はそいつの使い方にも慣れているが、手持ちで撃てる腕力はないぞ」

「汝なんじ、遠回しに乗せろと言っているな」

「そうとも。あいつには、トドメをさしてやらなきゃならんからな」

　ラスラーンの口から〈重爆竜シュターケン〉の顛末を聞いたステンカは、さすがに絶句していた。一年前に拾った「客」が、今は亡ぼう霊れいとなってドラゴンにとりついているというのは、ぞっとしない。こんな縁はさっさと切りたい。

「では、空と海からの共同作戦でいこう。ラスラーンはグリペンと空。僕とガングートが海から攻撃する」

「ちょっと待て、あたしを忘れるな。今回はコレ持ってるんだぜ、これ」

　シェーラは聖剣「アルザデツキー」を振り回してすねた。

「剣で切りつけるには、そうとう近づかないと……」

　苦にが笑わらいをしかけて、ステンカは何かを思い付いたという顔をした。

　ラスラーンは旋回砲に魔ま弾だんを詰つめ直しながら、それを喜んで見ていた。




　いまや魔ま竜りゆうとでも呼ぶべきシュターケンは、「グリプスシャンツェ」に居座ったまま、接近するガングートに狙いを定めていた。積極的には水にも空にも乗り出さないのは、やはり苦手なのであろうか。

　いずれにしろ、その圧あつ倒とう的てきな火力と魔法力をもってすれば、動く必要などないのかもしれなかった。

　ついにブレスが向けられる予兆を観測し、ステンカは「急速潜行」を叫んだ。ガングートと艀バージを固定していた索は、ガングート自身の歯と剣によって切られ、艀バージだけが水面上に残る。そこに、ブレスが直ちよく撃げきした。

　クラウディオ号でさえ爆沈する威力に、艀バージなど物の数ではない。一瞬にしてばらばらに消し飛ぶ、どころか甲板下に備び蓄ちくされていた予備の火薬に引火して、派手に噴ふき上あがった。同時に、空中にきらきらと輝くものがまき散らされる。

　シュターケンは、魔力に光る目を細めて水面をのぞき込んだ。もしもキリエの妄執だけでなく、知性も残っていたなら解っただろう。

　ステンカが自分のラッパ銃じゆう用に貯めて置いたスヴァロタイトの精製屑、それが飛び散ったのだ。魔法金属の破片は、その向こう、水中に隠かくれたガングートの姿を、魔法的には隠してくれるだろう。完全ではなくとも、しばし見失う程度には。

　そして、シュターケンがガングートを探し回ってきょろきょろしているところを狙って、ラスラーンを乗せたグリペンが高速で接近した。

　顔面のすぐ横に近づくと、さしものラスラーンもその大きさに気圧されそうになる。だが、それだけだ。

「でかければいいってものでもないぞ。撃て！」

　ラスラーンが叫ぶと、グリペンが手にした旋回砲の引き金を引いた。火薬に押しだされた特大の魔弾は、竜の眼球に向かって飛んだ。シュターケンはごく自然に、まぶたを閉じたが、弾はその幕を貫通して血しぶきを上げさせた。

　グリペンはついでに鼻先を後足でひっかくと、すばやく上空へと退避した。昇りながら旋せん回かいし、ブレスの狙いをつけさせないようにする。

　三騎きの竜騎士が追ってきた。自じ慢まんの秘密兵器の変へん貌ぼうに気づいていないのか、それとも、あんなものでも良いと思っているのか。しかし、上空に向けて放たれたシュターケンのブレスは、とっさに回かい避ひしたグリペンともう一騎を除く、二騎を呑み込んで焼き殺した。

「味方でもおかまいなしかよ、お前さん、それでもやるのか」

　ラスラーンは自分の短銃ピストルと借り物の騎兵刀を構えて、残る一騎を威い嚇かくした。銀の鎧よろいに身を固めた竜騎士は、ラスラーンにしてみれば故郷を焼き払った連中だ、個々の見分けなどつかない。もしかしたらこいつこそが、あのときの敵かもしれないのだ。

　しかし、敵はシュターケンの暴走に恐れをなしたか、ラスラーンに挑ちよう戦せんするのをやめて旋回していった。ラスラーンは追いたい気持ちを抑おさえた。

「俺だって弾込め役だけのために乗ってるわけじゃないんだぞ」

　ぶつぶつ言いながら武器をしまい、旋回砲の次弾を装そう填てんする。グリペンは何も論評しなかった。

　シュターケンの注意がそれている隙すきに、ガングートは金属屑の海を抜けてさらなる接近をはかった。うかつに空を飛べないので、どうしても、こうなる。

　ステンカとしても苦渋の決断だったはずだ。水中では「神の眼」の受信精度が低下することは、すでに解っていたからだ。

　にもかかわらず、シュターケンがグリペンに気を取られた瞬しゆん間かんを狙って、ガングートは再浮ふ上じようした。通信の都合もあるが、それだけではない。

　大きく仰ったシュターケンの頭が、急にガングートを向く。しかし、目をひとつ傷つけられたせいだろうか、狙いが定まらない。一度もう一方で確かめてから、正面にむき直る。そのとき、ガングートも唐とう突とつに顔を上げた。普ふ段だんは水面に隠れている口から、誰だれも見たことのなかった〈大海竜ワイズ・ドラゴン〉のブレスが放たれた。

　それは厳密にはドラゴンのブレスではなかった。水である。いちど飲み込んだ水を吹きだしているのだから、クジラの潮吹きにこそ近いだろう。

　だが、なにしろガングートの鰓が生み出す圧力といえば、この龍の巨きよ体たいを海面から浮き上がらせ、高速で前進させるほどのものなのだ。それはもはや水圧の大砲と言ってもよいだろう。

　やや遅れて、シュターケンもブレスを吐いた。空中で両者が激突したとき、その発射圧力以上のことが起きた。水の塊かたまりがあまりに急激に蒸発させられたため、大規模な水蒸気爆発を起こしたのである。その爆圧は海を波立たせ、漂う帆はん船せんを揺ゆらし、要塞の城じよう壁へきを突き崩すほどであった。

　シュターケン自身の身体も爆風をもろに受けて、のけぞった。はずみで片足を島から踏み外し、半分、転落しかかる。四枚の翼つばさが広げられ、空中に踏みとどまったシュターケンだったが、その背後から再び、グリペンが降下してきた。

　爆風が起きることは最初から知っていて、上空にて機を待っていたのである。グリペンが構えた旋回砲は、翼のひとつのつけ根を狙って発射された。狙いは微妙にはずれて、別の翼に当たるが、結果としてはどれに当たっても変わらなかった。

　バランスを崩したシュターケンは、それでも飛び去ろうとするグリペンに向けて砲撃し、そして外した。振り向きざまの一発は、なんと帝国軍の前進堡塁を山ごとえぐってしまった。「勇士の槍」に進出してきた帝国軍は、事実上、自らの魔法兵器によって全ぜん滅めつさせられてしまったのだ。

「調子に乗ってると、かすっただけでも死ぬな、こりゃ」

　と言いながらも、ラスラーンとグリペンはなお調子に乗って旋回した。最後の一発を装填してやると、これで装填手の仕事は終わりとばかりに騎兵刀を抜いた。

「一発決めたら飛び移る。上手く寄せてくれ」

「無む茶ちやなヤツだ」

　それでもグリペンは言われたとおり、残るもう一方の目を狙って接近、砲ほうを放った。弾は微妙なところでシュターケンの目尻に当たったが、苦痛を与え注意力をそぐには、一応、効果はあったようだ。それで十分だった。

　ラスラーンはグリペンの背中から、シュターケンの頭部めがけて飛び降りた。鱗そのものも硬く、そのまま弾かれて落下しそうになるが、かまわずラスラーンは巨竜の背中を滑り降りていった。

　その先には、翼がある。一枚のつけ根を傷つけたから、あと一つか二つ切ってやれば身体を支えられなくなるはずだ。変異する前のシュターケンの飛行能力が、不足していたように。

　敵から奪った魔ま法ほう使つかいの剣を、敵の背に突き立てる。〈飛竜リンドヴルム〉と同じ青い血がしぶきを上げて流れ出す。刀の大きさからいって、見た目ほどには深傷は負わせられないだろう。だが、翼の皮膜は、鱗ほど厚くも硬くも無い。滑り降りながら、それを切り裂く。

　シュターケンの上体が倒たおれていくのに合わせて、斜度がゆるくなっていく。ラスラーンは刀を捨てて、尻尾から身を躍らせた。

　さっき脱出してきたばかりの城じよう砦さいの曲輪が広がっていた。そこに、受け身をとりながら身を投げ出す。

　ラスラーンが体中に痛みを感じたころ、ひときわ大きな水音がして、彼は自分があびせた一太刀の効果を知った。




　シュターケンはすぐに身体を立てた。二足で立ち上がると、上半身は水面下にそびえ立つ。これならば、頭上からブレスを吐きかけることができるだろう。

　視力は奪ったはずだが、魔法使いを食っている魔竜なら、魔力を見ることができるはずだ。実際、シュターケンは戸と惑まどいながらもいきなり、ガングートの襲来する方向に向けてブレスを放った。そこに標的は浮上していなかったが、ステンカにとって被ひ害がいが無かったわけではない。

　いきなり、視覚が途切れたのだ。

「直上、プローブ〇五焼失。〇四と〇六でフォローします」

　ノーチェが対策を取って、別アングルの合成立体画像に切り替わるが、秘宝の一つが失われたと言ったら、敵の中にいるキリエはどう思うだろうか。

　もう何も考えられないのだろう。

「けど、今まで魔法使いにも見つからなかったのに、よく気づいたな。感覚も鋭くなったのか……あ？」

　ステンカははるか後方に恐るべき画を認め、ノーチェに広域俯瞰データを転送させた。水平線のはるか向こうであるはずの対岸の塔とうに、火の手が上がっている。

「やはり、届くか。最初からそうと知っていたら、別の作戦を考えられたのに」

　かなわない、とは言わない。それから、いま龍の背に残った――龍本人を含む――三人の少女達たちに告げた。

「ここから先、僕は君達に危険な命令を出さなきゃならない。そして僕にはそれしか出来ない。あとは、成功を祈って送り出すだけだ。次の一撃で決まらなかったら、僕も運命を共にする。それしかないけど、やってくれるか？」

「今いま更さら、何を」

　最初に答えたのはシェーラだった。

「お前は提督なんだ、船長を信じろよ」

　ノーチェはごく淡たん々たんと、当たり前のように答える。

「使用契約は、死が二人を分かつまで、となっております」

　最後にガングートが、いつも以上に明るく。

「大丈夫ですー、私、そんな簡単に死にませんからー！」

　張り合うように、三人ともが笑みを返した。ステンカはそれを受け止めると、キッと表情を引き締め、作戦を告げた。

「水中突とつ撃げき、全速！」




　――それは、一見すれば捨て身の突撃に見えた。たしかに、シュターケンの半身が水中にある今、ガングートが突撃すれば、腹に刺ささることは確実だろう。上からブレスを喰らっても、水と速度が守ってくれる。

　だが、刺さったとして、その程度では死なない相手だったら？

　水中で取っ組み合ったのち、力に劣るものが死ぬだけか？

　ステンカはむろん、そんな手をとりたくなかった。やるからには、もっと確実に、一撃で敵に致命傷を与あたえる。しかし、自分にできることは、一人、背の上で仲間を信じることだけだ。

　むろんシュターケンも、ガングートの接近に気づく。水中で動きが鈍いので、頭上からブレスの零距離射しや撃げきをくらわせ、差し違えるかまえだ。

　しかし魔力で見ているシュターケンにもっと知能があったなら、気づいたはずだ。ガングートの魔力がさっきまでと違い、偏かたよっていることに。そして増強されていることに。

　それは鼻先の、剣けんの先せん端たんに集中していた。

　そして、剣にはさらに、剣が乗っていた。

　舳へ先さきとよぶべきかもしれないその場所に、魔法の空気室に包まれて、三人の少女の姿があった。三人で、一本の剣を握にぎって支えていた。

　シェーラも、ノーチェも、魔法使いでは無いが魔力の持ち主。そしてガングートはいわずもがな。アバターもただの飾かざりでは無い、聖剣「アルザデツキー」に魔力を注ぎ込むチャンネルだ。ただ自分の身体の一部を振ふり回すよりはるかに先鋭的な、一点集中の攻撃であった。それが、シュターケンの下した腹はらに直撃した。

　手元までずぶりと、剣が刺さった。少女達の頭上に、苦し紛れのブレスが一度吐かれる。周りの海水が沸騰していっとき噴き上がる。かまわない。むしろ、その勢いに乗る。

　シェーラが刀身をひねって、刃やいばを上に向ける。同時に、ガングートの本体が身体を跳ね上げた。すべてのヒレと鰓の推力、空をも飛ばす力を使って、剣を思い切り振り上げる。

　シュターケンの腹の鱗がはじけ飛んで、中から青い血が滝のように噴き出した。さしもの巨竜もブレスどころではなくなり、のけぞった。史上最大の魔ま剣けんは、そのまま、敵ののど元まで振り上げられた。

　ガングートの本体が遡上する鮭のように跳ね上がり、勢い余ってシェーラ達も全員、空中に投げ出される。だが、そうなることも計算されていた。ノーチェがシェーラの身体を抱えると、体勢を立て直し、一度きりの弾だん道どう飛行に入った。

　一瞬の後には、シェーラはもう、無事にコルサコフ号の甲板に着地していた。

　見回すと、主立った乗組員はすでに揃そろっていた。戦っている間に、泳ぐかニーナ達に助けられてたどり着いていたのだ。しかし、再会を喜び合っているひまはない。

　シェーラはただちに、とどめの攻撃を命じた。

「砲に残っている魔弾をすべて込めろ。目標、敵巨竜の遺骸。万が一にも息を吹き返さないよう、木っ端みじんにしてやれ。てーっ！」

　船長らしいシェーラの号令一下、コルサコフ号の砲列が火を噴いた。

　シュターケンに再生なりなんなりの能力があったのかは、解らない。しかし、魔法金属の砲弾は切きり裂さかれた傷口にすべて着弾し、人造巨竜の身体を間ま違ちがいなく四散させた。

　キリエの無念がどうなったか、そんなことはもう、シェーラの知ったことではない。今度こそ、勝ったのだ。甲板上に、歓かん声せいが上がる。

「さすが俺達の船長だ！」

「いやいや、これというのも……あれ？」

　そのときようやく海かい賊ぞく達は、最も賞賛すべき相手が一人足りないことに気づいた。

「諸君、喜ぶのは早いぞ。そのへんに放り出されている、我らが提てい督とく閣下を探して拾っていかないと、ボレロフ伯はく爵しやくに怒られる役がいなくなる！」







[image: ]







　シェーラが宣言すると、海かい賊ぞく達たちはここぞとばかりに大笑いした。




　その提督閣下ことステンカは、仰向けに波間に漂ただよっていた。

「もしかして、忘れられてるとか、ないよね？」

　最後に切り裂くとき、シェーラが投げ出されるのは想定の範はん囲い内だったが、自分も一いつ緒しよに投げ出されることは、あえて告げなかった。言えば、やってくれない可能性があったから。その件でみんな後で怒るだろうけど、後があるだけでも、十分ではないか。







終章　威風堂々







　艦隊がボレロフ領に帰還したのは、一週間後であった。なにしろクラウディオ号以下の主力艦を喪失し、残った船も帆ほなどに損害を受けていて、北へ向かって走るだけでも一苦労だったのだ。

　アバド船長を始めとする犠牲者の葬儀はひっそりと行われることになった。表向きボレロフ艦隊は出港してさえいないのだから仕方が無いが、港では弔砲が鳴らされた。墓に入れようにも、船長自身の遺体はない。船ごと蒸発してしまったからだ。

　神聖帝国が本気で侵しん攻こうしてきたなら、各地でこれが日常になる。誰もがそれを望んでなどいない。

　ステンカは指揮官としての責任を感じてはいたが、戦争に行って傷一つつけずに返せとは、さすがにボレロフも言ってはいなかった。艦隊を借りる契約はこれきりで終わりだが、ボレロフはそれでもステンカに対して、私掠船免状の発行を強行した。支し援えんと引き換えに海賊が正規軍に代わって帝国と戦う、それがボレロフの利益にもなるからだ。

　これでステンカは形式上、ボレロフ艦隊の一翼を担う指揮官ということになった。この免状が、歴史上「ステパン・ラヴァルス提督」を記した最初の公式文書として後世に残ることとなるのを、もちろんステンカはまだ知らない。




　ラスラーンとは、港で別れた。

「どうせなら、君も海賊になれ。また一緒に戦おう」

　と、ステンカは一度は言った。だが、ラスラーンはことわった。

「俺はまだ復ふく讐しゆうを諦あきらめてはいない。だが、それだけでもなくなった。路地裏に戻るつもりはない。俺はこの海軍で上を目指す。お前のような変な肩書きではない、本物の提督になって、奴やつ等らを叩たたきつぶす」

　そう宣言したラスラーンには、仇かたき討うちにばかり目を血走らせていたころの面影は薄れていた。そしてその傍らには、リューシカがいる。

　ああ、そういうことかと納なつ得とくしてしまったからには、ステンカはそれ以上、食い下がれなかった。

「次に会うときは、敵かもしれないね」

「その免状が切れるような時が来たら、あるいはな」

　ラスラーンはその可能性を否定しなかったが、たぶん、大丈夫だろうと、二人ともなんとなく感じていたに違いなかった。

　以後、ボレロフ領海での寄港、補給がおとがめ無しとなったのだから、いつでも会えるのに、男ってヤツはこれだから、と、シェーラとリューシカは同じ事を呆れながらつぶやいて、リューシカが本当に楽しそうに笑うのを見るのは、誰にとっても初めてのことだった。







　意外な生存者がいた。クラウディオ号に乗っていたはずのガスパルである。ただし、大火傷を負い、一見すると本人だとわからない風貌になっていたが。

　事実、キージェも最初わからなかったが、間違いなく本人だと確かく認にんがとれると、ただちに北への馬車が手配された。

　行き先は北の果て、アレコ大公の都。ボレロフには無断であった。到着した頃には都は冬景色に塗り替えられつつあった。

　いかなる報告がされたのか。アレコ大公国が連合諸国に総動員の勅令を出すのは、その年の冬のことである。

　人々は、自分達が崇めているゼメーヴィチの真の姿を、初めてその目に焼き付けることになるのだ。







　修復を終えた海かい賊ぞく艦かん隊たいがラヴェル半島より南へと舵を取ったのは、キージェ達がアレコに着くよりすこし前の、夏の終わりだった。

　北端の海域が凍こおり付つくまで、まだ間がある。

「どこに向かおうか、提督ぅ？」

　シェーラが陽気に訊ねてくる。その向こうには副長達がいて、傍らにはいつものようにノーチェとガングートもいる。怪かい物ぶつ達が、皆みなを取り囲んでいる。風さえも、彼かれ等らを縛ることはできない。

「そうだな、まずグリペンに里帰りをさせてあげよう。それから、南へ向かおう。ドラティ船長に、拠点を紹介してもらわないとな」

「そうなると、冬越しは南国でできますねー」

「氷の下でも活動可能な龍が何を言うのやら」

　人外の少女達が変な張り合いを始めるのも、そろそろ慣れないといけないようだ。

「はいはい、提督閣下の決定が出たよー、皆、持ち場に戻れー」

　呆れて追い立てるような号令は、以前のシェーラにはなかったものだ。格好を付けるのをあきらめたようにも見える。

　そのシェーラが、ちょいちょいと手招きしてきた。

「いや、その、仲間が増えるのはいいけど、あたしのことは、どう思ってるんだ？」

「もちろん、一番頼れる仲間だと思っているけど？」

　ステンカはすっとぼけて答える。シェーラはこれ見よがしに眉まゆをしかめた。

「そうじゃなくて、その、一応、あたしも、女なんだけど、言わせるな恥ずかしい」

「あれ、おかしいな、言わなかったっけ？」

　真っ赤になったシェーラに、ステンカはしれっと言った。

「僕は最初に会ったときから、君のことを可愛いと思ってるんだけど？」

　こんなことをしれっと言えるようになったのも、もちろん、最近になってからである。たちまちシェーラは沸騰して

「何言ってやがんだ、こらっ」

　と、拳こぶしを振り上げた。ステンカは苦笑いしながらも、実は砦の地下でのことも、プローブで全部見てたんだけどな、とは言い出せなかった。

　そのかわり、シェーラを抱だきしめて囁く。

「焦らなくても、大丈夫だろ。たとえすべての龍が立とうとも、君との約束は忘れない。僕ぼくらはこれからも、海賊だ」







――「グリプスシャンツェ会戦」は、その後十年続く「龍りゆう神じん大戦」序盤の最も重要な戦いであった。この会戦に敗北したことにより、神聖帝てい国こくの東岸攻略作戦は少なくとも一年の遅おくれを生じたのみならず、諸しよ侯こう国連合の総動員令、ダラーラ二重王国の参戦をも招く直接のきっかけとなったのである。（中略）ステパン・ラヴァルス提督の私掠船隊は戦争全期間を通じて遊撃戦力として活動したが、再び大海戦の主役となるのは終戦前年の「海かい峡きよう海戦」である。ある意味、龍神大戦は彼かれによって始まり、彼によって幕が引かれたとも言える――


（夢幻皇国　海軍兵学校教本　七四一三年版より抜粋）









あとがき







　親愛なる読者同志の皆さん！

　提督してますか。ウチもあいかわらずやってます。霧島さん改二も眼鏡かわいいので一安心です。コニシさんありがとう！（お礼言うところそこか？）

　などと他所のネタで始めてみましたが、もちろんコッチも提督です、今度こそ!!

　提督って、名乗ろうと思ったら個人の能力だけでなく指揮する「艦隊」が必要ですから、なかなか大変でした。まあ史実では内陸国を支配した「提督」もいますけど。現実しっかりしろ現実。

　いやでもこの物語はあくまで……

「ファンタジーである！」

　えと、前回と同じですいません。いや、たぶんカバーかオビに今回の「あらすじ」は入ってると思うのですが、ここであらためて別の視点から今回の話を要約すると、こういうことになっちゃうんですね（以下ネタバレあり注意）。




「内海」の「戦略上の重要拠点である半島」を巡り「東西大国の思惑」が激突、「どう見ても某国正規軍なのに違うと言い張る、謎の武装組織」が出動……（滝汗）




　まあ、この本が出るまでに現実のほうがどうなってるかは解りませんし、なにより、今回のプロットは昨年中には決まってたので、今年二月三月の国際情勢は反映してないんですけど。いっそ先に書いておけば予言になったかも!?

　いやまあその、古今の戦史をいろいろネタにしつつ二十年ばかりモノ書いてれば、こういうことも何度かは起きるわけです。

　そう、この巻でデビュー二十周年になります。長いのか短いのかよく解りませんが、その間ジャンルの興亡も現実との気まずい合致もいろいろ見てきました。

　だからもう何も怖くない、とか言うと直後にマスケット持ったあの人みたいになりかねんので言いませんが。てか怖いです今でも。

　ところで今回の作戦、本当の元ネタは実はまったく別の地域です。第二次大戦時の地中海と太平洋なんですが、興味が湧いたらあれこれ推測してみるのも一興です。




　元ネタといえば、今回はガングートさん、エロ可愛いアバターの絵だけでなく、ようやく本体のお姿が見られます。コニシさんまたまたありがとうございます。

　ガングートという名前自体は実在した戦艦から頂いておりますが、あちらは海の古戦場由来だそうですね。こちらの世界にはその海峡はないはずなので、ただ響きが似てるだけです。なんか好きなんですよ。ちょっと、連邦のＶ作戦に混じっててもよさそうな気がしませんか。しませんかそうですか。

　で、前回の描写からすでにお気づきの方もいるようですが、能力的な元ネタにはこれまたアノ国の秘密兵器、エクラノプランが含まれております。中でも最大の物は別名を「カスピ海の怪物」と言いますので、大内海のヌシにはぴったりですね。

　ちなみに「大海竜」と書いて「ワイズ・ドラゴン」と振っておりますが、これも「賢い」等のwiseと、エクラノプランの飛行原理Wing-In-Surfase-Effectをかけてあります。

　動画サイトなどで「怪物」の飛行する姿は見られると思うので、是非その姿とコニシさんのイラストを重ねてみてください。

　イラストといえば新キャラの設定画も起こしていただいたわけですが、個人的にはキージェがお気に入りなんですけど今回口絵にいないんですか担当前田さーん？

　キージェ眼鏡かわいい（またか）。あとガスパルの悪っぽさもいい感じなのです。




　それはれそして艦船プラモのその後ですが、あと一歩のところで止まってしまいました。というのも乱視が進んで手元が見づらくなった結果、小さなレーダーのパーツとかを無くしてしまいましてね（泣）。日本艦なら市販の予備パーツも豊富なのですが、ソ連大型艦用となるととても少なくてですね……むむむ、そ、そのうちなんとかするさ！

　とりあえず新しい眼鏡作りました。いまのところ、この二巻を書くのにしか使ってないのですが。ていうか本来仕事用だろその眼鏡。

　気がつくと今回のあとがき、眼鏡の話ばかりですね。後悔はしてません。

　ではまた。ダスビダーニャ。





世界創世紀元七五二二年／飛行機紀元一一一年四月

富永浩史






　追記：今回のサブタイトル「龍神の艦隊」は、故・中里融司先生の架空戦記より拝借いたしました。この場を借りて御礼申し上げます。
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